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　讃たたえあれ！

　慈じ悲ひふかく慈愛あまねき万ばん世せいの神の名において。

　天に名を轟とどろかし、地じ獄ごくの業ごう火かで地を焼いた其そは、魔ジ神ンの中の魔神、鬼神イフリートの長にして、悪霊シヤイターンの王。

　その名はジオロジロス！

　ヤア、カドル！　唯ゆい一いつにして至高なる万物の神よ！　どうか魔神の邪じや視しから我らを遠ざけ賜たまわんことを！
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「本当に、私の愛するお兄様を見つけて下さるの？　シャールカーン」




　泣きくずおれ、憔しよう悴すいした幼おさな馴染なじみの少女の手を取り、駆かけつけたシャールカーンは力強くうなずいた。

「当たり前だ。俺達皆が幸せになれるよう、必ずルーダイナを見つけ出してやる」

　ルーダイナ、という愛する夫の名に、少女の目から涙が滑すべり落ちる。

　少女の言う「お兄様」とは本物の兄のことではない。彼女は常つね日ひ頃ごろから、親しみを込めて自身の夫をそう呼んでいたのだ。

「だからジャスミン、お前は何も心配せず自分の身を守ることだけ考えろ。ルーダイナが消えた今、いつ鬼神イフリートが襲おそってくるか分からないからな」

　たった一人で鬼神から妻を守っていたルーダイナが、忽こつ然ぜんと姿を消した。

　どこへ、どのように消えたかも分からない彼を捜さがすため、残された期間はたったの三み月つき。

「絶対に見つけてやる。俺とお前の婚こん礼れいまでには、必ず───」

　それぞれに想いを寄せる者がいる少年と少女は、手を取り合ったまま静かに額ひたいを寄せた。




　数あま多たの帝王スルタン達を束たばねる信しん徒との長。教主カリーフアの娘ジャスミンと、砂さ漠ばくの王国エルサムの王子シャールカーン。

　年若い二人の婚礼はあと三月後に迫せまっていた。
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　穹きゆう窿りゆう形がたの高い天てん井じようから、金の鎖くさりで吊つり下げられた壮そう麗れいな燭しよく台だいが煌こう々こうと光を放つ。

　常とこ世よの春とも称たたえられる大都、バスラム。

　唯ゆい一いつ神しんカドルを信しん仰こうする民の長であり、砂漠の帝王スルタン達の上に君くん臨りんする教主カリーフアが住まう都みやこはその日、華はな々ばなしい光に包まれていた。飾り立てられた町には橙光あかりが灯ともされ、夜もすがら民が奏かなでる太たい鼓こやシンバル、笛ふえの音ねが響ひびく。

　わけても教主の宮きゆう殿でんは、いくつもの篝かがり火びと柱ごとに灯された水すい晶しようのランプで、真昼のように輝かがやき渡っていた。




　雪花石膏アラバスターの円柱が立ち並ぶ大広間からは、夜も間近な藍あい色いろの空と連つらなる町並み、そしてその向こうに広がる森と砂漠までもが見渡せる。

　広間の中にいたのは各国の帝王やバスラムの王侯アミールなど、数百人を超える大おお勢ぜいの人々だった。

　部屋の中央は大きく空あけられ、奥の一ひと際きわ高く設しつらえられた一角には教主アクバルと正妃エル・サイエダ・ドニヤ、そして今宵こよいの主役の一人である若い王子の姿がある。

「おめでとうございます、シャールカーン様！」

「おめでとうございます！　教主様の姫君を妃に迎むかえられ、エルサムの帝王もさぞお喜びでしょう」

　床に額ぬかずき祝しゆく辞じを述のべる者達へ、砂漠の王国エルサムの王子シャールカーンは控ひかえめなうなずきで応こたえた。

　金の模も様ようを描えがく総そう絹ぎぬの長ちよう衣いに金の帯を締しめ、頭には紅こう玉ぎよくの飾りも眩まぶしいターバンを巻いている。婚こん礼れい衣い装しようを纏まとった少年は十六歳にしてはやや小柄だが、アーモンド形の瞳ひとみや引き結ばれた薄うすい唇くちびるには意志の強さが見て取れた。ターバンから零こぼれた髪は艶つややかに黒く、整ったその顔立ちは微かすかに憂うれいを帯おびている。

「──ありがとう。だがジャスミンは忌いまわしい鬼神にその身を狙ねらわれている。後宮ハリムから出る今日は奴やつにとって格かつ好こうの機会だ。注意を怠おこたらないようにしなければ……」

「そなたは心配が過ぎるな、シャールカーンよ」

　段上から声が落ち、振ふり仰あおいだシャールカーンは無言のまま頭こうべを垂たれた。

　鷹おう揚ような声の主ぬしは、シャールカーンの義ち父ちともなる世界の王、教主アクバルだ。

「今日のために集められるだけの兵を集め、宮殿を守らせておる。いかに鬼神といえども、この警けい護ごの中でジャスミンを連れ去るなど不可能だろう」

　教主は満足そうに広間を守る屈くつ強きような奴ど隷れい達を見渡し、シャールカーンの背はい後ごに目を留とめた。そこには半はん月げつ刀とうを腰に佩はいた青年が控えている。

「そなたにも〝エルサムの剣〟と呼ばれる男がついておるのだから、堂々としておればよい。そうではないか、ザイン？」

「過か分ぶんなお言葉、勿もつ体たいのうございます」

　シャールカーンの従じゆう者しやを務つとめるザインは、教主から直接声をかけられ深く身を屈かがめた。

　白絹の長衣に、色とりどりの糸で織おられた肩掛け。美しい茶色の瞳の青年は一見すると穏おん和わだが、その異い称しようの通りエルサム王国が誇ほこる剣士である。

　と、にわかにラッパの音が鳴り響いた。

　段下で賑にぎやかに談だん笑しようしていた後宮の側そば女め達が、一いつ斉せいに口を慎つつしみ、頭を垂れる。

　婚こん姻いんの間まの緞どん帳ちようがするすると上げられると、華やかな長衣を身に纏った数十人もの乙女おとめが現れた。手に手に琵琶ウーデイや長竪琴シタールを持った乙女達は、広間の中央に進み出ると左右に広がっていく。

　美女達の花が舞うような光景に見み惚とれていた列席者は、だが、次に現れた少女の姿にハッと呼吸を止めた。

　緊きん張ちように包つつまれた空間へ、涼すずやかな金の足あし環わの音が響く。

　四十人の乙女達の中から現れたのは、柘ざく榴ろ色いろの大長衣に黄き金んの帯を締めた若い姫だった。

　広間にいる者全ての視線を一身に集め、中央に進み出た十五歳の花嫁、ジャスミンは静かに白い指で面紗ヴエールの裾すそを上げる。

　彼女の面おもてが顕あらわになった瞬間、大広間を怒ど濤とうのようなどよめきが走った。

　真しん珠じゆを編み込んだ、泉のように腰元まで流れる金の髪。雪のごとく白い肌は瑞みず々みずしく輝き、星を湛たたえた夜空のような群ぐん青じようの瞳、初うい々ういしい薔ば薇らの蕾つぼみの唇、全てが一点の非ひの打ちどころもない造ぞう形けい美びを体たい現げんしている。

　それはまさに、諸もろ星ぼしにかしずかれ現れた満月。咲き誇る花にすら頭を垂れさせるほどの、美しさ、また艶あでやかさ、雅みやびやかさにおいても並ぶ者のない乙女だった。

「──おめでとうございます、ジャスミン様！」

　放心から我われに返った誰かが、感かん極きわまったように歓かん声せいをあげる。たちまち広間中に称しよう賛さんの声が響き、後宮に隠かくされていた至上の宝を万ばん雷らいの拍はく手しゆと喝かつ采さいが迎えた。

「ジャスミン様、ご結婚おめでとうございます！　あなた様をこの世に送り出した神に称えあれ！」

「おめでとうございます！　カドル神からあらゆる美び徳とくを授さずけられた奇き跡せきの乙女よ！」

「麗うるわしき楽園の天女フーリー、あらゆる月の中で最も美しい月！　高貴なる姫君エル・セツト・ジャスミン様！」

　沸わき上あがった歓声にやや強こわ張ばった微笑ほほえみで応え、ジャスミンは花はな婿むことなるシャールカーンの隣となりに優ゆう雅がに腰を下ろす。そして淑しとやかな声で「マルジャーナ、ここへ」と女奴隷の一人を呼び、側そばに侍はべらせた。

　ジャスミンの側に跪ひざまずいたのは背の高い、これも目を見張るほど美しい二は十た歳ちほどの女だ。褐かつ色しよくの肌と琥こ珀はくに輝く瞳。深い闇やみを思わせる波打つ黒髪の女奴隷は、腰に細い長剣を帯びていた。

　教主が高々と杯さかずきを掲かかげ、これから四十日と四十夜という長い婚礼の儀ぎが始まる。

「おい、ジャスミン──」

　ついに今日の日を迎えてしまったシャールカーンが小声で囁ささやいたとき──。

「シャールカーン様ッ！」

　背後から女奴隷マルジャーナと従者ザインが同時に叫さけんだ。

　直後、遙はるか頭ず上じようの円まる天てん井じようですさまじい雷らい鳴めいが響く。

　広間内を稲いな妻ずまのような閃せん光こうが奔はしり、次々と鎖の切れた吊り燭台が落下した。

「何事だ!?」

　段上から教主の一いつ喝かつが聞こえたが、答えられる者は誰もいない。突然吹き荒れた突とつ風ぷうに、整せい然ぜんと並べられていた調度品や料理がきりもみしながら舞い上がる。大広間の中を爆ばく風ふうが渦うず巻まき、白い円天井が破は裂れつ音おんを響かせ震ふるえた。

　美しい藍色の空を映していた広間の外が、噓うそのように黒く染まる。

　大だい理り石せきの床が波打ち、ザインに庇かばわれ倒れ込んだシャールカーンは悲鳴のように叫んだ。

「ラーフ……!!」

　落下した燭台が上げる炎ほのおの中に黒い霧きりが流れ込み、錆さびた鉄の臭においが立ち込める。

　炎が生き物のようにうねり、叫きよう喚かん響く広間に満ちた霧きりが、ゆっくりと人ひと型がたを成なしていく。

　瞬まばたきも忘れたシャールカーンの前に姿を現したのは、黒い肌に燃もえ盛さかる業火を纏った巨大な鬼神イフリート──、ラーフだった。

　侍じ女じよ達が悲鳴を上げて逃にげ惑まどう中、たった一人、ジャスミンの側にいたマルジャーナだけは姫を抱だきしめ離さなかった。鬼神はその二人ごと、三本指の巨大な手で摑つかむ。

「マルジャーナ!!」

　身体からだが竦すくみ、呼吸さえ忘れていたシャールカーンは即そく座ざに跳はね起きた。爆風に吹き飛ばされ、距きよ離りを空けてしまったジャスミンとマルジャーナを救おうと剣を抜く。

　しかし時遅おそく、炎の鬼神は大地の割れるような咆ほう哮こうを上げると巨体を翻ひるがえし、柱を破は壊かいしながら飛び去ってしまった。

　崩ほう落らくした柱と亀き裂れつの入った宮殿の天井が衝しよう撃げきに耐たえきれず、音を立てて崩くずれだす。

　降ふり注そそぐ雪花石膏の瓦が礫れきを躱かわし、シャールカーンは後ろも見ずに叫んだ。

「行くぞ、ザイン！」

　ザインが素早く従したがう気配を感じ、恐きよう慌こう収まらぬ大広間を駆け抜ける。エルサムの帝王である父や教主に見み咎とがめられれば、この場を抜け出すことは二度とできないだろう。

「もう手がかりは摑んでいる！　俺達でルーダイナを捜すんだ──！」

　鬼神に人の力が及およぶはずもない。あれに対たい抗こうできるのはジャスミンの夫、ルーダイナだけだ。

　ザインの「御ぎよ意い」という声を背中で聞き、シャールカーンは渦か中ちゆうのバスラム宮殿を後にした。
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　湧わき水みずから流れるせせらぎが清さやかな音を立てる。

　右手に水みず桶おけ、左手に薬草の入った笊ざるを抱かかえ川辺を歩いていたライラは、ふと足を止めた。

　日ひ除よけに被かぶっていた青の大面衣イザールを肩に落とし、夕暮れの空を見上げる。

（何かしら。誰かの叫さけび声が聞こえた気がしたんだけど……）

　背中まで真まっ直すぐに伸びた黒髪を耳に掛かけ、見る者に例外なく「優しそうだ」と思わせる深い黒の目を閉じる。

　この小さなアムルの村で聞こえる音など、粉こなを挽ひく驢ろ馬ばの鳴き声と子供達の笑い声ぐらいだ。村外はずれであるこの小道に人ひと影かげはなく、耳を澄すませてみたがもう何も聞こえない。

（……空耳かしら）

　懸けん命めいに助けを求めるような声だったが、夜も間近の乾いた風はすでにいつも通りの様子だ。

　ライラは首を傾かしげながら暗くなりつつある小道を進み、住居である土つち壁かべの小屋の扉とびらを開いた。

「おお、ライラ！　どこに行っておったんじゃ！」

　途と端たんに声をかけられ、中を覗のぞき込こめば白いターバンを頭に巻いた初しよ老ろうの男が座っている。このアムルの村の長ちよう老ろうであるハサンだ。

「水みず汲くみと薬草を採とりによ。ハサンおじさんこそ、もうバスラムから帰ってきたの？」

　この小屋の住人であるライラの留る守すに、人が上がり込むのは珍めずらしいことではない。ライラはまだ十七歳だが、万よろず屋やとして薬くす師しの役や諸もろ々もろの相談をこなしていたからだ。共に暮らしていた祖そ母ぼを亡なくしてからは、心配する村の大人達がよく訪ねて来てくれていた。

　今日はもう店じまいなのだが、ライラは嫌いやな顔一つせず相談窓口である細長い台の前に腰を下ろす。

「教主様のお姫様の結婚式はどうだった？　市場スークもとても盛もり上あがったんでしょう？」

　大都バスラムの祝祭を思って笑顔で聞けば、ハサンは焦あせったように声を落とした。

「いやはや、それがな！　さっき村の婆ばば達にも話してきたんじゃが、婚こん礼れいの途中で姫君が鬼神イフリートに攫さらわれてしもうたんじゃよ！」

「まあ！　本当に？」

　怖おそろしい話だが、精せい霊れいである魔ジ神ンや鬼神が美しい娘を攫っていくのはよくある話だ。

「ジャスミン姫はお美しいと評判の方だったものね。婚礼の日にだなんてお気の毒だけれど……」

「楽園の天女フーリーとも称たたえられるお方じゃからな。鬼神に狙ねらわれても仕方がないのぅ。宮きゆう殿でんはもう大おお騒さわぎで、軍が出るやら市場が閉じられるやらで滅め茶ちや苦く茶ちやじゃ。それで見るものがなくなって、わしも今け朝さすぐにバスラムを発たったんじゃが」

「は、早いわね」

　ハサンの潔いさぎよさに脱だつ力りよくしたが、確かに教主の姫君の身に降りかかったことなど、下しも々じもの者には騒ぎ立てるぐらいしかできない。雲の上の出来事すぎてお伽とぎ噺ばなしも同然だ。ハサンは自分の用事の方が大事らしく、麻あさ袋ぶくろを探さぐる。

「とりあえずライラ、これを見ておくれ」

　袋から取り出されたのは、煤すすで黒く汚よごれた小型のランプだった。元は銀かもしれないが、いかんせん年代物すぎて逆に価値がなさそうだ。

「これをな、昨日きのうバスラムの市場で五ドラクムで買ったんじゃよ。なんとこのランプには魔神が棲すんでおって、一度油を入れると一生途と切ぎれることがない、と商人が言うのでな」

「……はぁ。で、油は入れてみたの？」

　よくもまあ、そんな怪あやしげな物にお金を払はらえるものだ。呆あきれて見ると、ハサンは急にしょんぼりと肩を落とした。

「それがな、魔神がいるような物を軽かる々がるしく買うな！　と婆ばあさんにしこたま叱しかられてな。ライラのところに持っていけと勧すすめられたんじゃ。ほら、お前さんは魔ま術じゆつの心得があるじゃろう？」

「魔術の心得って……」

　ライラは困こん惑わくしてランプに視線を落とした。

　魔術とはカドル神への信しん仰こう心しんを媒ばい介かいに、奇き跡せきを行う術だ。誰もが使えるというわけではないが、一般に広く浸しん透とうしており、失うせ物探しや簡単な邪じや視し除よけを行う魔術師ならたくさんいる。

　だがこんな平和な村で魔術を必要とする出来事などなく、ライラも数えるほどしか使ったことがない。

「私は魔神が絡からむような大たい層そうな魔術なんて使えないわよ？　見たところ普通のランプみたいだけど」

「まあ、わしも商人に担かつがれたと思っとる。ただのランプとして使おうかと思うたんじゃが、婆さんがうるさくてな。すまんが預かっといてもらえんかの？」

　ハサンの妻の不安はもっともだ。ライラ自身、魔術を教えてくれた祖母から妖霊ジヤンや魔神にはくれぐれも気をつけるようにと言いつけられてきた。

　うかつに契けい約やくしない、話に乗らない。関かかわりのある物を身につけない。

　正直ライラも受け取るのは遠えん慮りよしたいところだが、せっかく頼たよってくれたのを断るわけにもいかない。これも役目とランプを手に取った。

「分かったわ。じゃあ私のところで保ほ管かんしておくから」

「やれ、助かった。汚きたないランプだが遠慮なく使っておくれ……じゃが本当に油が途切れず使えたら返しておくれよ？」

　ちゃっかりそれだけ言い残し、ハサンは小屋から去って行った。

　話をしているうちに本格的に陽ひが落ち、辺あたりはすでに薄うす暗ぐらくなっている。ライラは慌あわてて立ち上がった。

「灯あかり灯り……って、さすがにこのランプを使うのはまずいわよね」

　普段なら油や蠟ろう燭そくの節約のため暗くなれば寝ているのだが、仮にも魔神が入っているとされるランプを調べもせずに放置して眠るのは危ない。商人の噓うそだとしても、本当に魔神がいないかどうかは確認しておいた方がいいだろう。

　燭しよく台だいに蠟燭を灯ともし、ライラは黒く汚れたランプを眇すがめ見た。

　横よこ楕だ円えんの球形に小さな取っ手付きの蓋ふたがあり、装そう飾しよく入りの持ち手と、細長い灯とう火か口ぐちが優ゆう美びに伸びた普ふ遍へん的てきな形である。

　魔神を封ふうじているのなら、どこかにカドル神の印いん璽じである六ろく芒ぼう星せいが刻きざまれているはずだ。

　そう考え探してみたが見つからず、蓋を外しても黒く変色した底しか見えない。ためしに油を入れてみたが、増えたり消えたりせずに入ってくれる。

　たたき棒で叩たたいてみても、立ち上がって上から落としてみても反応なしだ。

（普通に古いランプだわ）

　棒でつつきながらそう断だん定ていしかけ、しかし、ライラは思いとどまった。

（でも隠れているだけなら怖こわいわよね……）

　封じの印璽がないなら、このランプ自体が魔神ということも考えられる。

　ライラは少し考え込むと、本ほん棚だなから掌てのひらに載のるぐらいの小さな、だが厚みは指三本分もある本を取り出した。

　祖母が遺のこしてくれた魔術書だ。古ぼけた羊よう皮ひ紙しの表紙を開いて、ところどころ破やぶれた頁ページを捲めくり、目指す項目を見つける。

「えーと、呼びかけの魔術は清せい流りゆうの水を一杯。……え、それだけ？」

　初めて使う魔術だが、意外と簡単そうだ。ライラは夕方に汲くんできた桶おけの水を木の杯はいに取り、ランプに振りかけた。

「唯ゆい一いつ無む二にのカドル神の名において。命なければ黙もくせ。命あらば声をあげよ！」

　勇いさましく叫んだ。

　が、ランプは何の答えも返さない。

「………………。失敗か」

　しばらく見守っていたライラは、無反応を見て肩の力を抜いた。

　魔術を使い慣れていない自分では当然だろう。それかもともとこのランプに命などないかだ。念のため、もう一度手にしていた棒でガンッと殴なぐってみた。

　瞬しゆん間かん、ランプがびくっと跳はね飛とんだ。

「イタタタ、イタっ！　痛い！」

「きゃあああ!!」

　急にはっきりと聞こえた声に、ライラは盛せい大だいに悲鳴をあげた。

　とっさに部屋の壁いっぱいまで逃げると、ランプの蓋がカタカタと鳴る。

「そなた、私の声が聞こえるのか!?」

　必死に訴うつたえかけるような声に、ライラは返事をすることも忘れ息を吞のんだ。

（──この声の感じ……！）

　目の前でランプが動きしゃべることや、自分の魔術が成功したことよりも強い驚おどろきだった。

「聞こえるわ……！　夕方頃に叫んでいたのはあなただったの？」

「おお、そなたには私の叫びが聞こえていたというのか!?　叫び疲つかれてうっかり眠ってしまったが、いつの間にか魔術師の手に渡っていたとは！」

「寝るのが早すぎるわよ！」

　ライラが声を聞いてから、ハサンがここにランプを連れてくるまでわずかしかなかったはずだ。

　思わず話に乗ってしまったが、ランプは大喜びのようで茣ご蓙ざの上を飛び跳ねてひっくり返る。転がっても蓋は外れず、楕円の身体からだがカタカタ左右に揺ゆれた。

「しまった、はしゃぎすぎてしまった。お、起こしてくれ」

　その邪じや気きのない姿に、ライラはおそるおそる壁から身を離して部屋の中央に戻る。

（妖霊かしら？　悪い精霊には見えないけれど）

　この世の精霊達には階級がある。上から魔霊マーリド、鬼神イフリート、悪霊シヤイターン、魔ジ神ン、妖霊ジヤンとあり、妖霊はもっとも弱い部類だ。しかし、階級があるといっても妖霊以外の精霊に力の差はあまりなく、その性せい質しつや信仰心などによって名が分かれる。獰どう猛もうな魔神が鬼神と呼ばれたり、神に背そむけば悪霊と呼ばれたりするのだ。

　ライラは手を伸ばすと、そっと転がったランプを起こしてやった。どこが目だか分からないため、一応灯火口を正面に持ってきてみる。

「やあ、ありがたい。座りが悪いとどうにも落ち着かない。しかし魔術師と出で逢あえるとはなんたる幸運。神に感謝しよう。ヤア、カドル！　神は偉い大だいなり！」

　灯火口からボッと小さく橙だいだい色いろの灯ひが上がり、ライラはやっと緊きん張ちようを解といた。カドル神の名を口にしたということは、悪霊ではない。神に背いた者なら、その名を唱となえることはできないからだ。

「それで、あなたは誰？　どうしてランプに閉じ込められたの？」

「私の名はルーダイナ。見ての通り魔神だ。ランプに姿を変えられた理由を話せば長くなるが、まずは魔術師の乙女おとめよ、私を教主カリーフアのもとまで連れて行ってほしい」

「ん？」

　何か、今おかしなことが聞こえた気がした。

「ごめんなさい、もう一回、言ってくれる？」

「私を教主のもとに連れて行ってくれ」

「教主って……まさか平和の大都、バスラムの教主様？」

「他に誰がいる。もちろん砂さ漠ばくの帝王スルタン達の長、信しん徒との号ごう令れい者しや、マルワーン朝第五代教主アクバル・イブン・アル・ムスタンフィルのことだ」

「ごめんなさい、それは無理だわ」

　つい即そく答とうしてしまった。

　ライラの暮らす村はバスラムまで馬車で半日という距離だが、ただの村娘では教主に近づくことはおろか、宮殿にすら入れないだろう。

　しかしランプの魔神、ルーダイナはあきらめない。

「頼たのむ！　バスラムに行かないことにはどうにもならんのだ。礼ならどんなことでもする！」

「お礼はいらないけど、私じゃ無理なの。教主様に通じるような身分の高い知り合いもいないし」

「ならばエルサム王国の王子シャールカーンでもかまわぬ！」

「そ、それも無理だわ……」

　ルーダイナからすれば位くらいを落としたつもりだろうが、ライラにとっては教主も王子も同じようなものだ。

　しかしルーダイナは「頼む、頼む」と繰くり返かえす。あまりに熱ねつ心しんに頼まれ、しばし考え込んだ末、ライラはうなずいた。

「う……ん。じゃあ、バスラムに連れて行くだけでもいい？　その後はどうすればいいか分からないけど……」

　魔神の頼みなど聞かない方が安全だが、ライラの耳には夕ゆう刻こくに聞いたルーダイナの叫びが残っていた。

（きっと本当に困っているんだわ）

　今できる最さい善ぜんの策さくとして提てい案あんすると、ルーダイナは辺りを跳ね回り叫んだ。

「ヤア、カドル！　この出逢いを与えてくれた神は称えられよかし！　感謝するぞ魔術師の乙女よ！」

「ライラよ。でも本当に都みやこまでよ？　教主様にお会いするなんて無理だから、後は何か方法を考えないと」

「おお、ライラ！　夜の名を持つ乙女よ！　ありがとう！　ありがとう！」

「はいはい。じゃあもう寝るわよ。明日朝一で行きましょう」

　飛び回るランプを捕つかまえ、ライラは寝ね床どこを用意して蠟燭の明かりを吹き消した。

　まだ喜びが鎮しずまらないのか、ルーダイナは暗がりの中でぴょんぴょんと飛び跳ね蓋を鳴らしている。

（おばあちゃんには魔神の誘さそいに乗るなって言われてたけど……）

　──きっと悪い魔神ではない。

　感じる清せい浄じような気配と自分の勘かんを信じ、ライラは目を閉じた。




　その夜、微睡まどろんでいたライラは馬の嘶いななきを聞いた気がして、ぼんやりと目を開けた。

　大おお勢ぜいの人々が砂地を駆かける音や、金きん属ぞくがこすれ合うような奇き妙みような音が聞こえる。

（夢……？）

　まるで戦いくさだ。

　粗そ末まつな絨じゆう毯たんの上で寝返りを打って窓を見上げれば、明け方が近いのか表は白しらんでいた。

　相変わらず外からは忙せわしない足音や話し声がひっきりなしに聞こえ────。

「ここにそのランプがあるのですか？」

「──!?」

　突とつ然ぜん、扉の向こうからはっきり聞こえた男の声に、ライラは仰ぎよう天てんして飛び起きた。

（なに!?）

　覚かく醒せいした頭でよく辺りの音を拾えば、夢ではなく、現実に大勢の人と馬の声がしている。

（村に、軍が来ている……!?）

　半身を起こしたまま固まっていると、すぐ外からハサンの声が聞こえた。

「はい、わしがこの家の娘むすめに預けましたので……。ライラ、ライラよ、起きておるか？」

「お、起きてるわ、ハサンおじさん」

　混乱の極きわみにあったがなんとか答えると、すぐに扉が開かれた。

　思った通り、すでに朝が近い。

　仄ほの明あかるい光と共にライラのもとを訪れたのは、ハサン一人ではなかった。

　背はい後ごに太た刀ちを持った四人の大柄な兵士を従したがえ、扉の外に立っていたのは若い男だ。

　頭にはターバンではなく白い布を巻き、落ち着いた藍あい色いろの外がい套とうを纏まとっている。

　服装こそ飾り気はないが、男性らしく引ひき締しまった精せい悍かんな顔立ちと、見る者の動きを止めてしまいそうな、力ある茶色の瞳ひとみはライラを怯おびえさせるのに充分だった。

　ライラよりもいくつか年上だろう。真剣な表情で小屋の中に視し線せんを巡めぐらせていた青年は、そのまま歩を進める。

　外套からのぞく大きな半はん月げつ刀とうに竦すくんだライラの前で、男は長い手を伸ばして枕まくら元もとの汚れたランプを拾い上げた。

「ルーダイナ!!」

　とっさにライラは男の腕うでにしがみついていた。
















　しかしその一瞬後には逆に腕を摑つかまれ、後ろにひねり上げられる。

「……っ！」

　驚きと痛みに声が途切れたが、ライラは涙を滲にじませながらも必死で訴えた。

「待って……！　このランプは持っていかないでください……！」

　連れて行かれようとしているのに、ルーダイナの声が何も聞こえない。

（魔術が解けているんだわ……！）

「お、おやめくだされ！　乱らん暴ぼうはしないと仰おつしやったではありませぬか！」

　ハサンが慌てたように取りすがると、青年は片手だけで老人を制し顎あごをしゃくった。

「外に出ていてください。この家に誰も近づけないように」

　青ざめたハサンは兵士達に連れ出され、小屋の中はライラと青年だけになる。

　腕の痛みと本ほん能のう的てきな恐きよう怖ふで震ふるえるライラに、男は冴さえ冴ざえとした声で問いかけてきた。

「私はこれが欲しいのですが。持っていってはいけませんか？　いけないとしたらそれはなぜですか？」

　この青年は誰なのか。魔神が入っていることを言ってしまっていいのだろうかと躊ちゆう躇ちよしていると、腕を摑む力がわずかに強くなった。

「ひっ……！」

「答えてください。なぜこのランプが必要なのですか？」

　わけも分からず涙が零こぼれ、ライラは息も絶たえ絶だえに言葉を継ついだ。

「……っ、この、ランプには魔神が棲んでいるんです……。彼はバスラムに行きたがっていて、私は連れて行ってあげると約束したから……」

「──！」

　瞬間、青年が大きく目を見開いた。

　ライラを拘こう束そくしていた力強い手が緩ゆるみ、痺しびれた腕に一気に血が巡る。

　ホッと一息ついたのも束つかの間ま、青年は隠しから素早く麻あさ縄なわを取り出した。

（え？）

　嫌な予感を覚える暇ひまもなかった。あっさり両手を一まとめにされ、器用に縄を回される。

「ま、待って待ってっ！　何するの!?」

　我に返って抵てい抗こうしてみたが力で敵かなうはずもなく、青年はライラの両手両足を簡単に縛しばり上げ、あれよあれよという間に猿さる轡ぐつわまで嚙かませる。

「んーっ！　んーんー！」

「しばらくご辛しん抱ぼうください」

　軽々と肩に担ぎ上げられ、ライラはそのまま連れ去られた。





[image: ]






　追いかけて来た村人を説とき伏ふせて村に返し、青年が天てん幕まくに入ってくる。

　絹きぬのクッションの上に置かれたライラがびくりと震えるのを見て、青年は困ったように苦笑した。

「もう何もしませんから怖がらないでください。手て荒あらなことをして申し訳ありませんでした。あなたに逃げられるわけにはいかなかったので」

　ここは村から少し離れた草原だ。そこに青年の連れて来た兵士達が駐ちゆう屯とんしており、ライラはその中でも一ひと際きわ大きな天幕に連れて来られていた。地面には花鳥を描えがいた豪ごう奢しやな絨毯が敷しかれ、調度品まで置かれた立りつ派ぱな天幕だ。

　ライラはすでに縄も猿轡も外されているが、外には見張りがいて逃げられる状況ではない。柔やわらかなクッションに縮ちぢこまって座っていると、青年はその側そばに膝ひざをついた。

「私はザイン・エル・カマラルザマンと申します。よくここまでご辛抱くださいました。多大な無礼をお許しください、魔術師の乙女よ」

「い、いえ……」

　真しん摯しに謝しや罪ざいされ、明るい中で改めて青年と向き合ったライラは意外さに驚いた。

（びっくりした……。とても優しそうだわ。小屋で見たときと別人みたい……）

　あれほど怖おそろしかった茶色の瞳が一転して和やわらぎ、穏おだやかな風ふ情ぜいに変わる。頭ず巾きんからのぞく短い髪は瞳と同じ茶色で、顔立ちは整い、気品すら窺うかがえた。

「腕は痛くないですか？」

　ザインと名乗った青年は様子を見るように手を伸ばしたが、ライラは慌てて胸元に自身の腕を寄せた。

「あの、大丈夫です。本当に」

　見知らぬ若い男に触ふれられるのは抵抗があるし、特に痣あざなどもない。ライラは恐怖から痛いと感じたが、実際にはそれほど力は込められていなかったのだろう。

　ちゃんと平気だというように腕を見せれば、ザインはにっこり微笑ほほえんで着ていた外套をライラの肩に掛けてくれた。

「今しばらくお待ちください。主あるじが参りますので」

　ライラが寝起きで、長ちよう衣い一枚だったのを気き遣づかってくれたのだろう。年上の男性らしい優しさに、ライラは感謝しつつおずおずと外套に袖そでを通した。

　借り物の服は大きくて温かく、鼻先をふわりと甘あまい香りがかすめる。

（安あん息そく香こう……。この人は地位のある方にお仕つかえしているんだわ）

　香りの強さからしてこの青年がつけている物ではない。決して高価な香料ではないが、日常的に香を焚たく場所で暮らしている証しよう拠こだ。

　そう当たりをつけたとき、前まえ触ぶれもなく天幕の入り口が開かれた。

「おいザイン、お前は噓を言ったな!?　全然しゃべらないじゃないか！」

　滑かつ舌ぜつの良い、よく通る少年の声にライラは目を瞬またたいた。

　挨あい拶さつもなしに天幕に入ってきたのは、煤すすけたランプを小こ脇わきに抱えた一人の少年だ。

　緩く癖くせのある黒髪にザインと同じく白の布を巻き、黒の下した穿ばきの上からは藍色の長衣、腰には太い黒の帯を締めている。

　かしましく喚わめく声に反はんし、顔立ちは凜りんとして爽さわやかに少年らしい。もう少し年を取れば、さぞかし女性の心を捕とらえる青年になるのではないかと思えた。

　猫ねこのようなアーモンド形の目を吊つり上あげて怒おこる少年に、ザインはため息をつく。

「ですが現にこちらの乙女は声を聞いたようなのです。そうですね？」

　話を振られ、ライラは慌ててうなずいた。

「はい、あの、きっと魔術が解けているのだと思います。私が掛けたのは一時的に声を聞けるようにし」

「なんだ、この貧ひん相そうな村娘は。俺と話をするならまず挨あい拶さつをして名を名乗れ、無ぶ礼れい者もの。誰と話をしているか分かっているのか？」

　少年は顎を上げ、ランプを片手に尊そん大だいに言い放つ。

　言葉を遮さえぎられた上にとんでもなく偉えらそうだが、ザインの言っていた主がこの少年ならば身分が高いのだろう。カチンときたがここは我が慢まんだ。ライラはクッションから下りて両りよう掌てを床に置いた。

「あなた様の上に平安と神の祝福がありますように。私はライラと申します」

「また汝なんじの上にも平安と、神の祝福と慈じ悲ひあれ。おい、村娘。お前はルーダイナの名を知っていたらしいが、本当にこのランプとしゃべったのか？」

　形式通り挨拶サラームは返してくれたが、名乗ったことにあまり意味はなかったようだ。腹立ちのあまり顔が引きつったので、ライラはごまかすために深々と頭こうべを垂たれた。

「はい。ルーダイナという魔ジ神ンであることは、本人から聞きました」

　手短に昨夜起こったことをありのままに答えたが、誰の返事もない。

　あまりに長く沈ちん黙もくが続き、ライラはおそるおそる顔を上げた。

「あの、なにか……？」

　見上げれば、ザインも少年も呆ぼう然ぜんとしたようにライラを見つめている。

「お前……」

　何かを言いかけ、少年は思い直したように言葉を換えた。

「もう一度やってみせてくれ。俺はルーダイナと話がしたいんだ」

「ライラ、あなたは先ほど一時的に話せる魔術を掛けたと言いましたね？　ずっと話すようにすることはできませんか？」

　ザインの提案に、ライラは勢いよく首を横に振った。

「できません、そんなこと！」

　ルーダイナが動いたり話したりできなかったのは、誰かにその精せい神しんを封じられたということだ。一時的ではなくずっと声を聞こえるようにするなら、その封印自体を完全に解かなければいけない。

「あの、私は魔術には不ふ慣なれなのです。一時的に声が聞こえる魔術も初めて使いましたし、成功するとは……」

「うるさい！　つべこべ言わずにやれ！　村がどうなってもかまわんのか!?」

　苛いら立だった少年に怒ど鳴なられ、ライラは衝しよう撃げきに絶ぜつ句くした。

　天幕へ連れて来られる途中に見たが、この駐屯地には数十人の兵士がいる。軍というほど大だい規き模ぼではないが、老人と女子供しかいない小さな村など数すう刻こくあれば殲せん滅めつされるはずだ。

　まさか村を盾たてに取られるとは予想だにせず、怯おびえよりも怒いかりと悔くやしさにライラは唇くちびるを嚙みしめる。だが、逆らうわけにはいかなかった。

「……承しよう知ち致いたしました。成功するかどうかは分かりませんが」

　祖母の魔術書は手元にないが、封ふう印いん解かい除じよの呪じゆ文もんなら読んだことがある。うろ覚えの上に使うのは初めてだが、やるしかない。

　ライラはぴくりとも動かないルーダイナを前に置き、胡坐あぐらをかいて深呼吸した。

　心を静め、一気に言葉を紡つむぐ。

「唯ゆい一いつ全ぜん能のうのカドル神の名において。解き放たれよ！　汝の命は汝にあるべし！」

「────……？　何も聞こえんぞ？」

「……もう一回やってみます」

　そもそも成功するわけがない。そう言いたかったが少年は納なつ得とくしないだろう。

（この方の気が済すむまでやって、あとは一時的に聞こえる魔術で我慢してもらうしかないわ）

　いい加か減げん無理だと気づけばあきらめてくれるだろう。そう考え、ライラは呪文を繰り返した。

「唯一全能のカドル神の名において。解き放たれよ！　汝の命は汝にあるべし！」

　言いきると同時に、何かが身体の中で弾はじけ飛とんだ。

（え!?）

　覚えのない感覚にどきりと心臓が跳ねた瞬間、天幕中を歓かん喜きに満ちた声がこだました。

「ヤア、カドル！　素す晴ばらしい出逢いに感謝を！」

　高たか々だかと、先ほどまで確かに物体であったランプが声を上げて動き出す。

「ルーダイナ────!!」

　途端に、偉そうだった少年が滑すべり込こむようにランプに縋すがりついた。ルーダイナを抱え上げ、胸にきつく抱きしめる。

「捜さがした、本当に捜したぞ!!　よく無事でいてくれたな！」

「見つかってよろしゅうございました、ルーダイナ。声を封じられたというのは本当だったのですね」

　ほっとしたようなザインと泣き出さんばかりの少年に抱きしめられ、ルーダイナは灯火口を揺らして感動を表した。

「おお、シャールカーン！　ザイン！　再びお前達二人と巡り会える日がこようとは！」

　シャールカーン。

　どこかで聞いた名だと記き憶おくを探ったライラは、思い当たり驚きよう愕がくした。

（シャールカーン王子！　南のエルサム王国の王子様……！）

　そうと分かれば全てに納得がいく。この豪奢な天幕も屈強な兵士を連れているのも、少年が横おう暴ぼうでとてつもなく偉そうなのも。

　シャールカーンの手から抜け出したルーダイナは、器用にぴょんとライラに向き合う。

「ライラよ、礼を言うぞ。まさかそなたのような素晴らしい魔術師に出逢えるとは！」

　大げさな物言いだが、シャールカーンもザインも否定しなかった。それどころか、シャールカーンは尊そん敬けいの眼まな差ざしまでくれる。

「俺も驚いたぞ……！　まさかこんな極ごく貧ひんの村の貧まずしい貧相な女が封じを解くとは！」

「……………………恐おそれ入ります」

　同じことしか言ってないじゃないかと思ったが、王子様相手に反はん論ろんはできない。

　従じゆう順じゆんに頭を垂れると、満足したのかシャールカーンはザインにクッションを用意させて腰を下ろす。

「ライラと言ったな。お前は教主の姫、ジャスミンが鬼神イフリートに攫われたことを知っているか？」

「はい、先日の夕刻に聞きました」

「ここにいる魔神ルーダイナはジャスミンの夫だ」

「はい、……は、あえ？」

　真顔でランプを示され、とっさに間ま抜ぬけな声が出てしまった。

　煤けて黒く変色した、何の変へん哲てつもないランプ。

　たたき棒で叩いたり上から落としたり、魔術のためとはいえ水を掛けたランプが──。

（教主様の姫君の夫────!?）

「も、申し訳ありません────────っ！」

「あー、ライラよ。気を使わなくともよい。私は教主から憎にくまれ、悪霊シヤイターンと誤解されて契約者であるジャスミンから引き離されたのだ。そなたは私の恩おん人じんだし、変に畏かしこまった態度は取らないでほしい」

　ぶつける勢いきおいで床ゆかに額ひたいをこすりつけると、ルーダイナが優しく言ってくれた。

　危うく死し罪ざいになるかと血ちの気けが引いたライラは、全身の力を抜いて顔を上げる。

「ほ、本当に……？　ご、ごめんなさい、まさかあなたが教主様のお姫様の……」

　そこまで言って、ライラははたと言葉を切った。

（お姫様の旦だん那な様が、ルーダイナ……？）

　魔神と人の結婚は特に珍しいことではない。精霊は男女を問わず美しい人間を好むし、魔神が人を装よそおって暮らす例も多くある。なので、姫とルーダイナの婚こん姻いんに疑問はない。

　引っかかったのは、婚礼の途中で攫われた姫に、すでに夫がいたという点だった。

　途と惑まどうライラにはかまわず、ルーダイナとシャールカーンは真しん剣けんな顔で語り合う。

「それよりシャールカーンよ、やはり鬼神ラーフに襲おそわれたのだな？」

「ああ。俺との婚礼のため、後宮ハリムから出た途端だ。ジャスミンだけじゃない、あいつはマルジャーナまで攫って行きやがった……！」

　ギリッと音がしそうなほど拳こぶしを握にぎり、シャールカーンは呻うめく。

（俺との婚礼って、じゃあお姫様のお相手はシャールカーン王子……？　マルジャーナって……）

　尋たずねたくてもそのような雰ふん囲い気きではなくて、言葉を控ひかえたライラにザインが気を配ってくれた。

「ジャスミン姫とシャールカーン様は婚こん約やく者しや同士なのです。ですがジャスミン姫はルーダイナと夫婦の契ちぎりを交かわしていらっしゃいますし、シャールカーン様は姫の女奴隷マルジャーナに想いを寄せていらっしゃいます」

「想いを寄せているんじゃなくて恋こい仲なかだ!!」

「はい、一方的に」
















　一いつ刀とうのもとに切り捨てられ、シャールカーンが真っ赤になって口をぱくぱくさせる。まあ、無理やり迫せまったのねとライラが思った瞬間、ザインがにっこり笑った。

「違いますよ。一方的と言いましたが、マルジャーナはシャールカーン様の身分に気き後おくれしているだけです。シャールカーン様が権けん力りよくを笠かさに着て迫ったわけではありませんので」

「す、すみません失礼なことを考えて！　すみません、ごめんなさい本当に！」

　悔しそうなシャールカーンに睨にらまれ、考えを暴あばかれたライラは逃げるように平へい伏ふくする。

（びっくりした────！）

　ザインが鋭するどいのか、自分が顔に出しすぎたのか。

　治おさまらぬ動どう悸きを一生懸命静めていると、ルーダイナはカタカタと蓋を鳴らした。

「ジャスミンはずっと鬼神ラーフに狙われていた。私は常つねに結界を張って彼女を守っていたのだが、それを信じない教主に声と動きを封じられ、後宮から捨てられたのだ。教主は私をラーフの仲間だと思っている」

「なんで封じられる前に抵抗しなかったんだ、お前は！」

　シャールカーンに叱り飛ばされ、ルーダイナは首を振るように灯火口を左右に揺らした。

「私がランプではない本来の姿に戻り、力を行こう使しできるのはジャスミンの命令があってこそ。彼女の命令なしに神の被ひ造ぞう物ぶつ──人の子や精霊達に力を使うことは許されない。教主はジャスミンが私から離れた隙すきを狙って持ち出し、魔術師に封印させたのだ。私はジャスミンと離れるときは、常にこのランプの姿を取っていたからな」

　後宮ハリムとはどこよりも深く、悪霊の邪視から守られた神しん聖せいな場所だ。ルーダイナの護まもりを失くし、後宮からも出ることになる婚礼の日は、鬼神にとってまたとない機会だったのだろう。

「このままにはしておけぬ……！　早く行かなければジャスミンが危ない。おそらくラーフの行き先は精霊達の棲すみ処かである西のカフ山だろう」

　ルーダイナの確かく信しん的てきな声に、ザインは口くち許もとに指を添そえ考え込んだ。

「教主は鬼神が消えた東へ軍を向けましたが、全く逆方向というわけですね。カフ山に行き着くには果はての砂漠を越えなければなりませんが……」

〝果ての砂漠〟とは大陸の西に広がる大砂漠だ。誰も渡った者がいないため、そう呼ばれている。

「望むところだ。じゃあ、まず予定通り俺達はここで死ぬぞ」

　力強く掌に拳を打ちつけたシャールカーンに、ライラは首を傾げた。

「お亡くなりになるのですか？」

「ああ。俺とザインはもうエルサムに戻るつもりはない。連れて来た兵には、俺達は鬼神を追って行方ゆくえ知れずになったと王に伝えるよう言ってある」

「そ、それは……」

　後先考えないというか、強引というか適てき当とうというか。ライラは微び妙みような表情になってしまったが、シャールカーンに睨まれ慌てて頭を伏ふせる。

「それに、俺達が戦うのは人じゃない。いくら兵を揃そろえても魔神や鬼神の前ではただの塵ちりだ。砂漠を渡るのに大人数はむしろ足手まといになるしな」

　妖霊ジヤンや魔神について多少の知識があるライラも、それには同意した。彼の言うことは間違っていない。

（でも大変ね。この人達も……）

　鬼神と戦うなど狂きよう気きの沙さ汰ただ。しかも、愛する人が攫われてしまったのだから気が気じゃないだろう。痛ましげに見つめていると、シャールカーンが真っ直ぐライラに向き直った。

「ここから遙か北西〝シルワンの町〟に、果ての砂漠を越え、カフ山へ渡る力を持つ人物がいるらしい。噓か真実かは分からないが、行ってみるより他はないだろう。鬼神の隙をついてジャスミンとマルジャーナを取り返すには魔術師の力が不ふ可か欠けつだ。力を貸してくれ、ライラ」

「え？」

　ライラは黒い目を瞬いた。

　しばし空白の時間が流れ、向き合うシャールカーンの唇が再度開かれる。

「ライラ、魔術師として俺達と一緒に来てくれ。お前の力が必要だ」

「──────────っ!?」

　聞き間違いでも夢でもなかった。

　完全に他ひ人と事ごととして事情を聞いていたのに、そうではなかった。どうやら状況をかいつまんで説明されていたらしい。

「待って、待ってください！　私には無理です!!　そんな、どうして、なんで……！」

　上う手まく思考が働かず混乱するライラに、シャールカーンはルーダイナを指さした。

「ルーダイナを封じるのに、教主は当代一の魔術師を呼んだ。お前はその封じを解いて見せたんだ。充分だろう」

「そん、な……!?　違います！　何かの間違いです!!」

　今にして、なぜルーダイナと会話をしたことにあれほど驚かれたのかを理解した。

　魔術の世界で弱者が強者に勝つことはない。これは覆くつがえることのない摂せつ理りだ。

　掛けられた魔術を解くのは、掛けた者を上うわ回まわるか、同等の力を持つ者────。

「ありえません!!　お願いします、魔術師が必要ならその当代一の方にお願いして……！」

　だが、必死に逃げるライラを遮ったのはルーダイナだった。

「教主は私を鬼神の仲間だと思っているのだ。いくら訴えたところで、ジャスミンがいない限り信じないだろう」

「じゃあエルサム王国から魔術師を呼んで……！」

「俺の国に当代一を超える奴やつなんかいるわけないだろ。ごちゃごちゃ言わずお前が来い！」

「で、ですが私でお役に立てるとは……！」

　慄おののきながら後ずさったとき、突然肩に腕を回され飛び上がりそうになった。いつの間にか背後に回ったザインがライラの肩を抱き、笑顔を見せていたのだ。

　ザインは「大丈夫」というようにうなずき、前を向く。

「シャールカーン様、ルーダイナ。そんなに追いつめては可か哀わい想そうですよ。安心してください、ライラ。そんなに怯えなくても、あなたにそれほど無茶なことはさせません」

　温かく柔らかな口く調ちように、ライラは震えながらも肩の力を抜いた。

　助け船を出され落ち着いたライラに、ザインは語りかけるように優しく言う。

「私達は魔術師が必要で、でも頼れる人がいないんです。あなたが魔術に慣れていないことは、先ほどのお話でよく分かりました。なので、あなた以上の魔術師が見つかるまででかまいません。少しの間だけ一いつ緒しよに来て頂けませんか？　もちろん、代わりの魔術師が見つかればすぐに交代しますし、その際にはちゃんとこの村まであなたを送り届けます」

　代わりの魔術師が見つかるまで──。

　全ての責任を負おわされたような重じゆう圧あつを感じていたライラは、ふっと身体が軽くなるのを感じた。

（よかった、それなら……）

　できないこともないかもしれない。

　北西の町シルワンまでは遠く、いくつもの大きな町があるからだ。

（私以上の魔術師なんて、きっとたくさんいるんじゃ……）

「頼む、ライラ。私はジャスミンを救いたいのだ」

　ライラの心の変化を感じ取ったのか、ルーダイナは殊しゆ勝しように灯火口を下げた。

　その姿がしゅんとしているように見えて心を動かされたが、うなずくにはやはり躊躇してしまう。

　まだ悩なやむライラに、ザインが爽やかな声でシャールカーンを指さした。

「ライラ、横暴でとてつもなく偉そうなシャールカーン様からお言葉があるそうです」

「なんだと、ザイン!?」

　シャールカーンについて、全く同じことを思っていたライラは「ぎゃっ」と震え上がったが、幸運なことに王子の怒りはザインに向いている。当のザインは意いに介かいさず、この上ない笑顔で促うながした。

「はいシャールカーン様、お言葉をどうぞ。権力者らしい一言をお願いします」

「は？　え？　……えーと………………む、村がどうなってもかまわんのか……？」

　しどろもどろで言ったシャールカーンに、ザインは心を痛めたように眉まゆを寄せてライラを覗き込んだ。

「お聞きになりましたか？　卑ひ怯きようここに極まれりですが、私にシャールカーン様の暴ぼう挙きよを止める力はありません。どうか村を救うと思おぼし召めして、私達に力を貸してください。先ほども言ったように、あなた以上の魔術師が現れれば必ず村にお返しします」

「…………」

　哀あい願がんするような茶色い瞳に圧おされ、ライラはしばらくうつむく。

（代わりの魔術師が見つかるまで）

　思うに、魔術師の力が必要になる出来事などそう簡単に起こるものだろうか？　きっと普通に旅をするならありえない。それこそ最後に鬼神と戦うときぐらいだ。

（村のこともあるし……）

　シャールカーンは脅おどしているだけのようだが、権力があるだけに機き嫌げんを損そこねるのは怖い。

　考えた末にライラは仕方なくうなずいた。

「……分かりました。では他の魔術師が見つかるまで。そのかわり村には何もしないでください」

　ルーダイナが「おお！」と飛び跳ね、シャールカーンが安あん堵どしたように力を抜く。

「ありがとうございます、ライラ。絶対に村には手出しさせません。私の頭こうべに誓ちかって、あなたのお言葉を承うけたまわり、仰おおせに従いましょう」

　ザインは肘ひじを上げ、額と平行に右掌を掲かかげ深く身を屈かがめた。

　受けた命令を果たせないときは、自身の頭を失うしなってもよいという意志を示すものだ。

　高貴な人物に対する誓い方に恐きよう縮しゆくしたが、安心できたことも確かだった。

（私より強い魔術師なんて、きっとたくさんいるでしょうし）

　代わりはすぐに見つかるだろう。楽らつ観かん的てきに考え、ライラは喜ぶ三人を見ていた。




　夜が来る前に次の町に着きたいということで、そのまますぐに出発することになった。

　一度村に返されたライラは手早く家を片づけ、旅りよ装そうを纏う。白の緩やかな下穿きに薄い胴どう衣い、上から紺こん青じようの長衣を重ね、生き成なりの帯を締める。頭には愛用の青い大面衣イザールを被り、忘れずに祖母から譲ゆずり受けた魔術書を棚から抜き出した。

　ここには百七十の魔術の基き礎そが記しるされてあり、極めればあらゆる事物に対たい抗こうできる……というのは祖母の談だんだ。

（何があるか分からないし、持っていった方がいいわよね）

　身の回りの物はシャールカーンが揃えてくれるらしいので、魔術書と役立ちそうな薬草だけを肩掛けの袋に入れて家を出た。

　ハサンをはじめ心配そうな村の皆に見送られ、草原の天幕に向かえばシャールカーンとザインはすでに支し度たくを整え待まち構かまえている。三頭の立派な馬の後部には旅に必要な荷物が括くくりつけられ、いざ出発となったシャールカーンは眉を寄せた。

「馬に乗れない、だと？」

「……申し訳ありません」

　苛立った口調で言われ、ライラは顔を伏せた。馬は三頭いたから、嫌な予感はしていた。

　しかしライラは村娘。いったいどこの村娘が馬ば術じゆつを修おさめるのか逆に問いたい気分だ。

「シャールカーン様、あなたはもう少し民の暮らしを勉強なさい。一いつ般ぱん的てきな女性は馬には乗れませんよ。女おんな騎き士しじゃあるまいし」

　ねえ、とザインが間に入ってくれてほっとした。ライラは心苦しいような嬉うれしいような気持ちで、素直に頭を下げる。

「申し訳ありません。私は歩いていきますから」

「とんでもない。次の町に着く頃には夜中になりますよ。さあ、この鐙あぶみに足を掛けて、背をまたいで乗ってください」

　足元に台を置かれ、馬の背に上がらされた。

（た、高い！　こんなの一人じゃ……）

　鞍くらの上から見る景色は想像以上に怖い。まさかこのまま一人で乗らされるのではと、不安を感じたとき──。

「では行きましょうか」

　ザインも鐙に足を掛けると、颯さつ爽そうとライラの後ろに跨またがった。

　背中に体温を感じて振り返れば、すぐ後ろにある硬かたい肩に鼻をぶつける。見上げれば息が掛かるぐらい近くにザインの顔があり、悲鳴をあげて逃げてしまった。

「危ない、戻ってください」

　危うく滑り落ちかけ、ザインに抱きとめられる。片腕で軽々と引き戻され、また胸にぴったりと抱え込まれた。焦りと困惑のためにもがくが、ザインとシャールカーンは特に気にした様子もなく、馬首を廻めぐらせる。

（なに!?　普通のことなのこれ!?）

「あ、あの……！」

「はい？」

　微笑んだザインに首を傾げられ、言葉に窮きゆうした。

　必要以上に意識し、混乱しているのは自分だけなのか。そもそも馬に乗っているだけなので、うろたえる方がおかしいのかもしれない。ザインはもとより、シャールカーンもこちらに注意を払わないのを見て、ライラは途惑いながらも暴れるのをやめた。

「いいか、ここから先の俺は王子でもなんでもない。ただのシャールカーンだ。心得ておけよ」

　はるか北西へ熱い視線を向けたシャールカーンに、ザインは二頭の馬を見比べた。

「こちらは二人乗るんですから、そっちの馬に代えてください。シャールカーン」

「……いきなりだな」

「あ、じゃあ、私がそっちの馬に……」

　確かに、シャールカーンの馬のほうが大きく見えた。

　しかし、降りようとしても腰に回った腕がびくともしない。「あれ？」ともがけば、頭ず上じようでザインの笑う声が聞こえた。

「冗じよう談だんですよ。このまま出発しますが、ご家族の方とお別れは済みましたか？」

「家族はいないので大丈夫です」

　家族代わりと言えるハサンや村の皆には事情を話し、すぐに戻ってくると約束してきた。薬師として生活してきた自分だが、薬の知識があるのはライラ一人ではない。村が困ることもないだろう。

　そう思い言ったのだが、ザインは微かすかに表情を変えた。

「……失礼しました。では大切な人は？」

「いいえ、そんな人いません」

　くすくす笑いながら答えると、ザインもにっこりと微笑む。

「では参りましょう。ライラ、先ほど聞いた通りこれからはシャールカーンを王子として扱あつかわなくて結けつ構こうですから。それと、私のことはザインと呼んでください」

　出発の準備が整い、三人の前で数十人の兵士達が揃って頭を垂れる。

「お気をつけて。殿でん下かの上にカドル神の祝福がありますように」

「──すまない。後を任まかせる」

　祈いのりの言葉にうなずきを返し、シャールカーンは勇ましく顔を上げた。

「行くぞ！」

　三人は北西に向かって馬を走らせた。
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　そこは見たこともない美しい庭園だった。

　見上げれば天てん井じようは遙はるか頭ず上じようで、暗がりの中に消えている。二人がいるのは明らかに屋おく内ないのはずなのに、まるで森のような木々にはたくさんの果実が実り、小川が流れ、鳥達の声が聞こえた。

　婚こん礼れい衣い装しようのままのジャスミンを胸に抱だきしめ、女奴ど隷れいのマルジャーナは油ゆ断だんなく辺あたりを見渡す。

（ここは？）

　婚こん儀ぎの最中で突とつ如じよ嵐あらしが吹き荒れ、真っ先に思ったのはとにかくジャスミンから離れないことだった。嵐の中を二人で抱き合い、何かに連れられたままものすごい勢いきおいで風を切ったことだけは分かる。景色も何も見えず、まるで一呼吸の間の出来事だった。

　だから今、自分達がどこにいるのか全く分からなかった。同じく、腕うでの中のジャスミンも身体からだを強こわ張ばらせている。

　庭園内にはマルジャーナとジャスミンだけではなく、百匹近くの妖霊ジヤン達が集まっていた。獣けもののようなもの、鳥のように翼つばさを持つもの、そしておぞましい毛むくじゃらの顔を持つ人ひと型がたの妖霊が、二人を遠巻きに見つめている。

「──姫様！」

　息を詰つめて周囲を睨にらんでいたマルジャーナだが、すぐさまジャスミンを後ろに庇かばった。

　鼻をつく錆さびた臭においと共に、黒い霧きりが庭園を覆おおったからだ。

　見る間に霧は濃こくなり、やがて凝こり固まって巨大な人型を作る。辺りの大気が焼けつくような熱気に変わり、床ゆかを舐なめる炎ほのおに妖霊達が悲鳴をあげて後ろへ下がった。

　灼しやく熱ねつの炎を纏まとい現れたのは、黒光りする肌から臭しゆう気きを放つ、見上げるほど巨大な鬼神イフリートだ。

　妖霊を従したがえたラーフは二人を見下ろすと、裂さけた口を大きく開け大地を震ふるわせるような声をあげた。

「ラーフの城へよくぞ参った！　人じん界かいの王者の娘むすめ、奇き跡せきの中の奇跡、この世ならざる美しさを与えられた姫よ！　この時を待ちかねたぞ！」

　大地の裂さけ目めのような巨大な口と、らんらんと輝く両の目の他に、額ひたいの真ん中には黄色く濁にごる目がある。その三つの目に焦しよう点てんを合わせられ、マルジャーナの心臓が激はげしく音を立てた。

　この場に来るまで何が起こったのか分からなかったが、今まさに全てを理解したのだ。

（これがラーフ……！）

　敬けい愛あいする女主人の夫から、名前だけは聞いていた炎の鬼神。圧あつ倒とう的てきな存在との対たい峙じに、マルジャーナはなすすべもなく炎渦うず巻まく巨人を見上げる。

（ルーダイナ様がいらっしゃれば……！）

　ルーダイナさえ宮きゆう殿でんにいてくれれば、こんなことにはならなかった。今いま更さらながらに、ルーダイナを守りきれなかった自分を悔くいた。命を懸かけてでも教主カリーフアに説とくべきだったのだ。

　ふいに、背はい後ごでジャスミンの立ち上がる気配がした。

「姫様！　いけません、私の後ろに！」

　驚おどろき取とり縋すがったマルジャーナを制せいし、ジャスミンは足取りも勇いさましく前へ進み出る。その群ぐん青じよう色いろの瞳ひとみは何の恐おそれもないように、強く輝かがやいていた。

「いいえ、マルジャーナ。あなたこそお下がりなさい。私は神の加か護ごを受けた身。卑いやしき悪霊シヤイターンなどに触ふれさせはしない」

　挑ちよう発はつするような言いい様ように、ラーフが歯を剝むき出だし笑いながら手を伸ばそうとしたとき。

「カドル神は唯ゆい一いつにして偉い大だいなり！」

　姫が自みずからの信しん仰こうを示した瞬間、伸ばされたラーフの手が白い炎に包つつまれ燃もえ上あがった。悲鳴をあげて手を引っ込めたラーフは、驚きよう愕がくの唸うなりを上げる。

「なぜ護まもりの力が……！」

　ジャスミンは立たち塞ふさがる鬼神を険けわしい表情で見上げた。

「忌いまわしき悪霊よ！　私と交まじわったが最後、お前は神の炎により焼き殺されるであろう！」

　言葉の意味を悟さとったラーフは、見る間に顔色を変えた。吐はき出だした息が炎に姿を変える。

「……おのれ……！　すでに神の加護を受けた魔ジ神ンと契けい約やくを交かわしたのか！」

　ジャスミンとラーフは睨み合ったまま動かない。やがてラーフは猫ねこ撫なで声ごえで身を屈かがめ、顔を寄せた。

「交わりを持った魔神の名は？」

　ジャスミンは力強い瞳をラーフに向けたまま、何も答えない。ラーフは巨大な口を歪ゆがめ、ふっと息を吐き出した。

　とっさにマルジャーナを庇ったジャスミンを、黒い炎が包み込む。だが、炎はすぐに神の光に弾はじかれて消えた。

「ルーダイナ」

　光に浮かび上がった護りの文字を読み取り、ラーフは不ぶ気き味みにささやいた。

「それがお前の守しゆ護ご者しやか。なんとまあ、名の知られぬ魔神よ」

「名で侮あなどるのですか。ルーダイナは魔ジ神ンの中の魔神、神の加護を受けた者。信仰を持たず、神に背そむくお前達に劣おとるような身ではない」

「勇ましい姫よ。すでに交わりを持っているのは忌いまわしい限りだが、殺してしまうにはあまりにも惜おしい。その守護者を始し末まつしてやろう。守護者がいなくなれば私の意のままだ」

「やって御ご覧らんなさい……！」

　群青の瞳が煌きらめき、怒いかりになお輝くジャスミンの容よう貌ぼうを際きわ立だたせる。

「神に背く悪霊よ！　私が欲しければ、守護者である魔神をここへ連れてくるがよい！」

「面おも白しろい！　妖霊共よ、この勇ましい姫を見張っておけ！　目の前でお前の夫を八やつ裂ざきにしてくれるわ！」

　ラーフは炎と共に言葉を吐き出すと、数あま多たの妖霊を従え部屋を去った。

　ほっとしたジャスミンだったが、五体の翼つばさある妖霊達に群むらがられ悲鳴を上げる。奇き怪かいな鳴き声を上げて寄ってきた妖霊に、マルジャーナは素早く腰に佩はいた細剣を摑つかんだ。

「無礼者！　お下がりなさい！」

　鞘さやから抜き放ち、伸ばされた薄うす汚ぎたない手を斬り裂くと獣のような悲鳴が上がった。

　怯ひるんだ妖霊達に向け、マルジャーナは柳りゆう眉びを逆さか立だてる。

「いかに妖霊といえども、許可なく婦人の部屋に同席するとはなんたる無ぶ礼れい！　私達はどこへも行きはしない！　見張るつもりなら扉の外に出なさい！　それともこの剣の切れ味を、その身をもって知りたいのですか！」

　突つき刺さすような鋭するどい琥こ珀はくの瞳と、剣を構かまえ油断なく立ちはだかる姿が、背の高い彼女を更に大きく見せた。剣けん幕まくに恐れをなし、妖霊達が悲鳴を上げながら退たい散さんする。
















　あっという間に広い庭園内から妖霊の姿が消え、扉も閉じられたのを見て、マルジャーナは初めて全身で大きく息をついた。倒れるように座り込むと、柔やわらかい腕に即そく座ざに抱きしめられる。ジャスミンは声を震わせた。

「よかった……！　マルジャーナ、あなたに何事もなくて……！」

　安あん堵どのあまり、ジャスミンは涙をこぼした。魔神と契約を交わしたジャスミンと違い、マルジャーナに悪霊を撥はね退のける力はない。鬼神ラーフと対峙しながら、このまま殺されるのではないかと気が気ではなかった。

　ジャスミンはせめてと、首から提さげていた護ご符ふをマルジャーナの首に掛ける。父である教主から譲ゆずり受けた、経きよう典てんの語ご句くを記した純じゆん金きんの札ふだだ。

「唯ゆい一いつ神しんカドルが汝なんじを護り賜たまわらんことを。マルジャーナ、あなただけでも逃げられるよう、なんとかしてみせます」

「いいえ、姫様。あなた様を残して、どうしておめおめ逃げ帰れましょうか。それにここは呪のろわれし悪霊の城。人の足では城から出ることも叶かなわないでしょう。生いき延のび、助けを待ちましょう」

　マルジャーナの言葉に、ジャスミンは潤うるんだ瞳で健けな気げに微笑ほほえんでみせた。

「私がああ言ったからには、ラーフは必ずお兄様を見つけ出すはず。なんとかお兄様に触ふれることのできるよう、案を考えましょう」

　ルーダイナを本来の姿に戻すことさえできれば、ラーフなどいかほどの敵ではない。

　宮殿からルーダイナが消えたあの日から、ジャスミンの瞳には涙しかなかった。久ひさ方かたぶりに親しみを込め「お兄様」と呼ぶのを聞き、マルジャーナは心密ひそかに、この出来事は吉きつ兆ちようではないかと感じた。

　人には見つけられなくとも、鬼神ならば彼を見つけることができるかもしれない──。

　白い頰ほおに落ちた涙を拭ぬぐってやり、ジャスミンの折れそうに細い身体を抱きしめた。

「必ずやルーダイナ様は来てくださいます。それまでは、私が命に代えてもお守りいたしますわ」

　ジャスミンは一番の友でもある侍じ女じよの腕の中でうなずいていたが、すぐに顔を上げる。

「きっとシャールカーンも来てくれるわ。他でもないあなたが攫さらわれたんですもの」

　無む邪じや気きな笑顔に、マルジャーナはうろたえ、視線を逸そらした。

「……いいえ、姫様。それはあってはならないことです」

　ジャスミンはマルジャーナの前髪をかきあげ、秀ひいでた額を露あらわにする。

　その褐かつ色しよくの肌には、白く斜ななめに走る引ひき攣つれた傷きず痕あとがあった。嫋たおやかな指でそっとそれをなぞると、ジャスミンは目を逸らしたマルジャーナを抱きしめる。

「きっと来るわ。だってシャールカーンはあなたを愛しているもの」

「……姫様……」

　困こん惑わくにうつむいたマルジャーナだったが、ふと何かの気配を感じ勢いよく振り返った。

「何者!?」

　とっさに剣を摑みジャスミンを背中に庇う。身み構がまえたが、背後の壁には深しん紅くの緞どん帳ちようがあるばかりだ。

　不思議な気配に緞帳をかき分けたマルジャーナは、中にあった物に肩の力を抜いた。

　緞帳の奥には更に小さな部屋があり、そこには一体の女性の石像が据すえられていたのだ。マルジャーナの後から入ってきたジャスミンは、ほう、とため息をつく。

「なんて、美しくて力強い石像……。何かと戦っているようだわ」

　ジャスミンは白い手で、凜り々りしい表情で天を仰あおぐ石像の頰に触れた。羽は衣ごろものような薄うす絹ぎぬを纏った豊かな胸と折れそうなほど細い腰、伸びやかな足先に至いたるまで、石の女は完全な美を兼かね備そなえている。

　何より目を惹ひいたのは、その背に生はえた大きな翼だった。今まさに飛び立とうとするかのように、羽ばたきの形に左右に広げられている。

　しばらく二人で石せき像ぞうを眺ながめていたが、ジャスミンはおもむろにマルジャーナの手を取り、花が咲くような笑顔を見せた。

「私達も戦いましょう？　弱気にならず、お兄様やシャールカーンが来てくれるときまで元気でいないと！」

「姫様……」

　懸けん命めいに気持ちを奮ふるい立たせてくれる主あるじに、マルジャーナは自分を恥はじて目を閉じる。

（そうだわ。今大切なのは自分のことではなくて、姫様を無事にルーダイナ様のもとへお返しすること──）

「──はい、姫様の仰おつしやる通りですわ。ルーダイナ様がいらっしゃるまでに、この城がどのようなものか調べておきましょう」

「ええ！　なんだか楽しくなってきたわ！」

　本気でわくわくしだした気配を感じ、マルジャーナは慌あわててジャスミンの好こう奇き心しんを抑おさえつけた。

「姫様、いつもの〝あれは何？〟は控ひかえてくださいませ！　ここは鬼神の城ですのよ!?」

「そう、鬼神の城なのよ!!」

　だからこそなのだ！　と言わんばかりの迫はく力りよくある笑顔で返され、マルジャーナは今後の苦労に眩暈めまいがした。

（ああ、ルーダイナ様……！　お早く……！）

　高貴の生まれであるジャスミンは、珍ちん奇きな出来事を非常に好む姫でもあった────。
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　旅は想像以上の困こん難なんを極きわめた。

　彼はまず、一人で着替えない。

「何をしている、早く俺の上じよう衣いを持ってこい」

「待っていたぞ、早く荷ほどきをして俺の新しいサンダルを出せ」

「水をもて。皿は俺の前に置け。……ああ、なかなかの味じゃないか。お前に飯めし炊たきの任にんを与えよう」

　食事の給きゆう仕じなど絶対しない。荷物は自分で開けない。少しでも離れている物は、自分のところまで持ってこさせる。

　極めつけが夜中に起こされたときの台詞せりふだった。

「ライラ、暑くて眠れん。俺が寝つくまで扇おうぎで煽あおげ」




「この我わが儘まま王子めーっ！　王子様だなんて言ってただの偉えらそうな子供じゃないのっ！　あの世間知らず！　悪霊にやられてしまえ！」

　……と、大声で言えたらどんなに楽だっただろう。

　実際には声に出せるはずもなく、心の中だけで叫さけんだライラは黙もく々もくと調理に使った鍋なべを荷に押し込んだ。

　旅が始まってすでに十日。

　アムルの村を出発してからいくつか町を越えたが、ライラとザインはもうシャールカーンの世話人のようなものだった。ザインは動かないシャールカーンをちゃんと叱しかってくれるが、我儘王子が言うことを聞いて仕事をしたことは一度もない。

（まったく、王子様として扱あつかうなって言ったのは自分の方なのに！）

　馬に括くくりつけた荷を確認し、ザインが馬に乗るのを待つ。

　踏ふみ台を出すのが面めん倒どうなので、最近は先に乗ったザインに引き上げてもらっているのだが、なぜか今日の彼は動こうとしなかった。

「ザイン？」

　休きゆう憩けいを取っていた広い平原には、さっさと馬を進めていくシャールカーンの姿がある。ザインは馬に手をかけたまま、しばらくそれを見つめていた。

「少し距きよ離りを空あけましょう」

「どうして？」

　確かに見失うことはないだろうが、常つねにない行動だ。ライラがきょとんとすると、ザインはにっこりと笑った。

「いえ、あなたが〝この我儘王子めーっ！　王子様だなんて言ってただの偉そうな子供じゃないのっ！〟という顔をしていたので気になって」

「すみません、失礼なこと考えてごめんなさいすみません！」

　平ひら謝あやまりしてしまった。旅の間は敬けい称しようをつけて呼ばないよう言われているので、ライラはザインのこともシャールカーンのことも呼び捨てにし、友人と話すようにしゃべることにしている。それでもやっぱり相手は王子様、しかも村の命めい運うんを握にぎっているのだ。

　怯おびえるライラに、やっと馬に跨またがったザインは優しく手を差し伸べた。

「いえ、その通りなのでいいんですよ。本当に申し訳ありません。シャールカーンには何度も言い聞かせているんですが、なかなか直らなくて。彼にとっては全て当たり前のことで、自然なことだからつい態度に出てしまうんでしょう」

「王子様ですものね」

　分からないわけじゃない。理解を示したライラに感謝し、ザインは馬を進める。

「あなたには本当に無理をさせていると思います。シャールカーンが荷物を盗とられさえしなければ、こんな野宿じゃなくてもう少し余よ裕ゆうのある旅ができたでしょうし」

「……そうね、荷物番を頼たのんだら即そつ行こうで盗ぬすまれたものね……」

　途と中ちゆう立ち寄った町で、ザインとライラが買い出しに行っている間の出来事だった。本人は「俺のせいじゃない！　男に道を聞かれて答えたら、もう荷物がなくなってたんだ！」と怒いかり心しん頭とうのご様子だったが、それは物取りの常じよう套とう手しゆ段だんだ。道を聞いた男もグルだろう。

　馬も荷物も食料も全て盗られ、現在ある物は新たに買ったものばかり。長い旅を考えると手痛い出しゆつ費ぴだ。

「これから根こん気きよく叱っていきますので、どうか長い目で見てあげてください。言いたいことは我が慢まんせず言ってくださいね？　シャールカーンに絶対手出しはさせませんから」

「ザイン……！」

　優しく気き遣づかう声に、ライラは感動のあまり言葉をなくした。

（なんていい人なのかしら……！）

　それでなくてもザインは馬の世話、夜の見張り、食料や水の確かく保ほ、果はてはライラが自じ主しゆ的てきにしている食事の用意や洗せん濯たくまで手伝ってくれているのだ。

　自分などより彼の方がよほど大変だろうと、ライラは首を横に振った。

「大丈夫よ。でもザイン、あなたシャールカーンに強気なのね」

「五歳違いですが乳ち兄きよう弟だいなんですよ。彼とは産まれたときから一緒にいて、私の母が亡なくなってからはシャールカーンの母上が私を育ててくださったので」

「どうりで！」

　兄のようなものかと、ライラはくすくす笑った。シャールカーンは勝気な少年だが、どこかザインに頭が上がらない雰ふん囲い気きがあったからだ。

　ライラが笑ったことに安堵したのか、ザインも微笑む。

「もう少し待ってあげてください。彼も本当は手伝わないといけないと分かっているし、やりたいんです。でもきっかけが摑めないからできないだけで」

「ザイン……！　あなた本当に優しい人なのね」

　理解のある言葉に、自分の怒りが恥ずかしくなるほどだ。

　心が洗われ、これからの頑がん張ばりを誓ちかったライラの耳に「ふがっ」といういびきのような声が聞こえた。ライラの腰帯に繫つながれたランプが身じろぎ、灯とう火か口ぐちがきょろきょろと動く。

「おお、なんと……猫撫で声が聞こえると思ったらザインではないか。どうしたのだ、そんなまるで優しい人のような話し方をして。熱でもあるのではないか？」

「…………起きたんですか、ルーダイナ。いつも通り惰だ眠みんを貪むさぼっていていいんですよ？」

「うぬぬ、まるで私がいつも怠なまけているような言い方を……！　ライラ、騙だまされてはならぬぞ？　ザインは優しいふりをしておるだけだ」

「まあ。何を言うの、ルーダイナ」

　こんなに心こころ清きよらかな男性に対して失礼すぎる。ライラが否定すると、ザインは柔らかに笑った。

「いいんですよ、ライラ。ところで腰にそんな物を提げていては邪じや魔までしょう？　今後ルーダイナは私が持っていてあげましょうか？」

「ぬおおおっ、ライラ、ライラ！　何かあってはいかんから、魔ま術じゆつ師しであるそなたが身に着けておいてくれ！」

「え、ええ、それはもちろんだけど」

　焦あせるルーダイナに訝いぶかりながら返事をすると、小さな舌した打うちが聞こえた。え、と目を上げたが、平原には笑顔のザインがいるだけで他には誰もいない。

　空そら耳みみかと首をひねったとき、前方のシャールカーンが大きく手を振った。

「お──い！　さっさと来い！」

　偉そうな声で呼ばれ、急いで近寄ればシャールカーンが不ふ機き嫌げんな顔で前を指差している。地図通りに行けば今夜にも町に入るはずだったが、先に見えてきたのは町ではなかった。

　近くまで馬を進めたザインは、困ったように鬱うつ蒼そうと茂しげった木立を見渡す。

「なんとまあ、町が一つ滅ほろびたようですね」

　持って来たのは比ひ較かく的てき新しい地図だったが、示す場所にあったのは青い木々に囲まれた、驚くほど広い墓ぼ地ちだったのだ。

　見渡せば遠くは小高い丘になっており、その先は見えない。周りは木々に囲まれているが、大地は黄色い砂に覆おおわれ、風に晒さらされた古い墓ぼ石せきが不ふ規き則そくに並んでいるだけだ。どれも聖せい地ちを向いているが、列も何も揃そろっていないため、荒れ果てた感が増している。

　ライラは鞍あん上じようから墓地を見渡し、その広大さに呆ぼう然ぜんとした。

「本当にここが町だったの？　どうしてお墓になったのかしら」

「さあな。疫えき病びようか悪霊に襲おそわれたか、はたまた新しい町ができて移り住んだか」

　シャールカーンは何でもないことのように言い、馬を降りる。

　新しい町に移住など、そんな陽気な理由にはとても見えない。倒された墓石や風ふう化かして崩くずれた墓石を見て、ライラは寒気がした。

「ねえ、戻りましょう。よくないわ。夜のお墓なんて」

　こんな墓所で夜を明かすなど論ろん外がいだと思うのだが、ザインは難むずかしい顔をする。

「ですが戻ったところで、今からでは平原での野宿になりますよ」

「へ、平原のほうがまだましだわ」

「それは……どうでしょうか」

　ここなら周りは木々だし、仮に夜や盗とうに襲われても隠かくれようがある。しかし平原で大人数に襲われればひとたまりもないだろう。

　ザインと同じことを考えたのか、シャールカーンはきっぱりと言った。

「今日はここで野宿だ。もう決めた」

　言うなり馬を引き、壊こわれた木の柵さくを越えて中に入っていく。あくまで反対したかったが、腰元を見下ろせばルーダイナにも「仕方あるまい」と言われ、やむをえず後に続いた。

　墓地の中央には墓はか守もりの小屋があったが、屋根は吹き飛び、壁かべも一方向だけを残して剝はがれ落おちている。もはや小屋というより四阿あずまやだ。

「一晩過すごすにはおあつらえ向きだ。さっさと入れ」

　シャールカーンに促うながされ座ったが、荒れ果てた墓地が目の前に広がり、なんともいえない光景である。

　水場もないため、干ほし肉にくと乾燥させた果物で質しつ素そな食事を済すませると、シャールカーンは胸を張った。

「今夜は俺が見張りをしてやろう」

「安心して眠れないんですが」

　間かん髪はつ容いれずにザインが答える。残念なことにライラも同じ意見だが、シャールカーンは真っ赤になってザインに指を突きつけた。

「お、お前が疲つかれてると思って、言ってやったのに！」

　よりによってこんな日の野宿で言い出さなくてもと思ったが、シャールカーンの気持ちも分かる。ザインはいつも夜通し見張ってくれていて、朝の早いライラが目覚めてから、出発まで少しだけ眠るというような生活をしていたのだ。疲れないわけがない。

　意外な気遣いを見せた王子を無む碍げにもできず、迷っているとルーダイナが声をあげた。

「では私も起きておこう。ザインとライラはゆっくり休むがいい」

　シャールカーンに譲る様子がないのを見ると、ザインはやれやれというように苦笑した。

「ではよろしくお願いします。不安は残りますがお言葉に甘あまえるとしましょう」

「一言多いぞ！」

　シャールカーンの悔くやしそうな声に笑いながら、ザインは焚たき火びを用意した。




　真夜中、自分が悲鳴を上げた気がしてライラは飛び起きた。

　実際に声は出ていなかったようだが、突とつ然ぜんすぎる覚かく醒せいに思考と身体が追いつかず、呼吸が乱みだれ肩が大きく上下する。

（ゆ、夢……？）

　唾つばを飲み込みながら辺りを見渡せば、青白い月に照らされた墓地は変わらず静かな姿を見せていた。見張り役のシャールカーンは眠ってしまっていたが、片かた膝ひざを立てたまま座って眠るザインも、動きを止めているルーダイナも皆ちゃんと側そばにいる。

　ほっとして、ライラは額に浮いた嫌いやな汗を拭った。

　どうやら悪夢でも見たらしい。ふと目を落とせば焚き火は小さくなり、細い煙けむりが上がっていた。

（大変、火が消えて……）

　慌てて火を熾おこそうと枯かれ木きを手にしたとき──。

　びくりと手が震え、ライラは弾はじかれたように立ち上がった。

（なに……!?）

　背筋に何かが走り、全身の毛が逆立つ。

　神しん経けいを研とぎ澄すまし辺りの音を拾ひろうが、耳が痛くなるほどの静せい寂じやくだ。周囲は木々で囲まれているのに、虫や動物はおろか、葉を揺ゆらす風の音すら聞こえない。

　まるで世界が静止してしまったかのような、不自然な静けさだった。

（なにかしら、これ……）

　何だか分からないが怖こわい。皮ひ膚ふが粟あわ立だち、ちりちりと不ふ快かいな空気が肌をなぞる。

　無視してしまいたいが、気分が悪くて仕方なかった。

　しばらく考え、ライラは悪霊を避さけるためにちゃんと火を熾し、眠るルーダイナを腰こし帯おびに繫いだ。皆の眠りを妨さまたげないよう、足音を忍しのばせ小屋の外に出る。

「どうした、ライラ」

　歩き出した途と端たん聞こえた声に飛び上がり、すぐに全身の力を抜いた。

「ルーダイナ！　起きてくれたのね」

「吊つるされれば嫌でも目覚めるぞ」

「あなたじゃ説得力が……。でもありがたいわ。ちょっと外が気になるからついてきて」

　せっかく起きてくれたのだから、寝ずの番はどうなったと突っ込むのはやめた。今のルーダイナには何の力もないが、話し相手がいるだけで心強い。

　そうしてルーダイナと共に歩き出したが、胸の鼓こ動どうは速くなるばかりだ。

（なにかしら……。すごく嫌な感じがする）

　生温く、まとわりつくような夜や気きに落ち着かないライラは、前方の墓場に人ひと影かげを見つけてビクッと足を止めた。

　思わず叫さけび声をあげようとして、寸すん前ぜんで飲み込む。

　比較的新しい墓石の前で、四人の男がうずくまっていたのだ。無む残ざんに倒された墓石と掘ほり起こされた土を見て、ライラは飛び込むように木の陰かげに隠かくれた。

（墓荒し……！）

　男達は一いつ心しん不ふ乱らんに墓の中の物を漁あさっている。

（どうしよう。二人を起こして捕つかまえたほうがいいかしら）

　危険だが、死者を穢けがす行為を黙だまって見過ごせない。だが、覗のぞき込んだライラにハッとしたルーダイナが叫んだ。

「逃にげろッ、ライラ!!」

「え？」

　四人の墓荒しがこちらを振り返ると同時に、ルーダイナの声が響ひびく。

「食グ屍ー鬼ルだ!!」

　向けられたその顔を見た瞬間、ライラは絶ぜつ叫きようした。

　毛むくじゃらのその顔は黒く、顔全体を覆うように巨大な口が開いていたのだ。深い穴のようなその口で咆ほう哮こうを上げ、食屍鬼達はライラという生せい者じやに向けてまっしぐらに迫せまってくる。ライラは悲鳴を上げ、踵きびすを返すと全力で走った。

（なに!?　あれは死体を食べていたの!?）

　食屍鬼達の動きは素早いわけではないが、いかんせん恐きよう怖ふで足が上う手まく動いてくれない。よろめき懸けん命めいに走ったが、木の根に足を取られ地面に転がる。

「あっ！」

「ライラッ！」

　ルーダイナの切せつ羽ぱ詰つまった叫び声に振り返ると、こちらに向けて圧のし掛かかろうとする食屍鬼が見えた。肉の溶とけた両腕を囲うように広げ、粘ねん液えきの滴したたる暗い口が大きく開かれる。

（もう駄だ目め！）

　観かん念ねんし、きつく目を閉じたときだった。

「逃げてください！」

　ライラの頭上を風が走った。驚いて見ると、それは光る刃やいばの一いつ閃せんだった。

　ぐしゃっと肉の潰つぶれる音と共に、目の前の食屍鬼の首が吹っ飛ぶ。地に落ちた首は見る間に溶け出し、首なしの胴どう体たいがゆらゆら揺れながら倒れ込んでくる。

「きゃああああっっ！」

　悲鳴を上げ飛とび退すさったライラの前に、半はん月げつ刀とうを構えたザインが立ちはだかった。

　ザインは怯む様子も見せず、追ってきた一匹の肩口に向けて半月刀を振り下ろす。真まっ二ぷたつに裂けた食屍鬼が地に伏ふす間もなく、返す刃で群がるもう一匹を倒すと、残りの一匹に向け長い足で回まわし蹴げりを食らわせた。蹴られて距離を置いた食屍鬼の首を、一刀のもとに刎はね飛とばす。

　あっという間に四匹の食屍鬼は大地に消え、逃げるのも忘れ見入ってしまったライラに向けてザインは後ろも見ずに叫んだ。

「早く!!」

「は、はいっ！」

　どこから現れたのか、墓の向こうからも二匹こっちへ向かってくる。ゆっくりと溶けた顔を廻めぐらせライラ達を見つけると、まるで歓かん喜きのような咆哮をあげた。

　のんびり見ている場合ではない。なんとか立ち上がったライラは、必死に小屋を目指す。

「ライラっ！」

　安堵の響きを湛たたえたシャールカーンの声に、ライラは絶叫で返した。なんとシャールカーンは三匹の食屍鬼を相手にしていたのだ。

「どうして逃げないの！」

「馬が食われるだろっ！　早くしろ！　呪じゆ文もんだ！」

「だから嫌だったのよ！」

　夜の墓所など来るものではない。ライラは肩掛けの袋を引きちぎる勢いで開き、魔術書を取り出した。事前に読んでおかなかったことが悔くやまれるが、誰がこんな事態を想像できただろうか。

　ライラを守るために前へ出たシャールカーンは、一匹ずつ確実に剣を振るっていく。そのまるで手本のような美しい剣捌さばきに、状況も忘れ感心してしまった。

（すごい……！　意外と強い！）

　ザインの実じつ戦せん慣れした剣技とは違うが、十六歳とは思えない身のこなしだ。シャールカーンの踏ふん張ばりに落ち着いたライラは、開いた頁を目で追い、両足をしっかり開いて大地に立った。

（まさか本当に使うことになるなんて……！）

　真まっ直すぐに、一匹の食屍鬼に向け手を翳かざす。

「唯一神カドルの名において！　地から生まれし悪霊よ、光のもとに去れ！」

　ライラの声に、食屍鬼の一匹がひとりでに発はつ火かした。白く輝く炎に包まれ、音もなく溶け去っていく。

「やった！」

　成功に思わず拳こぶしを握ったが、生者に誘さそわれた食屍鬼は後から後から湧き出てくる。ライラは続けざまに呪文を唱となえるが、シャールカーンはたまらず叫んだ。

「数が多すぎる！　ライラ、全体に掛けろ！」

「全体!?」

（大勢に掛ける呪文呪文！）

　震える手で頁を捲めくる。増え続ける食屍鬼に押され後こう退たいしながら、シャールカーンは悲鳴をあげた。

「早くしろ！」

「ちょっと待って！」

　攻こう撃げきの呪文なんて、生まれてこの方使ったことがないのだ。

「えーと、地からいでし悪霊の……あ、違った失敗！　えーと、群れなす……きゃっ！」

　肉にく片へんが頰を掠かすめて飛び散り、ライラは悲鳴をあげて身を竦すくめる。

「遅おそい！　呪文の詠えい唱しようだけでやられるぞ！」

「ちょっと黙っててっ!!」

　怒鳴り返した瞬間、一いつ切さい注意を払はらっていなかった背後から食屍鬼の腕が伸び、ライラとシャールカーンは凄すさまじい怪かい力りきで地に引きずり倒された。

「きゃああああっっ！」

「うわあああああっっ！」

　墓地に転がった二人は抱き合い悲鳴をあげる。だが、圧し掛かろうとした食屍鬼は体たい液えきを噴ふき上げてそのまま後ろに倒れ込み、代わりに聞きなれた力強い声が響いた。

「しっかり立ちなさい！　シャールカーン！」

　背後から現れたのは、追って来る食屍鬼を片づけ、駆かけつけたザインだった。

「ザイン！」

　シャールカーンとライラは、頼たよりになる援えん軍ぐんの登場に飛び起きた。ザインは二人の前に立つと、迫り来る食屍鬼を一手に引き受ける。

「体たい勢せい整えて！　訓練じゃない、死にますよ！」

　返事の代わりにシャールカーンの顔つきが変わった。剣を握りなおし、すぐさま立ち上がる。ルーダイナが蓋ふたを鳴らして叫んだ。

「ライラ、目を瞑つぶれ！　周りを忘れろ！」

　言われて、ライラはぎゅっと瞼まぶたを閉じた。

　ザインが次々と食屍鬼をなぎ払い、気力を取り戻したシャールカーンが、その隙すき間まを縫ぬって手を伸ばそうとするものを鋭く斬きり裂さいていく。

（落ち着いて！　大丈夫、攻撃は来ない！）

　思ったよりも強いシャールカーンと、驚くほど強いザインがいるのだ。必死で自分に言い聞かせ、心を静めた。

（集中！）

　食屍鬼達の叫び声を心から追い出し、ライラは息を吸すい込こんだ。

「唯一神カドルの名において！　地より生まれし命亡き者共よ、神の御み名なの真理まことによって、光のもとへ還かえれ！」

　すっと身体から魂たましいが飛び立つような浮ふ遊ゆう感かんに、ライラは思わず声をあげた。しっかり大地を踏んでいないと、身体ごと持っていかれそうだ。

　体中から何かが溢あふれ出し、高こう揚よう感かんに必死に耐たえた。




　真夜中の墓地に流星が降ふり注そそぐ。

　ライラの呪文詠唱が終わった刹せつ那な、ザインとシャールカーンは背後から大地を奔はしった光が、天に向かって噴き上がるのを見た。

（これは……！）

　一瞬にして広大な墓地全体を覆った白い光は、天上から滝のように流れ落ちる。

「おお……！」

　ルーダイナが畏い怖ふの叫びを上げ、ザインとシャールカーンは、あまりのことに剣を振るうことも忘れ呆然と空を見上げた。

　もう戦う必要はなかった。

　ライラの呪文によって現れた光は滔とう々とうと流れ続け、吞のみ込んだ食屍鬼達を細かな粒りゆう子しに変えていく。

　真昼のように清せい浄じような光は徐じよ々じよに淡あわくなり、やがてライラ以外の皆が見つめる中、墓場に立つ食屍鬼は一匹もいなくなった。




　辺りに水を打ったような静寂が訪れ、ライラはきつく瞑つむっていた目をおそるおそる開けた。

「……や、やった……の？」

　目の前には静かな墓地があるばかりで、ザインとシャールカーンが目を見開いて、ライラを見つめている。

「食屍鬼は消せたの？　大丈夫だった？」

　剣を下げ、放心したような二人にライラは聞き返したが答えがない。

　言葉の代わりに、シャールカーンの膝ひざががくんと落ちた。

「た、助かった……」

　そのまま尻しり餅もちをつき、座り込む。ザインも剣を鞘に収おさめ、全身で大きな息を吐いた。

「ありがとうございました、ライラ。お見事です」

　その一言で、ライラの目に涙が滲にじんだ。

「よ、よかったぁぁっ！」

　成功したのだ。安堵に崩れ落ちると、シャールカーンがその背を軽く叩たたいた。

「やるな、見直したぞ！」

「あなたもね。強いじゃない！」

　賞しよう賛さんの声にシャールカーンは照れたように笑う。

　だが、やがて深呼吸すると立ち上がり小屋へ入っていった。何事かと見ていると、すぐに墓用の鋤すきを手に戻ってくる。

「やるぞ。埋うめ戻してやるんだ」

　一言言い残し、ずんずん掘り返された墓に向かって行く。

　ライラは慌てて立ち上がりながら、細い、少年らしい背中を見つめた。

（シャールカーン……）

　シャールカーンは厭いとう様子もなく憐あわれな亡なき骸がらを墓穴に還かえすと、ザインと共に鋤で土を落としていく。

（王子様なのに……）

　シャールカーンは顔を背けて、見られないよう目元を拭った。

「死んだ後にこんな目に遭あうなんてな……」

　震える声に、ライラも土を落としながら慰なぐさめた。

「泣かないで」

「泣いてないぞ！」

「大丈夫よ。最後の審しん判ぱんの日に、この方はきっとあなたの徳とくによって綺き麗れいな身体を頂いただけるわ。カドル神はこの世に起こる、全てのことを知るお方だもの。今日のこともきっと見ていらっしゃるわ」

　ライラの言葉に、シャールカーンは土を落とす手を止める。そして、小さくうなずいた。

「……そうか……。そうなのかもな」

　そうだといいな、というつぶやく声にライラも微笑む。

　埋まい葬そうを終えたときには東の空は白しらんでいた。静かに明るくなる中で、三人とルーダイナは死者への祈き禱とうを捧ささげ、墓所を後にした。




　そうして再び平原に馬を走らせたが、ライラはふと背中に異い変へんを感じた。

（──熱い……？）

　馬に揺られながら、背後に意識を集中させてみる。気のせいではない。ザインと触れ合う背中が妙みように熱く、いつも以上に湿しめり気けを感じる。

　しばらく馬を進め、ようやく森を見つけたザインは安堵したように大きく息を吐いた。

「よかった。今日はここで野宿をしましょうか」

「なんでだ？　まだ夕ゆう刻こくでもないし、今日は次の町まで行く予定だったんだろ？」

　シャールカーンの疑問には答えず、先に鞍くらから下りたザインは馬を引いてさっさと森の中へ入っていく。

「待って、ザイン！　あなた……」

　熱があるんじゃ、とライラが手を伸ばしたそのとき、ぐらりと逞たくましい身体が傾かたむいた。

「ザイン!?」

　明らかに意識がない倒れ方に、ライラは驚いて鞍から滑すべり降りる。

「ザイン、どうした!?　しっかりしろ！」

　シャールカーンも馬を飛び降り、ライラはすぐさまザインの熱を測はかり脈みやく拍はくを取った。

（熱が高い……！　脈も異い様ように速いしすごい汗……！）

　今け朝さ、墓地を出るまで元気だった彼に何か異変が起きた。

　突然のことに硬こう直ちよくしたライラに、すぐさまルーダイナの声が飛んだ。

「ライラ、ザインの身体を調べるのだ！　食屍鬼に傷を負おわされたかもしれん！」

　我われに返ったライラより早く、シャールカーンが乱らん暴ぼうにザインから衣服を剝ぎ取る。

「あっ！」

　開いた胴どう衣いに血の跡あとがある。脇わき腹ばらに走った切り傷に、シャールカーンは激げつ昂こうして怒鳴った。

「なんで怪け我がしたって言わないんだ、お前はっ!?」

「シャールカーン、水を用意して！　早く！」

　怒おこるよりもまず治ち療りようと解げ毒どくだ。ライラは手早く腰元の袋を開き、持参してきた薬草を取り出す。

（よかった、ずっと手元に置いておいて！）

　他の荷物と一緒にしていたら、物取りに盗まれていたところだ。

「ライラよ、ガーザの葉と樟しよう脳のう、柘榴ざくろの種はあるか!?」

「はい！　よかった、合ってるのね……！」

　食屍鬼の毒など全く分からない。症しよう状じようから見当をつけた解毒剤とルーダイナの指示が一いつ致ちしたことにほっとし、手の震えが止まった。

　薬草を擦すって調合し、シャールカーンが半分以上こぼしながら運んできた水で濾こす。朦もう朧ろうとするザインになんとか飲ませると、やっと一息ついた。

「おい！　治なおるのか、これで!?　こいつ死なないのか!?」

　すぐに傷の治療に移ると側で喚わめかれ、思わず苛いら立だったライラは文もん句くを言おうと振り返る。

　が、すぐに言葉を吞み込んだ。

　シャールカーンが目に涙をため、こちらを懸命に見つめていたからだ。

「俺が悪かった……！　謝るからザインを助けてやってくれ！」

　必死の形ぎよう相そうで訴うつたえ、シャールカーンは乱暴に目元を拭う。

「ずっとお前に嫌な思いさせてるのは知ってたけど、俺だってどうしたらいいか分からないんだ！　作業を手伝うっても何やればいいか分からんし、食料探しても食えるもんが分からんし、お前の飯が美う味まいから俺が手出すのもおかしいし、荷物は解といたら結び方が分からんし！　分からんことだらけなんだ!!」

　言っているうちに感情が高ぶったのか、本格的に泣きはじめる。ライラはあ然としてしまったが、ルーダイナは堪こらえきれなくなったように吹き出した。

「シャールカーン、お主ぬしそんなことを考えておったのか！」

「おかしいかっ!?　仕方ないだろ!?」

　蓋を鳴らして笑うルーダイナに腹が立ったのか、シャールカーンは真っ赤になって怒る。

　墓場での印象が間違いではないと感じられ、ライラも我知らず口くち許もとを綻ほころばせた。

（やっぱり、本当はいい人なんだわ……）

　決して我儘で横暴なだけではない。

「ライラ、お前まで笑うのか!?」

「違うわ、あなたが優しい人だと分かって嬉うれしいだけよ」

　驚いて涙が引っ込んだのか、シャールカーンはぱちぱちと目を瞬まばたく。

　返す言葉も見つからないのか、しばらく黙ってライラを見ていたが、やがて猫のようにおずおずと側へ寄ってきた。

「……死なないか？」

「大丈夫よ。ルーダイナもいるし、ちゃんと毒は中ちゆう和わできると思うわ」

「よほどの深ふか手でか長期間放置せぬ限り、食屍鬼の毒では死なぬよ」

　ルーダイナが断だん言げんすると、シャールカーンは大きく安堵の息を吐く。だが、すぐに眉み間けんにしわを寄せた。

「……ザインのやつ、絶対自分で大丈夫だって判はん断だんしたんだ。傷も深くないし」

「そうね、毒だって分からなかったんじゃないかしら」

「違う。毒だって知ってたけど、死ぬほどじゃないから黙ってたんだ」

「……」

　それが事実かどうか分からないが、やけに確かく信しん的てきな口く調ちようだった。

（産まれたときから一緒にいるって言っていたものね）

　ザインがシャールカーンを理解しているように、シャールカーンもザインを理解しているのだろう。

　血で引き攣つれた傷口を洗せん浄じようし、軟なん膏こうと布で覆う。一通り治療を済ませると、ライラはずっと側にいたシャールカーンに微笑んだ。

「しばらくは動けないでしょうから、ゆっくり休みましょう。私がザインを看みておくから」

「俺もみる……」

「ありがとう。でも一人で充分よ。何度か薬を飲ませないといけないし、あなたも疲れたでしょう？」

　ライラは村でも質素な生活をしていたが、王子であるシャールカーンの生活は激げき変へんしたはずだ。男女の体力の違いはあっても、精神的な疲ひ労ろうはライラの方が軽いかもしれない。

「ここまでかなり急いできたんだから、今のうちにゆっくり寝ておきましょう。大丈夫よ、何かあったらザインもあなたも叩き起こすから」

　毒だの負ふ傷しようだの疲れだのは、命あってのものだ。当然のように言うと、シャールカーンはやっと表情を緩ゆるめた。

「分かった。疲れたら言えよ？　交代するから」

「ありがとう！」

　シャールカーンは素す直なおに寝ね袋ぶくろに入る。ライラが腰元を見下ろすとルーダイナが灯火口をこちらに向けており、二人はどちらからともなく笑い合った。
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　目が覚めたときは真っ暗だった。

（──────夜……か？）

　一瞬失しつ明めいしたのかと肝きもを冷やしたが、すぐに目が慣れてきてザインは全身の力を抜く。

　と、すぐ側から声が聞こえた。

「よかった、目が覚めたのね！」

　周りに配はい慮りよしてか小さな声だが、喜びに満ちた明るい声こわ音ねだ。

　見れば、黒髪の少女がほっとした顔でザインを覗き込んでいる。

（……ライラ……？）

　妙に頭が重く、ザインはゆっくりと身を起こした。

「ライラ、ここは……」

「あ、まだ寝ていた方がいいわ。毒は抜けたけど、身体がしんどいでしょう？」

「いえ、大丈夫です」

　隣となりには眠っているのか静かなルーダイナ、そしてその向こうには寝袋にくるまるシャールカーンがいる。

　やっと記き憶おくと思考力が戻り、自分の身体を見下ろせば、適てき当とうに止し血けつしておいた脇腹の傷が綺麗に治療されていた。

「……あなたが手当てしてくれたんですか？」

「ええ。ルーダイナが食グ屍ー鬼ルの傷のことを教えてくれて。もう、もっと早くに言ってちょうだい。毒だったのよ？　完全に回っていたら、あなた死んでいたかもしれないんだから」

　本人は精せい一いつ杯ぱい厳しくしているつもりなのだろうが、非常に優しい表か情おと声で言われ、ザインはつい反射的に頭を下げてしまった。

「すみません。現実問題あの場で私が動けなくなると墓場に留とどまるか平原の野宿になると思ったので、もう少し進んでから言った方がいいかと。先に言ってしまうと動くなと言われてしまうでしょうから」

「う……っ」

　反はん論ろんできないらしい。可か愛わいらしくへこまれ、ザインは妙に微笑ましい気持ちになってしまった。

「私が倒れてから何日経たちましたか？」

「まだ二日よ。さあ、ちゃんと寝て……」

「あ────────っ!!　ザイン、お前目が覚めたのか！」

　突然響いた大声に、ライラの身体がびくんっと跳はねる。声の主など見なくても分かるため、いい反応をするライラに注目していたら思いっきり頭を叩かれた。

「目が覚めたのかって聞いてるだろ!?　なんで俺を無む視しするんだよっ！」

　乱暴な注意の引き方に不本意ながら顔を上げれば、シャールカーンが怒りの形相で腕を組んでいる。

「うるさいですよ、声が大きくてライラがびっくりしているじゃないですか」

「全力でお前だな！　俺の心配を返……って心配なんかしてないけどな！」

　赤くなってそっぽを向く主しゆ君くんに、ザインははにかむように笑った。

「まさか。あれだけ泣いてくださったんですから、よく分かっていますよ」

「な!?　お前あのとき意識が……!?」

「ないに決まってるじゃないですか、なんとまぁ本当に泣いてくださっていたとは」

「お前はああああ────────っ!!」

　あっさり誘ゆう導どうに引っかかるのがこの主あるじのいいところだ。

　と、シャールカーンの叫びに目が覚めたのか、草の上でルーダイナが身じろいだ。「おお！」と声を上げたルーダイナに、ザインはすかさず微笑む。

「目が覚めたんですね、ルーダイナ」

「うぬぬ、私がお主に言おうとした言葉を……！　まあいつも通りなようで何よりだが、あまり皆を心配させてはならぬぞ？」

　年長者から説教されては仕方がない。ザインは素直に頭を下げた。

「すみません、迷めい惑わくをかけました」

　見上げれば、木々の隙間から見える空は白んでいる。ザインの謝罪に満足したのか、シャールカーンは満面の笑みで拳を握った。

「よし、今日は朝から出発できるな！」

「まだですよ」

「そうよ、シャールカーン。ザインはまだ身体が」

「私じゃありません。ライラ、あなたを寝かせてからです」

　この期ごに及およんで他人のことを言うライラを諭さとせば、単純なシャールカーンも気づいたらしい。

「だな。お前、全然寝てないもんな」

（やはりそうか）

　予想通りだ。毒を受けた人間の看かん病びようなど、シャールカーンにはできない。短時間なら眠っただろうが、二日間自分を看続けていたことになる。

「でも、先を急がないと……」

「そなたが倒れては元も子もない。ザインのためにも、今日はここに留まる方がよいぞ」

「一日でいいですからここにいましょう。私ももう少し休みたいですし」

　どうせライラにだけ休めと言っても躊ちゆう躇ちよするに違いない。ルーダイナと一緒になって説き伏せれば、ライラは案あんの定じよう「分かったわ」と納なつ得とくしてくれた。




　ザインが目を覚ましたことによほど安堵したのか、ライラは食事を用意するやいなや意識を失うしなうように眠ってしまった。

　食事を終えたザインは、寄りかかってきたライラを抱きかかえ、胡坐あぐらをかいた膝の上に横たえる。細い背を抱き寄せ、自身の胸にもたれさせた。

　腕の中に囲うように抱けば、シャールカーンがうんざりと抗こう議ぎの声を上げる。

「普通に寝かせてやれよ……」

「起きたときどんな反応をするかと思って」
















「普っ通に寝かせろっ！」

「声が大きいですよ、ライラが起きてしまっては可か哀わい想そうでしょう？」

　シーッと人差し指を唇くちびるに当てると、シャールカーンは恐おそれ慄おののいたように仰のけ反ぞった。

「お、お前の口からそんな台詞が出るとは……っ！」

「失礼ですね、ライラが〝優しい〟と褒ほめてくれるこの私に向かって」

　ザインはまたしても眠りこけているルーダイナを摑み、シャールカーンに手渡す。

「水を汲くんできてもらえますか？　あなた一人では危険ですからルーダイナを連れて」

「心配してるふりして厄やつ介かい払ばらいをするなっ」

　シャールカーンが犬けん歯しを剝くと、ザインは信じられないものを見るように目を見開いた。

「どうして分かったんですか。驚きましたよ、あなたが裏を読むなんて」

「お前と長年つきあってりゃ嫌でもこうなるんだよ！」

　シャールカーンは不ふ遜そんな従じゆう者しやを叱り、両の拳を強く握った。

「ザイン、お前、め────────────────────っ……っっっ」

　ぐっと極きよく限げんまで力をため、カッと目を見開いた。

「──────────っっちゃくちゃライラのこと気に入ってるだろ!?」

「気に入ってますね」

　非ひ難なんめいた主の視線に微笑み返し、腕の中で眠る少女の黒髪に触れる。

「だって可愛いじゃないですか。初めて会ったときなんて怯えて泣いてたんですよ？　それを見たときにあー可愛いなぁと思って」

「お、お前は最低だ……」

「失礼な。別にそれで気に入ったわけじゃありません。びっくりするほど裏表がないし、ルーダイナを持っていこうとした私を止めた理由が気に入ったんです。だって〝バスラムに連れて行ってあげると約束したから〟ですよ？」

　ザインはおかしくてたまらなくなり、声を上げて笑った。

「馬鹿みたいじゃないですか！　自分の命が懸かっているときにそんなことを言うなんて！」

　驚愕のあまり、拘こう束そくする手が緩んでしまった。この少女が世界一力のある魔術師の封ふうじを解いた、という驚きはその後に来た。

「怖い男がランプを持っていこうとしているんですよ？　理由がそんなことなら黙って渡せばいいものを。私が同じ状況に置かれれば絶対に手なんて出しませんね。しかもライラ以上の魔術師が現れたらすぐに交代する、なんて話を簡単に信じて！　冷静に考えて現れるわけないじゃないですか、そんな人物」

「……やっぱりお前、それが分かってて提てい案あんしたんだよな」

　人から単純だといわれるシャールカーンですら気づいていた。しかしライラを連れん行こうするため、成なり行ゆきをザインに任まかせたのだ。

　ザインとシャールカーンは、ルーダイナを封じた魔術師をよく知っている。どれだけ力があり、どれだけ封印が完かん璧ぺきかを知っている。

　それを解いたのだから、ライラ以上の魔術師など現れないと断言できるのだ。仮にいたとしてもそう簡単に巡めぐり会あえたりしないだろう。ザイン達にとって、あの場でライラを捕まえておくことは何より大事だったのだ。

「自分がどれだけすごい魔術師か全く分かっていない。それと女性に弱みを握られて強ゆ請すられなかったのは初めてです。倒れるときにああ人前だから面倒なことになるなーと思ったんですけど、あなたとライラが相手で助かりました」

「毒で倒れながらそんな悠ゆう長ちようなことを考えていたのか、お前は……」

　もう立ち上がる気力もなくて、シャールカーンはがっくりと両手をつく。涙目でいたいけな生いけ贄にえに目を向けた。

「ライラが可哀想だから放してやれよ……。お前の相手をするには善ぜん良りようすぎる……」

「いいじゃないですか、もう少し遊ばせてください。せっかく私もあなたも自由の身になったんですから」

　静まった森に、焚き火の爆はぜる小さな音が響く。

　もうすぐ朝が訪れるというのに辺りの闇やみが濃こくなった気がして、シャールカーンはおもむろに立ち上がった。

「──水汲んでくる。ライラに手、出すなよ？」

「今は善ぜん人にんぶって好こう意いを抱いだいてもらうことに重点置いてますから、何もしませんよ」

「お前は本当に最低だっ！」

「はい、ルーダイナ連れて。これは本当にあなたの身の安全のためですから」

「だったらお前が行けよ！」

「ライラが膝の上にいるので動けません。ほら、早く行って来なさい」

「ったく！」

　舌打ちしながら背を向けたシャールカーンを見送り、ザインはすっと笑顔を消した。

（……言うんじゃなかったか）

　明らかな失しつ言げんだった。

　エルサムを出しゆつ奔ぽんすることにザインは納得しているが、シャールカーンはそうではないのかもしれない。

「……どうするべきなんでしょうね、私達は」

　語りかけ、滑なめらかな黒髪に触れるとライラの瞼が震えた。

「ん……」

　可愛らしい声が聞こえ、黒い瞳がぼんやりとザインを見上げる。

　これはうたた寝ではなく目覚めるだろうと判断し、ザインは素早く笑顔に切り替え、申し訳なさそうにささやいた。

「すみません、起こしてしまいましたか？」

「……………………え……？　え、ええっ!?」

　予測通り、ザインの腕の中にいると知ってぎょっとしている。いい反応をくれた少女に、ザインは自分達の話を聞くために寝たふりをしていたわけではないと確信した。

「あなたがもたれかかってきたので、倒れてはいけないと思って」

　いや、そのまま倒すのが一番だろうと誰もが思うはずだが、うろたえていたライラはハッとした顔をする。

「ごめんなさい、あなたの方が寝てないといけないのに……！」

「いいんですよ」

　答える声がうっかり笑いで震えた。腕から抜け出せないように、自然に力を込めてみる。

　ライラは離れようともがき、やっと動けないことに気づいたらしい。

（焦ってるな。あ、あれ、出られないって顔をしている）

「あの、ザイン……」

「疲れていたんでしょう。あなたには無理ばかりさせていますからね。シャールカーンに水を汲みに行かせていますから、もう少し眠っていなさい」

　この体勢のままでどうぞ！　と笑顔で暗あんに重じゆう圧あつを掛ければ、見る見るうちに黒い瞳が困惑と羞しゆう恥ちに揺れ、頰が染まる。おずおずと視線を上げ、ザインの笑顔にぶつかると慌てて逸らす。

　耐えきれなくなったようにうつむかれ、ザインはぐっと息を吞んだ。

「ライラ……！」

「やっぱり手ぇ出してんじゃね────か──────っ!!」

　体勢を変えようとした途端、背中に蹴りが入り、我に返った。

　首だけで振り返れば、荒い息のシャールカーンが真っ赤な顔をしている。

「おいこら、ザイン！　お前なっ!!」

「……予想外に早いお帰りでしたね」

「皮かわ袋ぶくろを忘れたから戻ってきたんだよ!!」

「それは計算外だ」

　主君の間ま抜ぬけ具合に邪魔されてしまった。残念なような助かったような。

（まあ、確かにもう少し待つべきか……）

　自分は嫌きらわれてはいない。ライラの反応を見る限り、これには自信がある。それならもっと好きにさせて、確実に恋に落ちてもらった方が面おも白しろい。

　どさくさに紛まぎれて逃げようとした細い身体を素直に放してやると、小うるさいランプがぴょんぴょん跳ねてきた。

「ぬおおおっ、ライラ、無事か!?　だから私を離すなといったのに！」

「？　まだ出発してないわよ？　一緒にいるじゃない」

「ライラ、水を汲みに行くぞ！　ついてこい！　ザイン、お前は留る守す番ばんだ！」

「え、えええ!?　どうしたの、急に!?」

　強引にシャールカーンに引きずられていったライラを見送り、ぽつんと一人残されたザインは目を瞬く。

「……ぶっ」

　だがすぐに吹き出した。止まらなくなって大だい爆ばく笑しようする。

　こんなに心から笑ったのは、実に十数年ぶりだった。
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　森を抜けると、草原だった大地は徐じよ々じよに砂に変わっていった。

　目指すシルワンは大陸の北西に位置し、〝果はての砂さ漠ばく〟に一番近い町だ。別名「太陽の沈しずむ国」と呼ばれ、そこより先は灼しやく熱ねつの大だい砂さ海かいが続く。シルワンより先に進んだ者は帰ってこず、西から入る者もいない。まさしく世界の終わりなのだ。

　三人は進路を北西に取り、ひたすらに進んだ。町を二つ過すぎたあたりから、道は完全な砂漠に入っている。

　砂漠での旅は、オアシスの経けい由ゆが絶対条件だ。そのため、町を訪れるたびにこれでもかというほど情報を集めたが、三人にとっては未み知ちの領りよう域いきのため、見つけられずに砂漠で夜を明かすこともあった。ライラの体力の消しよう耗もうは激はげしかったが、砂漠の王国で育ったシャールカーンとザインが様々な対たい処しよに長たけていたことがせめてもの救いだ。

　一面太陽を反はん射しやする熱ねつ砂さに、ライラは大面衣イザールを深く被かぶったままうなだれた。もうため息をつく気力もない。

「水飲みますか？　もう少しですからね」

　心配そうな声と共に渡された筒つつを、だがライラは首を振って制せいした。飲んでしまえば余よ計けいに辛つらくなる。

「大丈夫よ。ごめんね、暑いでしょうに」

　ライラを抱だいて乗っているのだ。ザインの疲ひ労ろうも並ではないだろう。

（まだ果ての砂漠にすら入っていないんだから。迷めい惑わくはかけられないわ）

　朦もう朧ろうとする意識を叱しつ咤たし背筋を伸ばしたが、ザインは筒の蓋ふたを開けた。

「気を使わなくてもいいんですよ。昨日オアシスで一緒だった隊商カラヴアンから聞いたでしょう。この速度なら夜にはシルワンに着けます。あなたが倒れてしまっては大変ですから飲んでください」

「でも……」

「ね？」

　蓋を開けた筒を唇くちびるに当てられ、悪いと思ったが喉のどの渇かわきに負けて受け取ってしまった。唇をつけて飲み込むと、喉を流れ、胃まで落ちていくのが感じられる。ザインはライラの汗と砂で張りついた髪を、指で首くび筋すじに流してくれた。

「その筒の分は全部飲んでも大丈夫ですよ」

「ありがとう。ザインは？」

「私は結けつ構こうですよ。あなたに飲んでもらうほうがいいですから」

「でも私ばっかりじゃ……」

「あなたのほうが大事です。遠えん慮りよしないで」

「おい……」

　ふいに前方から声を掛かけられ、ライラとザインは顔を上げた。見れば馬を止めたシャールカーンがうんざりした顔をしている。

「どうかしましたか、シャールカーン？」

　笑顔のザインに、シャールカーンは汗の流れる額ひたいを拭ぬぐうこともせず眉まゆを吊つり上あげた。

「暑い！　暑っ苦しい！」

「ご、ごめん。シャールカーンも飲むわよね」

「違う！　いらん！」

　自分一人いい思いをしてしまったと筒を差し出したが、シャールカーンはさっさと馬を進めてしまう。わけが分からずザインを見上げたが、笑顔で返された。

「いらないそうです。全部飲んでくださいね」




　ザインの言う通り、夜が来る前に三人は町の明かりを確認した。

　すでに陽ひは落ち、辺あたりは薄うす暗ぐらくなっている。その砂漠の遙はるか彼方かなたに、シルワンは明かりを灯ともした燭しよく台だいのように輝かがやいていた。町に近づくにつれすれ違う駱らく駝だや隊商も多くなり、三人の足取りは否いやが応おうにも速まる。

　やっと辿たどり着いた町は、ライラ達のように砂漠を越えてきた旅人で賑にぎわっていた。

　この世の果てといわれる割には、明るく華はなやかな町だ。堅けん固ごな城じよう壁へきに囲まれた内部には隊カ商ー宿ンが立ち並び、立りつ派ぱな寺院マスジツトもある。

（なんて大きな町……）

　大面衣の中から活かつ気きのある町を眺ながめ、ライラは鞍くらから降りた。ザインは馬を引きながら歩き出す。

「ここには、魔ジ神ンの城での一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらって来る輩やからが後を絶たちませんからね。冒険者といえば聞こえはいいですが、ろくな者ではありません」

　後のほうは声を潜ひそめた。ライラも辺りを見回したが、言われてみれば屈くつ強きような男や、目めの利ききそうな商人が多い。

「とりあえず宿を取りましょう。果ての砂漠を越える手しゆ段だんを見つけないといけませんしね」

　三人は町で一番大きな隊商宿「帝てい王おう館かん」に入った。

「ライラ、一部屋しか取れないそうなんですけど構かまいませんか？」

　申し訳なさそうに言われ、ライラはきょとんとした。

「いいわよ？　どうして」

「いえ、あなたは女性ですし、どうかと思いまして……」

「やあね、今いま更さらじゃない」

　ライラは笑ってしまった。散さん々ざん野宿し、砂漠では身を寄せ合って眠ったりしていたのだ。

「……まあ、そうなんですが。分かりました、では同じ部屋で」

　少し納なつ得とくいかないような顔だったが、ザインはうなずいた。




　隊商宿に食堂はない。まずは浴場ハンマームで旅の汚よごれを落とすと、三人は揃そろって市場スークの屋台に出向いた。中央に卓たく布ふが敷しかれた広い一角があり、その周りを様々な屋台が取り囲んでいる。

　風ふ呂ろ上あがりに少しだけ睡すい眠みんを取ったライラだったが、珍めずらしい食材が所ところ狭せましと並ぶ様子に、俄が然ぜん元気が出てきた。

「わあ、これは何かしら！　おいしそう。こんなに大きなお肉見たことないわ」

　肉にく汁じゆうを落として焼き上がった豪ごう快かいな串くし焼やきに見入ると、店主がいそいそと出てきた。

「これは西の砂漠にしかいないケラフって獣けものの肉だよ。そっちの野菜も西の特産。辛からいぞ」

「すごく綺き麗れい！　これが食べ物だなんて」

　光る紅こう玉ぎよくのような野菜に感心していると、隣となりの男がライラの盆ぼんに雛ひな鳥どりの丸焼きをどんと載のせる。

「姉ちゃん、これも美う味まいぞ！　こっちのケラフとアーモンドの包み焼きもだ！」

「わあ、おいしそう！」

「おい、珍しい野菜だったらこっちもあるぞ！」

　いつの間にか囲まれていた。西の人間は旅人をもてなすのが好きなのか、ライラが他国から来たと分かるや否いなや、わらわらと集まってくる。

「姉ちゃんどっから来たんだ？」

　男達は皆大おお柄がらだが、不思議と怖こわい感じはしない。ライラは形式通り挨あい拶さつをした。

「皆様の上に平安と神の祝福がありますように。私はバスラム地方から来ました」

　一同は挨拶を返すと、遙はるか東の地名に仰ぎよう天てんする。

「バスラム！　なんだって女の身でそんなに遠くから」

「果ての砂漠を越えて、カフ山に行きたくて」

「なんだってっ？」

「お嬢じようちゃん、一人で来たのかい？」

「いえ、一人じゃ……」

「ライラ、どうしたんですか？」

　男達の囲みを割って入ってきたザインは、焦あせったようにライラの腕うでを取った。男達は、急に現れた好こう男だん子しをしげしげと見つめる。

「なんだ、姉ちゃんの旦だん那なか？」

「ちがっ……！」

「ええ、そうですよ。私の妻に何か御ご用ようですか？」

　ザインに素早く目で制され、ライラは慌あわてて口をつぐんだ。未み婚こんの娘むすめが夜の街に出るのは危ない。ザインは危険のないよう配はい慮りよしてくれたのだ。

「いや、あんたの奥さんがカフ山に行きたいって言うから、注意してやろうと思って」

「注意？」

　ザインは束つかの間ま黙だまったが、すぐに笑顔を作った。

「よろしければ私達の席においでください。ご馳ち走そうしましょう。弟もあなた方の話を聞きたがるでしょうから」

　男達を引き連れて戻ると、シャールカーンはあからさまに眉を寄せたが、何も言わなかった。ザインは一同に酒を振ふる舞まう。

「人を助けに行きたいのですよ。そこで果ての砂漠を渡る方法がシルワンにあると聞いて」

「ああ、マアファズのことか」

　杯はいを傾かたむけた男の言葉に、ライラとシャールカーンは目め配くばせを交かわした。ザインは空あいた杯に酒を注そそぐのを忘れない。

「マアファズとは？」

「魔ま術じゆつ師しさ。綺麗な女のな。この町から三日ほど行った、砂漠の入り口の村にいる。おーい、誰かトゥーマ呼んで来い」

　片手を挙げた男に呼ばれ、やがて人ごみの中から現れたのは熊くまのような大男だった。縦たてにも横にも大きい男は、顔半分を覆おおう髭ひげの奥から三人を見下ろす。

「平安御おん身みの上にあれ！　あんたらかい、カフ山に行くってのは？」

「あなた様の上にも平安と神の祝福がありますように。どうぞこちらへ。是ぜ非ひお話を伺うかがいたいと思いまして」

　ザインは立ち上がりトゥーマを迎むかえた。トゥーマは毛むくじゃらの手で杯を受け取ると、高く掲かかげ一気に飲み干ほす。

　喉を鳴らして飲む姿を、シャールカーンとライラは呆あつ気けに取られて見ていた。トゥーマは縮ちぢこまっている二人に目をやると、髭の奥で笑う。

「やあ、美味い。ありがとな。可か愛わいらしい奥さんと弟だ。連れて行くのはやめにしておけ」

　切り捨てるような速さに、ザインは怯ひるまず笑顔を見せた。

「妻のライラと弟のシャールカーンです。私はザインと申します。カフ山に行き着く手段を伺いたくて。先ほど皆様から少しだけ聞いたのですが」

「商人組合用よう心じん棒ぼうのトゥーマだ。聞いたのは砂漠の村の魔術師のことか」

「ええ。マアファズという方です」

「やめとけ。無事にカフ山に辿りついた奴やつなんていない。マアファズは砂漠の案内を商売にしている奴だが、最後まで案内してくれるわけじゃないぞ」

「詳くわしいですね」

　トゥーマは難むずかしい顔で口を閉ざした。一口酒を飲む。

「俺も昔行ったからな。魔神の城目当てに。案あんの定じよう砂漠の狼おおかみに襲おそわれた俺達を、あいつは置いて帰りやがった。命からがら帰ってきた俺は、それ以来シルワンに止とどまってマアファズを訪ねる奴らに警けい告こくしてる。まあ、言うこと聞く奴ぁ一人もいないがな。どうせお前らも行くんだろう？」

「ええ、まあ。で、置いていかれて、そのマアファズという人に抗こう議ぎしたのですか？」

「したさ。殺すつもりで行ったが相手は魔術師だ。簡単にのされた。だがな、確かにあいつは噓うそは言ってねぇ。案内は途中までだと事前に言われてたんだからな」

　全面的に頼たよることはできなそうだ。ちらりとシャールカーンを見たが、唇を引き結んだまま何かを考え込んでいる。

　沈ちん黙もくが落ち、ライラは遠慮がちに声を上げた。

「あの、それでもお願いしたいものなんですか……？　危険があれば放り出されるのに」

　不思議でならなかったが、これにはトゥーマだけでなくザインも肯こう定ていした。

「彼女が案内してくれる間は道に迷う心配がなくなります。砂漠に同行してくれるなら、噓の案内は絶対にされない。彼女自身の命にもかかわりますから」

「旦那の言う通りだ。魔術師じゃなくても、オアシスへの案内人としての価値がある。それがたった二、三日の行こう程ていでもな」

　刻一刻と風によって姿を変える砂漠で、水場オアシスを知る者の存在がどれだけ助けになるか。マアファズがいるだけで道が確実になり、旅人の生せい存ぞん率りつが上がるのだ。

「……いつ頃だったか。おそらく六、七年前頃にふらっと現れて砂漠の村に住みだした女だ。金を受け取っては果ての砂漠に乗り込んでくる旅人を相手に案内をしている。だが、その素す性じようは誰も何も知らねぇ。正気が残っているのならここで思いとどまれ」

「俺は行くぞ。絶対助けるんだ」

　突然、シャールカーンが声を上げた。トゥーマの視線を真っ向から受け止める。

「どんな女だってかまわない。カフ山へ少しでも進みたいんだ」

「シャールカーン……」

　真しん摯しな瞳ひとみと決意に、ライラは言葉をなくした。

　しばらく誰も口を開かなかったが、トゥーマはため息をつくと一気に杯を干す。

「……人助けか。なら運命が味方してくれるかもな。カドル神の加か護ごを祈いのる」

　トゥーマと男達が去ると、シャールカーンは残りの料理をガツガツと食べ始めた。

「とりあえず、砂漠の村だ。マアファズって女に会うぞ」

　ライラとザインもうなずいた。とにかく、会ってみないことには始まらないのだ。




　翌日、朝早いうちに荷物を揃え、馬も駱駝に買かい換かえると三人は砂漠の村を目指した。

　シルワンを出て更に三日。駱駝に乗って着いた先にあったのは、砂漠に埋うもれそうな小さな村だった。頑がん丈じような石造りの民家がたったの十ほど。柵さくに囲まれ、馬が二頭いるだけだ。

　村の前で駱駝を降りた三人に、ルーダイナは厳しい声で言った。

「今から私はただのランプになる。皆、私のことは一言も言わないでくれ」

　三人は顔を見合わせた。今まで特に何も考えず人前ではそうしてきたつもりだが、念ねんを押すような言い方だ。

「分かったわ」

　ライラが答えると、それっきり返答はなくなった。

　籠かごを編んでいた子供にマアファズのことを尋たずねると、すぐに一番西の民家を指さされた。

　外はがっしりと石を組んだ壁かべ、扉とびらは鮮あざやかな赤に塗ぬられた木だったが、どちらも砂にまみれ変色している。乾いた木の扉叩たたきを鳴らすと、すぐに戸が開いた。

　中から現れたのは、薄うすい赤の面紗ヴエールで顔を覆った若い女性だった。目的など分かっているのだろう、驚おどろく素そ振ぶりもない女性にザインは丁てい寧ねいに頭を下げる。

「あなた様の上に平安がありますように。突とつ然ぜんの訪問、恐れ入ります。あなたがマアファズ様でしょうか」

「またあなた様の上にも平安と神の祝福がありますように。ええ、私がマアファズですわ。旅の方々、さあどうぞ中へ」

　互いに挨拶を済ますと、マアファズは三人を中に招まねき入れた。

　室内は薬草だらけで、色んなものの混まじった匂においが立ち込めている。ライラと同じ薬くす師しのような生活をしているらしく、懐なつかしくなって部屋を見渡してしまった。

「こちらへどうぞ」

　促うながされるまま絨じゆう毯たんの上に腰を下ろせば、マアファズが慣れた手つきで茶を用意してくれる。シルワンで聞いた通り、美しい女性だった。年は三十を越していそうだが切れ長の目と小さな唇は上品で、一見した限りでは、いかがわしい商売をするような怪あやしさはない。

　お茶をご馳ち走そうになり、同行を願い出た三人にマアファズは確認するように言った。

「果ての砂漠は想像を絶ぜつする広さです。私がご案内できるのはほんの少しだけ。それでもよろしいかしら？」

「構わない。頼む」

　答えたのはシャールカーンだった。決意を読み取ってか、マアファズはうなずく。

「ではご案内いたしますわ。ですがもう一組同行を願う方々がおりますの。明日にはその方達がこの村に着く予定ですので、今日はこちらでお休みくださいな」

　泊まっていきなさい、というマアファズの申し出を丁てい重ちように断ことわり、三人は村に一つだけある宿屋に泊まった。

「一応用意はしてきたけど、足たりるかしら……」

　砂漠の中では足りないものを補ほ充じゆうすることもできない。ここからは先の見えない旅だ。シルワンでは買えるだけの保ほ存ぞん食しよくと、皮かわ袋ぶくろでは干ひ上あがってしまうため三十個の水みず壺つぼを買っておいた。更に砂漠用の駱駝をもう三頭。これは食料と荷物を積むためだ。

　宿屋の一室で荷物を検けん分ぶんしていると、おもむろにルーダイナが言った。

「ライラよ、そなたはここまででいい」

「え？」

　一瞬、何を言われたのか分からなかった。

　目を見開いたライラに、ルーダイナは言い聞かせるように繰くり返かえす。

「この先は私とこの二人で行く。ライラ、そなたはアムルの村に戻れ」

「何を！」

「おい、ルーダイナ！」

　呆気に取られていたザインとシャールカーンが我われに返って詰つめ寄よったが、ルーダイナは譲ゆずらなかった。

「ここで別れよう」

　ゆっくりと告つげられた言葉を吞のみ込み、ライラは目を瞬まばたく。

「……どうして？」

「代わりの魔術師がいれば交代する。もともとそういう約束だったはずだ」

「俺は反対だ！」

　シャールカーンは、勢いきおいよくルーダイナの近くの床ゆかを叩いた。

「あの女は最後まで来てくれるわけじゃないんだぞ。ライラなしに鬼神の城に行けるとは思っていない。ザインもそう思うだろう？」

　同意を求められ、ザインは何かを言いかけたが、言葉は発しなかった。

　そのまま沈黙する。

　ライラは息を詰めてザインを見つめた。どうしたいのか自分でも分からない。このままついてきてほしいと言ってほしいのか、村に帰りなさいと言われたいのか。

　皆の視線が集まる中、ザインは一度きつく目を閉じると、やがて言った。

「……ルーダイナに賛成します。あなたは残っていてください」

「おいっ、ザイン！」

　シャールカーンは叫さけんだが、ルーダイナはほっとしたようにライラに向き直った。

「ライラ。よくここまで来てくれた。そなたには本当に感謝してもしきれない。この後は私達だけで充じゆう分ぶんだ」

「反対！　俺は反対だ！」

「シャールカーン」

　がなるシャールカーンを制し、ライラは静かにうなずいた。

「分かったわ。村に戻ります」

「おいっ！」

　まだ何か言おうとしたシャールカーンの頭を撫なで、ライラは微笑ほほえんだ。

「ありがとう。嬉うれしいけど……やっぱり迷惑をかけると思うの。自分でも思うわ」

　ね、と声をかけると、シャールカーンは泣きそうな顔で口をつぐむ。黙り込んだ一同に、ライラは明るく声を掛けた。

「さあ、もう寝ましょうか。睡眠は充分取っておいた方がいいわ」

　動かない三人を急せき立たて、荷物を片づけた。




　皆が寝ね静しずまった後、ライラはそっと起き出すと、音を立てないように部屋を出た。

　ひんやりした空気と暗い村の静けさに、砂の流れる音だけが聞こえる。見れば夜空は満天の星だった。砂漠の月は驚くほど大きい。半分が搔かき消えた月に照らされて見えるのは、遙か彼方まで波のうねりのように広がる青い砂の丘だ。村からは丘の向こうは見えない。

　だがきっと、同じ風景がどこまでも続いている。

　自分にひたすら丘を越え、砂漠を渡って行くことができるのか。

（……きっとできない）

　うつむき、首を横に振った。

　ここに来るまでで、砂漠の辛さは十二分に味わった。休む場所も日ひ陰かげもなく、水もない。馬を降りれば砂に埋もれ、一歩踏ふみ出す足がどれだけ重いか。

（喜ばないと……。村に帰れるんだから）

　やっと命の危険もなく、不自由のない平へい穏おんな生活に戻れるのだ。

　だが自分に言い聞かせてみても、悲しさは消えなかった。

（私、やっぱり役に立たなかったのかしら……）

　涙が零こぼれそうになって、ライラはきつく目を閉じる。

「寒くないですか？　上着をどうぞ」

　突然聞こえた声と肩にかけられた布に、ライラは驚いて振り返った。いつの間にか背はい後ごにザインが立っていたのだ。布を掛け、馬に乗っているときと同じように、そのまま腕の中に包み込まれる。

「綺麗な星空ですね。月の大きなこと」

　とっさに返事ができなかった。声を出すと涙が零れてしまいそうだったからだ。

　ライラを抱きしめたまま、星を見ていたザインはおもむろにささやいた。

「すみません」

「……どうして謝るの」

　本来ならライラが礼を言うべきなのだ。胸の前で布をかき合わせ、握にぎりしめた。その手ごとぎゅっと力を込めて包みこまれ、ザインは何かを抑おさえるような声で語りかける。

「……砂漠の旅は死と隣り合わせです。引き止めていいものか、迷ったんです」

　ライラは目を伏ふせた。これまでの旅ですでに散々迷惑をかけていたのだ。ザインの言葉は当然である。

　ライラは滲にじんだ涙をこっそり拭い、微び笑しようを作るとそのまま後ろを振り返った。

「ありがとう。私、最初は嫌いやだったはずなのに、いざ離れるとなるとなんだか寂さびしくて」

　見上げると、ザインはくすりと笑った。

「本当にあなたは素す直なおな人だ。……ルーダイナもきっと、あなたのことを心配して言ったんでしょう」

「うん。そうだと思う。もちろん私も分かっているわ」

　砂漠のことだけではない。おそらく今までを見て、ライラの力が及およばないことに気づいたのだろう。それはありがたいと思うべきだ。

　ライラはそっと、ザインの腕の中から抜け出した。

「……寝ましょうか」

　部屋まで戻り扉に手を掛けたとき、ふいにその手を止められた。見上げれば、ザインは手を握り込んだまま黙っている。

　やがて、ささやいた。

「必ず戻りますから。待っていてください」

「まあ。もちろんよ。毎日カドル神に無事を祈るから」

　ライラは笑って、扉を開けた。




　翌日、小さな砂漠の村は商人の一団を迎え賑やかだった。ザイン達と行動を共にする隊商カラヴアンは十五人からなる大おお所じよ帯たいで、中には料理人や医者、雇やとわれた用心棒もいる。見送りについてきていた他の商人達は、それが済むとシルワンに戻るそうだ。

「あいつらが町まで連れてってくれるってさ。女もいるし安心しろ」

　すでに話をつけてくれたらしい。シャールカーンに礼を言い、ライラは見送り組の商人達に頭を下げた。

「よろしくお願いします」

「おう、シルワンまでよろしくな」

　商人仲間の男が六人、そして果ての砂漠に向かう男の妻と子供達が、笑顔で会え釈しやくしてくれた。

「では皆様、参りましょう。過か酷こくな旅となります。お別れはもうよろしいですか？」

　紅あかの大面衣イザールを被り、旅たび装しよう束ぞくのマアファズが商人達に声をかける。

（え？）

　どきりとして、ライラはとっさに身じろいだ。心臓が大きく脈みやく打うつ。

（何かしら……。この感じ）

　初めて会ったときには何も感じなかったが、首筋の毛がちりちりと逆さか立だつ。マアファズに対し、あの食グ屍ー鬼ルに遭そう遇ぐうした夜のような不思議な胸むな騒さわぎを感じたのだ。

（……気のせいね。みんなが心配だからだわ）

　嫌な予感がしてならないが、それを言い出すことはできなかった。この胸騒ぎは自分の醜みにくい心から来ているに違いない。

（私のやきもちだわ。きっと）

　置いていかれる自分が、先に進めるこの女性を快こころよく思っていないからだ。

　うつむいていると、後ろからコツンと頭を叩かれた。振り返ると、シャールカーンが不ふ貞て腐くされたような顔でライラを見つめている。

「ちゃんとシルワンで待ってろよ。すぐ戻るからな」

「え、シルワンって。私はもう村に……」

「いいから待ってろ！」

　そっぽを向いてしまったシャールカーンの後を引ひき継つぎ、ザインも微笑んだ。

「シルワンで待っていてください。必ず戻りますから。みんなで一緒に帰りましょう」

「でも……」

　うつむくと、何かが首に掛けられた。驚いて顔を上げると、真剣な表情のザインが見下ろしている。掛けられたものはザインが身に着けていた首飾りの一つだった。見事な細さい工くの華きや奢しやな鎖くさりに、細かなルビー、サファイア、エメラルドがぎっしりと連つらなっている。

「帝王館にいてください。このままアムルの村に戻るには遠すぎる。この石を一つ一つ売れば、充分な滞たい在ざい費ひ用ようになるはずです。必ず迎えに戻りますから待っていてください」

「大丈夫よ、ちゃんと村まで帰るわ。もう私のことは気にしないで」

　返そうとしたが、ザインは有う無むを言わせずライラの襟えり元もとに首飾りを突っ込み、長ちよう衣いの下に隠させた。

「取られないようにちゃんと隠していてくださいよ。町で待っていてください。でないと気に掛かって仕方がない。いいですね？　必ずですよ。もし町にいなかった場合は何をしでかすか分かりませんよ？」

　物ぶつ騒そうな捨すて台詞ぜりふを真顔で言い放ち、ザインは駱駝に跨またがった。

「それでは、シルワンまでどうか気をつけて」

「いいか？　絶対町にいろよ！」

　シャールカーンがしっかと指を突きつける。ライラは長衣の上から首飾りを握りしめると、二人の気持ちを受けて笑顔を見せた。

「分かった。待ってる。気をつけてね」

　そして、ザインの腰こし帯おびに下げられたルーダイナにこっそり声を掛けた。

「何もできなくてごめんなさい。でも上う手まくお姫様を助けられるよう祈ってるから」

　隊商の掛け声が響き、駱駝達がのっそりと動き出す。

「みんな、気をつけてね！」

　ライラと商人の妻達は、一行の姿が砂漠の丘に消えるまで手を振り続けたのだった。
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　シャールカーン達を見送ると、ライラを含めた隊商カラヴアンはすぐにシルワンに向け出発した。

　シルワンの町までは、馬車だと六日ほどかかる。速さを重じゆう視しする単たん騎きでの旅と違い、馬車での旅はゆっくりだが気楽なものだ。積つみ荷にの量が圧あつ倒とう的てきに違うため、水や食料の心配もなく、組み立て式の天てん幕まくのおかげで寝る場所にも困らない。女子供もいるし、ライラも安心して身を寄せられた。

　だが、九日目を過すぎたとき、さすがに不安になった。

　いくら馬車とはいえ遅おそすぎる。

　ひたすらに砂さ漠ばくを渡っているのに、未いまだ町の影かげすら見えないのだ。同乗させてもらっている上に、食料なども分けてもらっている身だ。遠えん慮りよして言わなかったが、十日目の朝、耐たえきれず御ぎよ者しや台だいに座る商人に声を掛かけた。

「大丈夫なんですか？　こっちの道で」

　同じ砂漠とオアシスの風景だが、ライラの方ほう向こう感かん覚かくが狂くるっていなければ、隊商は東に戻らず明らかに南に下っている。御者台の商人はのんびりと言った。

「まあまあ、心配しなさんな。姉ちゃん、面おも白しろいところに連れて行ってやるよ」

　できれば早いとこシルワンに戻りたかったが、意見するわけにもいかない。仕方なくライラは馬車の中に戻った。

　だが、数時間も経たたないうちに、砂漠の彼方かなたに緑の木々が現れた。太陽の光を受けて地面が輝かがやいている。目を凝こらしたライラは、その光が何かを知り歓かん声せいを上げた。

　そこは巨大な、鏡のように美しく透とう明めいな湖だったのだ。遠くには天高くそびえる青々とした山が連なり、その頂上は白い雲に隠かくれている。砂漠の側そばは椰や子しを含めた木で覆おおわれ、杏あんず、橙だいだい、柘ざく榴ろがたわわに実をつけていた。他に類るいを見ないような大きなオアシスだ。

「さぁて、一ひと稼かせぎするか」

　ライラがきょとんとすると、六人の男達は次々に釣つり道具を取り出した。何を始めるのか、女も何人かが馬車から降り、手に手に小型の銅ど鑼らを持っている。こんな場所ではしゃぎそうな子供達は、馬車から出てくる気配もない。

　銅鑼を持ったままバラバラに散らばっていった女達の後に続き、とりあえずライラも馬車を降りた。商人達は精せい一いつ杯ぱい竿さおを振り上げ、なるべく湖の中央近くに餌えさを投げ入れる。

「魚が釣れるんですか？」

「そうさ。上う手まくいきゃあ見せてやれるから、ちょっと待ってな。……おっ！」

　男は手ごたえを感じたらしく、慌あわてて竿を手放し糸をぐんぐん手た繰ぐり寄せた。

　慣れた手つきで糸が引かれ、ライラは目を見み張はる。糸の先から現れた魚は、なんと見たこともない黄こ金がね色いろだったのだ。頭から尻尾しつぽまでまるで金きん貨かのごとき輝きだ。水を飛ばしながら跳はね回まわる獲え物ものを、商人は満面の笑みで魚び籠くに入れた。

「やあ、今日はなんて運がいいんだ！　こんな短時間で釣れるとは。これがこの湖の魚さ。滅めつ多たに釣れないが食ったら美う味まいし、高く売れるぞ」

「なんていう……」

　魚なんですか。そう聞こうとしたライラの言葉は、けたたましく打ち鳴らされた銅鑼の音に搔かき消けされた。

「出たぞー！　湖の獣けものだっ！　逃にげろ──！」

（なにっ？）

　驚おどろいて振り返ったライラの横を、黒い突とつ風ぷうが吹き抜けた。

　風はライラの腰の側をすり抜け、砂地をものともせず鋭するどい跳ちよう躍やくを見せる。それは目を見張るほど大きな、漆しつ黒こくの豹ひようだった。

　巨体を翻ひるがえし、黒い獣が魚を釣り上げた商人の腕うでに食らいつく。たまらず商人は絶ぜつ叫きようすると一いち目もく散さんに逃げだした。魚を入れた魚び籠くが獣に蹴けり飛とばされ、飛沫しぶきを上げて湖に落ちる。

　目の前で鮮せん血けつが飛び散ったのを見て、ライラは悲鳴をあげ腰を抜かした。

「で、でた────！　急げー！」

「馬車に乗れー！　出すぞー！」

　蜘く蛛もの子こを散らすように、あっという間に商人達は逃げてしまう。その後を風のような走りで黒豹が追った。

「待って！　置いてかないで！」

　砂地に座り込んだまま必死に呼びかけるが、無情にも馬車は次々と走り出していく。

（噓うそっ！）

　砂すな煙けむりを上げて走り去る商人達をなすすべもなく見送り、ライラは泣きそうになった。商人を追い払った獣が猛もう然ぜんと向かってくるのが見えるが、逃げるどころか立ち上がることもできない。

（身を守るもの身を守るもの身を守るもの！）

　黒い獣が砂を蹴り跳ちよう躍やくした瞬しゆん間かん、ライラは叫さけんだ。

「唯ゆい一いつ神しんカドルの名において！　災わざわいよ去れ！」

　詠えい唱しようが終わるのと、獣がライラに飛びつくのがほぼ同時だった。周りを取り囲む見えない壁かべに弾はじかれ、獣は悲鳴を上げて砂地に転がる。

「やった……！」

　墓ぼ地ちを越えてから、魔ま術じゆつ書しよを読みふけっていた成せい果かがあった。魔術が効きくなら対応のしようもある。なんとか体たい勢せいを整え直したライラは、油ゆ断だんなく獣の動きを見守った。

　砂地に伏ふせた獣は即そく座ざに起き上がったが、ライラに目を向けたまま動きを止める。

　ライラと獣はじっと見つめあった。

（なに……？）

　やけに奇き妙みような感じがした。明らかに野や生せいの獣なのに、人に飼かわれていたような雰ふん囲い気き……とでも言えばいいのだろうか。

　獣はしなやかな足取りで、一歩距きよ離りを詰つめた。ビクッとして、ライラは椰子の木の森に後こう退たいする。獣はその様を見て、再び歩みを止めた。近づきたいけれど、近づけば怖こわがらせてしまう。そんな様子だった。

　ひどく胸がざわめき、ライラは支えにしていた椰子の木から身を起こす。

（もしかして……）

　微かすかに感じる不思議な気配に、そっと声を掛けた。

「あなた……ひょっとして人間？」

　獣は微び動どうだにせずライラを見つめている。だがその黒い精せい悍かんな体たい軀くからは、殺さつ気きが消えていた。ライラは一歩足を踏ふみ出だした。

「ええーっと、言葉は分かる？　あなたが人間なら座ってみせて」

　そんな馬ば鹿かなことあるはずがない、と思いつつ声を掛けたが、なんと獣はおとなしく前足をつき座り込んだのだ。

（座った……！）

　ライラは瞠どう目もくした。だが、言うことを聞いたからといって、まだ全面的に信用するわけにはいかない。すぐに逃げられる距離を置きつつ、ライラは一歩近づいた。

「言葉が分かるのね？　分かるなら伏せてみて」

　これで伏せればほぼ確かく定ていだ。果たして、見守るライラの前で、黒い獣はおとなしく腹ばいになり、湖の側に伏せてみせた。

「本当に!?」

　自分で言っておきながら、飛び上がるほど驚いたライラは獣に駆かけ寄よった。

「どうしたの!?　誰かに呪のろいでもかけられたの？」

　あちこち触さわってみるも、獣は唸うなるだけで何の意思表示もしない。

（なんて憐あわれな……！）

　獣の黒く澄すんだ目が、一心にライラを見つめる。胸を打たれ大きな首を抱だきしめたが、どう解放してやればいいのか分からず涙が出た。

（……そうだわ、シャールカーンに頼たのめば）

　大国の王子だ。国に優ゆう秀しゆうな魔術師ぐらいいるだろう。やはりどうにかしてシルワンに帰らないといけない。ライラは力強く立ち上がると、獣に声を掛けた。

「もう少し辛しん抱ぼうしてね。私の知り合いに大きな国の王子様がいるの。きっといい魔術師を派は遣けんしてくれるわ」

　しかし立ち上がったライラの前に、黒い獣が立ち塞がった。じっと、つぶらな瞳ひとみで見上げてくる。右に避よけ、左に避け、踵きびすを返し後ろに逃げようとしたが、そのつど回り込まれてしまう。

（まさか……）

　嫌な予感がした。獣は辛抱強く、目で訴うつたえかけてくる。

「……私に元の姿に戻せってこと……？」

　肯こう定ていするように低く唸られ、ライラは悲鳴をあげた。

「無理よ！　私にそんな力はないわ」

　しかし獣は長ちよう衣いの裾すそを銜くわえ、引っ張ってくる。

「ええっと、あのね。私そんなに魔術は得意じゃないの。こんなに完かん璧ぺきに姿を変えるなんて、きっとあなたに呪いを掛けた人は強い魔術師か魔ジ神ンだわ。だから私には解とけないの。分かってくれる？」

　懇こん々こんと説といたが獣はあきらめない。裾を銜えたまま、一心にライラを見上げてくる。

（どうしよう……）

　自分に、ここまで完全な呪いが解けるとは思えなかった。

　だが逃げる手段も見つからない。辺りは一面砂だし、逆方向に逃げるにしても、あんなに切り立った山を登れるわけもない。

　頭を悩なやませた末、ライラは観かん念ねんして獣を撫なでた。

「……じゃあ誰か人が来てくれるまで試してみる。それでいい？」

　どうせ砂漠を歩いては帰れないし、誰かが来るのを待つしかないのだ。幸い果物のなる木はあるし、水だってある。

　了りよう承しようしたのか、獣はライラの長衣から口を離した。




「唯一神カドルの名において。今の形を出いでて、汝なんじの最初の姿に還かえれ！」

　月明かりの中で木こ陰かげに座り込み、ライラはひたすらに呪じゆ文もんを唱となえていた。

　百回はとうの昔に超えている。あれから夜が来るまで唱えたが、黒豹の姿は変わる片へん鱗りんさえ見せず、声の嗄かれたライラはぐったりと砂漠に倒れ込んだ。獣は行ぎよう儀ぎ良く前足を揃そろえて座ったままだ。根こん性じようがある。

「ごめん、ごめんね！」

　こんなに信じて待ってくれているのに。哀かなしくて悔くやしくて歯がゆくて、ライラは涙が滲にじむのを堪こらえきれなかった。

（やっぱり私じゃ無理なんだわ……！）

　もう今日は無理だと判断したのだろうか。寝そべった獣は尻尾しつぽでライラを誘さそう。

「寝ろ、ってこと？」

　獣は威い嚇かくではなく、小さく唸った。

　集中力も明らかに切れている。ライラはため息をついて、獣の腹に顔をうずめた。黒く輝く毛はしなやかで温かく、慰なぐさめてくれているのか尻尾がパタパタと優しく肩を叩たたく。

「私がもっと魔術を使えたら、果ての砂漠にもついていけたのかしら……」

　思わず知らず、涙が溢あふれた。

「皆が無事でいるように、祈いのることしかできない──」

　獣は大きな顔を寄せその毛並みでライラの頰ほおを拭ぬぐうと、真っ赤な舌したを出した。温かい舌で涙を舐なめられ、ライラは驚いて微笑ほほえむ。

「ありがとう。明日も頑がん張ばるから」

　首に抱きつき、獣に寄より添そって眠った。せめてこの人だけは戻してあげたい。

　翌朝、激はげしい唸り声に目を覚ました。

　見れば大きな鷹たかが湖に舞い降り、魚を摑つかもうとしているところだった。獰どう猛もうな唸り声に恐おそれをなし、鷹は翼つばさを広げたまま、滑すべるように明け方の空に消えていく。

　もう陽ひが昇のぼるのか、東の空は美しい薄うす紅べにに染まっていた。

　ライラは大きく伸びをし、顔を洗おうと透すき通とおる水に手を浸ひたす。途と端たんに何匹かの金の魚が寄ってきて驚いた。商人は滅多に見られないと言っていたが、手を伸ばせば簡単に捕つかまえられそうだ。

　昨日きのうの疲ひ労ろうで身体からだは重かったが、湖の水で喉のどを潤うるおすと気分はさっぱりした。

「よし、頑張っていってみよう！」

　朝の祈き禱とうと共に一人で気合を入れ、大きく深呼吸する。鷹の行方ゆくえを目で追っていた獣は足音を立てずに近づいてくると、昨日と同じくライラの前におとなしく座った。

（集中しろ）

　必ず戻してあげるんだ。胡坐あぐらをかき、両手を組んだ。呼吸を整え、対象に心を絞しぼる。

「──唯一神カドルの名において。今の形を出でて、汝の最初の姿に還れ！」

　もはや何回繰くり返かえしたか分からない呪文を唱えた瞬間、目を見開いた。

（あ……っ！）

　ついに、不思議な手ごたえを感じたからだ。

　黒い獣の周りで、透明な壁に当たったかのように空気が弾けた。目に見えたわけではない。だが、確かに何かが弾け飛んだ気がしたのだ。

　見守るライラの前で、獣の姿が風に煽あおられるように解けていく。折りしも東の空に太陽が昇りはじめる時刻だった。眩まぶしい白い光を背はい後ごに受け、獣はあっという間に一人の若い男へと姿を変えていった。

　黒こく曜よう石せきのような黒い瞳。整った顔立ちは気品高く、目を奪うばわれるほどに華はなやかだ。眩しい緋ひ色いろの王者の衣ころもに身を包み、腰に差した緩ゆるく弧こを描えがく剣には金の鞘さやが。頭に巻いた純白の絹きぬのターバンには、極ごく彩さい色しきの羽飾りと楕だ円えん形けいの大きなエメラルドが輝く。

（こ、これは……！）

　雲の上の人々とお近づきになったのはここ最近だが、見れば分かる。現れた高貴な装よそおいの男は、片かた膝ひざをついたまま、呆あつ気けに取られ言葉を発せないライラの手を取った。その甲こうに口づけたあと、恭うやうやしく額ひたいに押し当てる。
















「感謝いたします、麗うるわしき乙女おとめよ」

「う、麗しい!?」

　うっとりするような低い声で言われ、思わず声が裏返った。焦あせって手を引っ込めたライラに、男は白い歯を見せて笑う。

「災いの魔女神ジンニーアの呪いを解くとは……。さぞかし高名な魔術師であらせられるのでしょう」

「まさか！　違います！」

　否定すると、視界の端はしで何かがちかちかと点てん滅めつした。

（何？　湖が光って……）

　見つめていたライラは、光の原因が何かを知り息を吞のんだ。

　金色の魚達が岸辺に詰め掛けていたのだ。それこそ岸が金色に見えるほど大量に。

　人の姿となった男は水みず際ぎわに立ち、左胸に手を当てた。

「ヤア、カドル！　神は偉い大だいなり！　皆、喜びなさい。唯ゆい一いつ無む二にのカドル神は、ここに祝福の魔術師をお呼びくだされたのだ！」

　魚達が一いつ斉せいに跳はね回り、凪ないだ水面みなもにキラキラと波が立つ。

「いったいどういうことなの？」

　見上げると男は悲しそうな微び笑しようを湛たたえ、ライラの手を取った。

「ここは私の王国があった場所なのですよ」

「まさか……」

　おそるおそる目を上げると、青年王はおもむろにうなずく。

「そうです。金色の魚は、私の国の民達なのです」

「ひっ……！」

　食ったら美味い。あの商人達の言葉が頭をよぎり、ライラは倒れそうになった。王はライラの手を握にぎったまま、広大な輝く湖を見渡す。

「何人も、数えきれないほどの民が犠ぎ牲せいになりました。何もかも私の浅はかな心から」

　怪け訝げんそうに見るライラに、男は静かに頭こうべを垂たれた。

「私の名はヤンシャー。ここはその名も湖の王国といいます。乙女よ、あなたのお名前は？」

「ライラです。故こ郷きようの村に帰る途と中ちゆうで」

「ライラ。綺き麗れいな名だ。祝福の魔術師、ライラよ。どうか私の願いを聞いてくれませんか？　よろしければ、その後故こ国こくへお送りしましょう」

「ほんと？　すごく助かるわ。……でも願いって……」

　また無茶なことを言われるのでは。少し引き気味に尋たずねると、ヤンシャーはパンパンと両手を打ち鳴らした。何をしているのかライラが見守っていると、群れの退しりぞいた岸辺に五匹の魚が現れた。同じ黄金色の鱗うろこだが、それぞれが一ひと抱かかえもありそうなほど大きい。ヤンシャーは浅あさ瀬せを泳ぎ廻まわる五匹を指した。

「この者達を人の姿に戻してやってほしいのです。私という獣がいなくなれば、ならず者共が押し寄せてくるに違いありません。ここを守る者を置きたいのです」

　人助けとはいえ、姿を戻すことで湖を守りにくくさせてしまったのだ。ライラはすぐさまうなずいた。

「分かったわ。時間が掛かるかもしれないけどやってみる」

　五匹に集まってもらい、岸辺に胡坐をかく。

（五匹同時に掛けられるのかしら？）

　ふと疑問がよぎったが、続行した。失敗したら何度でも挑ちよう戦せんすればいい。一度成功させたことが、ライラの心を強くしていた。

「唯一神カドルの名において！　今の形を出でて、汝の最初の姿に還れ！」

　ついさっき感じたのと同じ、弾ける感覚にライラは大きく目を開けた。湖を泳ぐ魚達が光に包まれ、次々と姿を変えていく。

「すごい、一回で成功したわ！」

　なんとなくコツが分かった。興こう奮ふんして叫ぶライラの目の前で、五つの大きな人ひと影かげが立ち上がっていく。

　湖の中に立っていたのは、それぞれに大剣と弓ゆみを携たずさえた男達だった。

「感謝いたします、魔術師の乙女よ」

　屈くつ強きような男達に囲まれたじろぐライラの手に、五人は次々と感謝の接せつ吻ぷんを贈おくる。

「ありがとう、ライラ。本題はここからです」

　無事に家か臣しんの姿が戻ったことを見届け、ヤンシャーはすっと笑顔を消した。

「あなたは、仲間が果ての砂漠に入ったと言っていましたね？」

「え、ええ」

　突然ライラのことから話が始まり、緊きん張ちようしながらもうなずいた。

「果ての砂漠は何なん人ぴとたりとも渡ることはできません。足を踏み入れたら最後、待っているのは死のみです」

　淡たん々たんとした言葉に、ライラは大きく息を詰める。

「ですが私は違う。私なら、あなたのお仲間をカフ山へ連れて行くことができる。そのためにも、まず私の願いを聞いてほしい」

　ヤンシャーは真まっ直すぐにライラに目を向けた。

「私と一緒に、王国の呪いを解くために魔女神と戦ってほしいのです」

　内心、やはりと思い、途と方ほうに暮れたライラは頭を下げた。

「ごめんなさい。私、力を貸せるほど強くはないの。たぶんお役に立てないわ」

　それが原因で置いていかれたところなのだ。しかしヤンシャーは首を横に振る。

「そんなはずはない。私の呪いを解いたということは、あなたと災いの魔女神の力は拮きつ抗こうしているのです。役に立たないなんて、そんなことはありえない」

「でも失敗続きだったし……」

「お願いします。あなたの力が必要なのです。私一人では太た刀ち打うちできない」

　ヤンシャーはライラの前で膝ひざを折った。砂の上に平へい伏ふくする。

「やめて、ヤンシャー王！」

　ライラは慌ててヤンシャーを起こそうとした。仮にも帝王スルタンという身分の者に平伏されては、いてもたってもいられないような焦りを感じる。だがヤンシャーはあくまで両手の間に額をつけたまま動こうとしない。

「いいえ。あなたがお力を貸してくださるまでやめません。ライラ、どうか私に力を」

「でも私には無理だって……！」

「できます、あなたなら。それに、あなたは仲間を助けたくはありませんか？」

「それは──……」

　言葉に詰まったライラの前で、五人の男達も次々と膝を折る。

「私共からもお願い致しまする！　魔術師の乙女よ！」

「どうか我が国と、民のために！」

「でも……！」

「ライラ、私が頼みとするのはあなた以外にはもう誰もいません。どうか果ての砂漠に入ったあなたの仲間のためにも、私に力を貸してください」

　噓をついているとは思えない、ヤンシャーの真剣な口く調ちようにライラはごくりと息を吞んだ。

　本当に自分の力は通用するのか──。

　ライラが危き惧ぐするのはその一点だった。もし敵かなわなければ、せっかく助かったヤンシャーを再び危険に巻き込むことになる。

（でも……）

　果ての砂漠に入れば、待つのは死のみ。その言葉がライラを迷わせた。

「……ヤンシャー王。本当に私の力は魔女神に対たい抗こうできるの？」

「できます。必ず」

「果ての砂漠に入れば死ぬだけというのは本当？　あなたにカフ山へ行く力があるというのも──」

　ヤンシャーは顔を上げ、力強くうなずいた。

「カドル神にかけて、噓ではありません。果ての砂漠には魔術の力が満ち、力ある魔神、または私の持つ宝を使うことでしかカフ山へ辿たどり着つくことはできない」

　果ての砂漠は誰一人渡ったことのない大砂漠。それを越える手しゆ段だんを手に入れられるかもしれない。

　黙もつ考こうしたライラは、ぎゅっと拳こぶしを握りしめた。

　ザイン達はすでに砂漠に入ってしまっている。

（ヤンシャー王に助けを求めるなら、急がなければ──）

　悩んでいる暇ひまはない。ライラは覚かく悟ごを決めて口を開いた。

「──分かりました。ヤンシャー王と一緒に戦います。そのかわり、果ての砂漠に入った私の仲間を助けて」

「おお！」

　男達の歓声と共に、ヤンシャーは深くライラの足元にひれ伏した。

「約束は必ず果たしましょう！　あなたとの出で逢あいを与えてくれた神に感謝を！　ありがとう、ライラ！」




　出発は明朝となった。

　その夜五人の家け来らい衆しゆうは颯さつ爽そうと動き、焚たき火びや食べるものを用意してくれた。

　焚かれた炎ほのおに、ヤンシャーの艶つややかな黒髪が揺ゆれる。緩く襟えり足あしにかかるそれにシャールカーンを思い出し、懐なつかしくなってしまった。

「私の敵、災いの魔女神ジンニーアは果ての砂漠に住んでいます。旅人を迷わせ、これを喰くらう。私が知るのは獣に姿を変えられる前のことですが、きっと今もいるはずです」

「どんな魔女神なの？」

「得意とするものは、身を溶とかす毒どくを含む攻こう撃げきです。配はい下かとして砂漠の妖霊ジヤンである狼おおかみを操あやつり、ご存ぞん知じのように魔術も使う」

　ヤンシャーは言葉を切った。

「私はそれを殺さず生いけ捕どりにして、民にかけられた呪いを解かせないといけない。殺してしまっては一生解けません。そのためにライラ、あなたが必要なのです」

「でも本当にお役に立てるかどうかは……」

　不安を口にするライラに、ヤンシャーは安心させるように微笑んだ。

「あなたは誰かの役に立てなかったことを嘆なげいていましたね。もしそれを信じるなら、それはあなたの力が弱いのではなく、相あい対たいする敵の力が強かったのでしょう。私はあなたを役に立たないなんて思わない。置いていくなど考えられないことだ」

　手を取られ、身体を向けられた。

「それに、あなたほど優しい方はいない。見ず知らずの私のために、こんなに力を尽つくしてくださったのだから」

「いえ、それはその、成なり行ゆきというか何というか……」

　焚き火に照らされ、ヤンシャーの精悍な顔が煌きらめいて見えた。本当に見れば見るほど整った顔だ。あまりの男おとこ振ぶりのよさに、無理難なん題だいを吹っかけられたのも忘れ見み惚とれてしまう。

　ヤンシャーは黒曜石のように美しい目を伏せた。

「私はもっと時間が掛かると思っていました。魔女神の力が強いことを差し引いても、こんな獣の願いなど無視されるだろう、と。あんなに一生懸命、声が嗄れるまで力を尽くしてくださるとは」

「だって、待ってくれていたから早くしないとと思って……」

　ヤンシャーはライラの手を取ったまま、距離を詰めた。これは危ないと思ったが、ライラは身動きが取れなかった。熱のこもった目で見つめられ、視線が離せなくなる。

「私はどうやらあなたに心を奪われてしまったようだ。どうか私の妻に」

「だ、駄だ目めよ！」

　ふいにザインの顔が浮かんでしまい、ライラは慌てて打ち消した。

「私、ただの村娘だし身分が……」

「そんなことが何の障しよう害がいになりますか。私達の愛の前には全てが力をなくすでしょう」

「でも、そんな……！」

「私は今は何も持たない身ですが、呪いを解けば広大な領りよう土どと民を持つ王です。あなたを幸せにする力は充じゆう分ぶんあるはずだ」

「でも……！」

　ヤンシャーはライラの手に唇くちびるを落とした。

「見事呪いを解き王国を戻した暁あかつきには、是ぜ非ひ私の十八番目の妻に……！」

「お断りいたしますっ！」

　一気に目が覚めた。うっとりしかけていたが、びっくりするほどヤンシャーの顔から煌きが消える。心が変われば見えるものも変わるものだ。

「なによ、その十八番目って！」

　ライラは手を引っ込め叱しかりつけた。ヤンシャーはきょとんとする。

「妻の数です。ああ、側そく室しつは四十人ですよ。そんなにいませんからご安心なさい」

「充分すぎるわよ！　あなたのご正せい妃ひはどうなっているの！」

　ヤンシャーは、ああ、と声を上げた。

「大切なことを言い忘れていました。私の正妃は魔ジ神ンの娘なのですよ。といっても悪霊シヤイターンのような神に背そむく魔神ではなく、信しん仰こう篤あつく公正の心を持つ善よき魔神です。正妃は名をシャムサーといい、彼女の愛と力により私の国は栄さかえていました。しかし彼女はいなくなってしまった。父である魔神のもとへ行ってしまったのです」

　痛ましいほど消しよう沈ちんしたヤンシャーに、ライラはうなずいた。

「人間の妻になったから、魔神が怒おこって連れ戻したのね」

「いえ。私が次から次へと妻を娶めとるので、もう実家に帰る、と」

「自じ業ごう自じ得とくっていうのよそれはっ！」

　同情して損そんした。しかしヤンシャーは急に表情を改めた。

「しかしシャムサーは父のもとに帰れなかった。忌いまわしい、災いの魔女神のせいで。この湖の王国に呪いをかけた魔女神は、名をエル・ダワヒといいます。魔女神はシャムサーから、彼女の持つ秘ひ宝ほうを奪おうとしたのです。だがシャムサーはそれを身に着けていなかった。怒いかり狂くるった魔女神はシャムサーを捕とらえ連れ去り、次に秘宝を持っているであろう私を攻めてきました。私は秘宝を隠すと、魔女神一人ぐらいどうにかなると、愚おろかにも戦いを挑いどんだのです。果たして我が国の魔術師は誰も敵わず、魔女神は次々と建物を消し、国民を魚に変えてしまった。そして最後に私の姿を変え、人や獣の手に掛かり死んでいく民を見るがいいと言い残し、消えたのです」

「ひどい……」

　惨むごいことだ。側に控ひかえていた家来衆の目に涙が浮かぶ。ライラの憐れみに、ヤンシャーは懺ざん悔げするように頭を垂れた。

「私は強力な魔神に立ち向かう無む謀ぼうさを、身をもって知りました。私の慢まん心しんにより王国は未み曾ぞ有うの危機に見舞われた。ですからライラ、あなたの力をお借りしたいのです。災いの魔女神エル・ダワヒの呪いを解いた、あなたの力が必要なのです」

　ライラはぐっと唇を引き結んだ。できるだろうか。自分に。

　ヤンシャーの言葉を信じるなら、魔女神の力に何とかついていけるかもしれない。しかし、どうしても百回以上の失敗が頭をよぎる。

　考え込んだライラの髪を撫で、ヤンシャーはささやいた。

「怖がらせてしまいましたか。でも大丈夫。私には、あなたを逃がすだけの策さくならあるのです。命の保ほ証しようは必ずします」

　ヤンシャーは微笑み、家来達の用意した椰子の葉の茣ご蓙ざまで案内した。

「今日はもう遅い。さあ、お眠りなさい。寒いなら私が抱いてあげますから」

「結けつ構こうです！」

　さりげなく隣となりに寝そべられ、ぎょっとして離れた。ヤンシャーはやれやれと起き上がる。

「昨夜はあんなに私を抱いてくださったのに」

「それは獣だったからで……！」

「ああ、残念です。まあ冗じよう談だんはさておき、私は少し湖を見回ってきますからね、ゆっくりお眠りなさい」

　優しく微笑み、ライラの額に口づけ慌てさせると、家来二人を引き連れ湖の外周を回りに行ってしまった。調子いいことこの上ない。

「あんな王様だけどいいの？」

　額を押さえながら呆あきれて言うと、残った三人の家来達は笑った。

「いつもの王で安心致しました。私共は湖の中から、どうすれば王をこの場から解かい放ほうして差し上げられるか、そればかりを思っていましたから」

　意外な言葉に、ライラは目を瞬またたいた。家来達は互いに苦しそうな、申し訳なさそうな表情で、炬きよ火かを掲かかげ湖を行くヤンシャーを目で追う。

「王はご自身の慢心と仰おつしやいましたが、この一連の出来事は決して王のせいではありません。それは民も皆、存じております。私達は王がずっと、命を懸かけてこの湖を、国民を守る姿を見てきたのです」

「魔女神が王を豹に変えたのは、人間の手に掛けさせるためでしょう。実際に金の魚を狙ねらう欲よく深ぶかい人間は、何度も湖の番人である王を殺そうとやってきました。いつ王の命が消えてしまうか……。私達は湖の中から無事を祈ることしかできなかったのです」

「いっそ皆死んでしまった方がいいのか。そうすれば王の命の危険もなく、重荷も軽くなるのかもしれないとすら思いました」

「そんな！　駄目よ、そんなことをしたらずっと心に残ってしまうわ！」

　ヤンシャーは決して喜ばない。むしろ大きな傷になるだろう。家来達は自じ嘲ちようしながらうなずいた。

「ええ、その通りです。民達も大臣ワジールに諫いさめられ思いとどまりました。それから七年。私達はひたすらに呪いの解ける日を待ち、生きてきたのです」

　三人は揃って頭を垂れた。

「あなた様のおかげで未来が見えてきました。一日も早く呪いが解かれ、王妃セツト・シャムサーがお帰りになれますように。我ら一同、王とあなた様の勝利をお祈り致します」

　ライラは声も出せずに三人を見つめた。責任の重大さと共に、初めての気持ちが心の底から湧わき上あがる。

　ライラは感謝を込めてうなずいた。

「ありがとう。明日のためにもう眠るわ」

　家来達は一礼して、それぞれの仕事をするべく湖の岸辺へ戻っていく。

　椰子の森の中に人ひと気けがなくなると、ライラは静かに魔術書を開いて胡坐をかいた。両手を組み、目を閉じる。

（……絶対に失敗はしたくない……！）

　ヤンシャーを助けたときより強く、そう思った。

　必ず助けてみせる。

　強い決意を持って、ライラは瞑めい想そうの海に沈しずんだ。




　翌朝、朝あさ陽ひが昇ると同時にライラとヤンシャーは旅立ちの用意を整えた。

「どうやって砂漠から出るの？」

　馬車もなければ歩いても行けない。だがヤンシャーは真しん珠じゆのような歯を見せて笑うと、両手を打ち鳴らした。見る間に、岸辺に魚が一匹現れる。触しよつ覚かくのようなひげを持った厳しい顔つきの魚は、口に金色の物を銜えていた。

　ヤンシャーは受け取ると、首から提さげていた鎖くさりに繫つなぐ。それは小指ほどの大きさの、純金の小こ笛ぶえだった。

「大臣ワジールよ。湖の中は頼んだぞ。私はシャムサーを迎むかえに行ってくる」

　大臣であるらしい魚は水面に出て、口を開閉させる。

（お気をつけて、かしら）

　ヤンシャーも感じ取ったのか、うなずいてみせた。勇いさましく緋色の長衣を払はらい、立ち上がる。

「行きましょう。ライラ」

　言うなり形のいい唇を小笛に当てた。

　ライラは耳を済すませたが、何の音もしない。

　と、急に空が翳かげった。

（雨……？）

　砂漠に起こる驟しゆう雨うかと思い、空を見上げたライラは、大きく目を見開いた。

　太陽を覆い隠すように、極彩色の翼を持つ一羽の巨大な鳥が上空を舞っていたのだ。その羽ばたきは空を隠し、周囲の砂を流りゆう砂さのように押し流す。

（ロク鳥……！）

　実際に見たのは初めてだ。物語の中にしか存在しなかった鳥の王者は、ゆっくりとヤンシャーのもとへ舞い降りてくる。

「魔女神はこの笛を狙っていたのですよ」

　微笑みかけると、ヤンシャーは再び笛を銜えライラを胸に抱いた。

「えっ？」

　驚く間もなく、たくましい腕に抱かれ足が砂漠の砂から離れる。ヤンシャーとライラは宙ちゆうに浮き上がり、ロク鳥の背中に降り立っていた。

「鳥の中の王、その中の尊たつとぶべき大王よ！　我われらを憎にくき災いの魔女神エル・ダワヒのもとへ導みちびけ！」

　ロク鳥の王は砂漠中に響き渡る声で高く啼なくと、大空へ飛び立った。

　風圧をロク鳥の毛が防ふせいでくれる。手を握り合い背に座ったライラに、ヤンシャーは笛を指さし示しめした。

「シャムサーは私に、このロク鳥を操れる笛を預けたまま帰りました。父である魔神の城に戻ったとき、私が迎えに来れるようにでしょう。ロク鳥なら果ての砂漠を越えることができますから」

「本当？　カフ山にも行けるの？」

「果ての砂漠は広大です。さすがに一日二日というわけにはいきませんが、行き着くことはできます」

　ヤンシャーは額に掌てのひらを当て、身を屈かがめた。

「我らが信徒の長、その姫君の受じゆ難なんとあらば力を貸さずにはおれません。皆の呪いを解いた後ならば、及およばずながら我が国も力をお貸しいたしましょう」

「ありがとう！」

　ヤンシャーとライラは握あく手しゆを交かわす。

「私とあなたの力があれば、必ず勝てます」

　国を想い、前を向くヤンシャーは凜り々りしく見み惚とれるほどだ。

「あなたは良い王様だわ」

　家来や国民達を見れば分かる。胸を熱くしたライラに、ヤンシャーは力強くうなずいた。

「では私の妻に！」

「なりません！」

（これさえなければねぇ……）

　ライラはため息をついた。
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　ザイン達は、合流した商人と一緒に砂漠を渡っていた。マアファズも含め総そう勢ぜい十八人で隊商カラヴアンを組む。暑い上に誰も無む駄だ口ぐちを叩かないため、ひたすら黙もく々もくと進んでいた。

（連れてこなくて正解だったな）

　熱ねつ砂さの太陽に焼かれ、ザインは息をついた。砂漠に囲まれたエルサムの民である自分ですら、先の見えなさに心が折れそうだ。オアシスが点在し、まだ木も生はえているエルサムの砂漠とは全く趣おもむきが違う。どこまで見渡しても木どころか、岩さえも見えないのだ。砂漠を渡りはや十日。オアシスに行き着いたのはたった二回だった。

　女性であり、砂漠に慣れていないライラはひとたまりもないだろう。

「おい、マアファズ。次のオアシスの場所は分かるのか？」

　シャールカーンの問いに、駱駝の背に乗ったマアファズは大面衣イザールを上げた。

「ご心配なく。もうすぐ見えますわ。今夜はそこに泊まりましょう」

　この一言は疲ひ弊へいした一同を大いに活かつ気きづかせた。ザインは駱駝の足を速め、シャールカーンに並ぶ。

「大丈夫ですか？」

　ここまで広い砂漠を渡るのは、ザインですら初めてだ。シャールカーンは砂にまみれた顔で、気き丈じように笑ってみせた。

「このぐらいなんでもない。飯めしが不ま味ずいのが気になるけどな」

　料理人付きの隊商によく言ったものだ、とザインは微笑んだ。

（随ずい分ぶんと懐いたな）

　それだけライラのことが好きだったのだろう。シャールカーンはもともと懐きやすい性格だが、確かにライラの献けん身しんには感謝してもしきれない。村のことがあるのは確かだが、彼女は充分すぎるほど力を貸してくれた。

　今頃はシルワンに着いているだろうが、素直な彼女が妙みような男に引っかかっていないか、そればかりが気になり落ち着かない。

（ああ、ここにいてくれれば砂漠の旅も苦ではないのに……）

　綺麗な景色に笑顔を見せてくれたり、珍めずらしいものを見ては喜んでくれたり、砂漠の獣に怯おびえてくれたり、疲つかれて眠ってしまったり、弱ってぐったりしたり……。

「どうした、兄ちゃん。ぼーっとして」

　突とつ然ぜん思考を中断され、内心舌打ちした。現実に戻れば、ザインに声を掛けたのは髭ひげ面づらの商人だ。ザインは弱り顔で会え釈しやくした。

「暑さにやられました」

「なんだい、だらしねぇな」

「すみません」

　癒いやしの時間を邪じや魔まするな、と言いたいが笑顔で話題を変える。

「あなた方は、何が目的で果ての砂漠を渡るのですか？」

「そりゃあ、魔ジ神ンの城よ！　一生でも使いきれないお宝があるぞ」

（浅はかな）

　意い気き揚よう々ようと答えた商人に、顔には出さず心の内で冷れい笑しようした。

「そう簡単には行けないでしょう？」

「俺はなぁ、兄ちゃん、一度だけ魔神の城に行ったことがあるんだ。カフ山じゃねぇけどな。そりゃあ綺麗だったぜ。命からがら逃げてきたけど、それ以来カフ山の城が気になって仕方ねぇ。きっとあれ以上があるはずだ」

「どうやって入ったのですか？」

　魔神の財宝などに興味はないが、城のことは聞いておきたい。

「城には魔術師なしには入れねぇ。魔力で隠されているからな。それを暴あばくためにも、俺らはあのマアファズって女を最後まで連れてくつもりだ」

「ですが彼女が来てくれるのは途中まででしょう？」

　商人は急に声を落とし、薄うすら笑った。

「こっちにゃ用よう心じん棒ぼうもいるんだ。言うこと聞かせる方法なんざ、なんだってあるさ」

「そうですか」

　ザインは相あい槌づちを打つにとどめた。そうそう上手くいくとは思えない。おそらく過去にマアファズに道案内を頼んだ者の多くが、同じ考えを持っていただろう。それでも彼女は村に戻ってきている。

（魔術師として相当な力があるか、それとも何か必勝の策さくを持っているか）

　大男のトゥーマも敵わなかったと言っていたのだ。

（巻き込まれないように気をつけなければ）

　隊商と一緒で助かったことは水の備そなえが万全なことと、天幕があることだった。役に立つうちは同行させてもらうが、厄やつ介かい事ごとまでつきあうつもりはない。

　やがて前方にオアシスが姿を現した。湧き出る泉と森のように茂しげった椰子の木を持つ、かなり大きなオアシスだ。

　商人達は歓声を上げ、駱駝の足を速めた。

　そのときだった。

「うああああっっ！」

　突然背後で悲鳴が上がり、ザインは弾はじかれたように振り返った。即座に剣を抜き、駱駝を廻めぐらす。

　最後尾を襲おそったのは、どこから現れたのか、十匹ほどの黒い砂漠の狼だった。細い駱駝の足に食いつき、背に乗る商人を引きずり落とす。

　駱駝を飛び降り駆けつけたザインは、商人を襲う狼に半はん月げつ刀とうを振るった。ザインから一いつ拍ぱく遅おくれ用心棒達が次々と剣を抜いたが、怯えた商人は本ほん能のう的てきに駱駝を走らせ逃げていく。

「離れるな！　砂漠で迷えば命はないぞ！」

　散り散りに逃げていく商人達に、シャールカーンはよく通る声で一いつ喝かつした。何人かは足を止めたが、二人が別々の方向へ逃げていく。

「ザイン、追わせろ！」

　戦いに加わった用心棒達に後を任まかせ、ザインはすぐに、戦力にならない商人に叫さけんだ。

「連れ戻してください！」

　商人は何度もうなずきながら、逃げた仲間達を追いかけていく。

「円形に広がれ！　商人中央、怪け我がした奴は中に退さがれ！」

　砂漠にこだまするシャールカーンの大だい音おん声じように、バラバラに、好き勝手戦っていた用心棒達が大きな円えん陣じんを組む。怪我をした商人を囲むように戦える者を展開させ、シャールカーンは四方八方から襲い掛かってくる狼達に、全員が背中合わせになるよう指示を出す。

　円陣の一人となり、ザインは誇ほこらしさに口くち許もとを綻ほころばせた。

（さすがだ！）

　砂漠での軍ぐん事じ演えん習しゆうは王子が指し揮きを執とる。全体を見て命令を下すことに慣れたシャールカーンの声は、確かな説得力を持って総勢を動かしていた。寄せ集めだった剣士達は滑なめらかに動き、互いを庇かばいあう。

　次々と狼達が砂地に斬きり倒され、ついに最後の一匹が息いき絶たえたとき、確認を取ったところ全員が無事だった。

　商人達が安あん堵どの声を上げ喜び合う中、止める間もなくシャールカーンはマアファズの長衣の胸むな倉ぐらを摑んだ。

「なんで魔術を使わない！　お前は魔術師じゃないのか！」

　至し近きん距きよ離りで怒ど鳴なられ、マアファズは怯えるように身を竦すくませる。

「シャールカーン、女性に対して乱らん暴ぼうはやめなさい」

　近づいたザインが諫めると、シャールカーンは睨にらんだままだったが、やがて手を離した。ザインは深々と頭を下げる。

「申し訳ありません。血ちの気けが多いもので」

「お気き遣づかいなく。こちらこそ申し訳ありませんわ。恐ろしさのあまり逃げてしまって……。攻撃の呪文は存じませんの」

「何が恐ろしさのあまり、だ！　砂漠を案内するんだから攻撃呪文くらい勉強しておけ！」

　シャールカーンは言い捨てると、ズカズカ商人達のところに戻っていった。やれやれと後ろ姿を見送っていると、背後からマアファズの涼すずやかな声が掛かる。

「あなた方は随分と、砂漠での戦いに慣れていらっしゃるのですね」

「ええ。砂漠の生まれですからね」

　ザインははにかむように微笑んだ。マアファズは美しい笑顔を保たもったまま、それ以上は何も言わなかった。

　だが、マアファズが背を向けると、ザインは即座に微笑を消した。

　第一印象から胡う散さん臭くさいと思っていたが、いよいよ本物だ。ライラやシャールカーンのような素直な人間には見抜けなくとも、自分には分かる。この女には最初から案内をする気などさらさらないに違いない。

（このままでは砂漠で野の垂たれ死じにか、何かに襲われて死ぬな）

　確実に訪れる近い未来に、ザインは陽の沈む西の空を見上げた。空は燃えるように赤く、細い雲が天に向かってたなびいていた。




　その日はオアシスで野営となった。ザインは火の番を買って出たが、もう一人、狼の群れに襲われた際に一番動いてくれた用心棒が見張りを引き受けてくれた。

　夜も更ふけ天幕が静かになると、アリと名乗った中年の男は、小さくなった火を熾おこすザインの手元を見つめる。

「兄ちゃん、あんた軍人だろ。あの坊ぼう主ずも小ちっこいのに堂どう々どうとしたもんだ。どっから来た？」

　笑顔だが目は鋭い。ザインは手を止めずに答えた。

「ジャサルメールです。ただの一いつ兵ぺい卒そつですよ。彼は一応貴き族ぞくの子し息そくですが」

「噓うそつけ」

　しれっと北の砂漠の王国を言うと、アリは笑う。だが、言いたくないことを察さつしてくれたのだろう、追及はしてこなかった。ふいに表情を引きしめる。

「兄ちゃんはあの女、どう思う？」

「私達を殺す気でしょうね」

　言いきると、アリは声を出さずに喉の奥で笑った。

「やっぱりそうか」

「逃げる準備はしておいた方がいいですよ」

「果ての砂漠に入れば生きて帰れないと聞いたが、熱さと魔物のせいだけじゃねぇみたいだな」

　案内人がまともではないのだ。

「ザイン……。ザイン」

　小さな呼び声と共に、外がい套とうの中でルーダイナが身じろぎする。

「ちょっと失礼」

　一声掛けて席を外はずすと、野営地から離れた森の中に入った。だがしっかりとマアファズの天幕が見える木陰を選び、外套の前を開く。腰から下げられたルーダイナが灯とう火か口ぐちをこちらに向けていた。

「ザインよ、お前には言っておこう。あの女は魔女神ジンニーアだ。それも相当な力を持っている」

「なんですって？　なぜライラを離したのですか」

　思わず眉まゆが上がった。いいや、いなくて正解なのだと冷静になって思ったが、つい言ってしまったのだ。ルーダイナはしばし沈ちん黙もくする。

「……私は、ライラが魔術が不ふ得え手てだとは思っていない。むしろ逆だ」

「ええ、それぐらい分かってますよ」

　話を聞けば、これまで全くと言っていいほど魔術を使ったことがなかったのだ。それを多少失敗しながらも、結局は全て成功させている。

　脳のう裏りには光に消えた食グ屍ー鬼ルが浮かんでいた。あの墓地での一件は、ザインに大きな畏い怖ふを与えていた。

「そのライラが、あの女の擬ぎ態たいには気づかなかった。この先にいるのはライラの力も及ばぬ強力な悪霊シヤイターンだ。もう連れて行くべきではない」

　それは分かる。とてもよく分かる。ライラを危険な目には遭わせたくない。だが頭では分かっていても、命が懸かかった今、切実に連れてくればよかったと思わずにいられない。

「しかしこのままだと私達は確実に死ぬでしょう。何か手を考えているんですか？」

「とりあえず、商人達をなんとか町に帰したいのだ。あの魔女神……擬態が完璧すぎて私にも摑つかめなかったのだが、あれもおそらく私の存在を察さつ知ちしているだろう。ラーフは強力な鬼神イフリートで、その力をもって果ての砂漠を支配しているのだ。私が名乗りを上げれば、魔女神は私をラーフのもとに差し出すだろう。その後なんとかジャスミンを捜さがし出し、私を本来の姿に戻してもらうしかない」

「どうやってあなた一人で姫を捜すつもりか分かりませんが。まあどちらにしろ、シャールカーンは納なつ得とくしませんよ」

　ルーダイナ一人に行かせるなど、絶対に反対するだろう。何のためにここまで来たか分からない。

「納得しなくてもいい。この先を進むのはもう私一人で充分だ。シャールカーンは昏こん倒とうさせてでも連れ帰ってくれ。お前なら分かってくれるだろう？　若い善ぜん良りような者が死への旅路を急ぐだけだ。今ならまだ村に戻ることができる。私は心の底から、ライラを連れてこなくてよかったと思っているよ」

　ザインは押し黙だまった。シャールカーンを説得するのは容よう易いではない。だが、むざむざ彼を死なせるわけにもいかなかった。

「……分かりました。明日にでも隊商とシャールカーンを魔女神から引き離しましょう」

（力づくだな）

　作戦も何もない。シャールカーンを黙らせるにはそれしかないだろう。

　まずは協力者の確保だ。ザインはもたれかかっていた砂漠の木から身を起こした。




　翌日また砂漠に乗り出した一行の中で、ザインは黙々と進む駱駝の群れを見つめた。

（さあ、どうやってマアファズから自然に引き離すか）

　できれば作戦を練ねる時間がほしいところだが、早くしないと砂漠の奥に行けば行くほど生き残る確率は低くなる。

　考え込んでいると、ふいに「ライラ」という単語が耳に入ってきた。見ればシャールカーンが一人の商人と話し込んでいる。

「なんだい。じゃあお前さんは、魔術師を仲間にしてたのか？」

「そうだ。力もあったし、何より、絶対に一人で逃げたりしなかった」

　前方から漏もれ聞こえた会話に、ザインは眉み間けんにしわを寄せた。急いで駱駝を進める。

「シャールカーン。口を慎つつしみなさい」

　隣に並び咎とがめたが、シャールカーンは黙らない。わざとか、声こわ高だかに言った。

「マアファズなんかより、よっぽど強かったさ」

「シャールカーン、私達は案内して頂いているんですよ！」

　あまり刺し激げきしない方がいい。黙らせようとしたが、シャールカーンは悔しそうに叫んだ。

「だっておかしいだろ!?　トゥーマみたいな強そうな奴に勝てるのに、なんで魔術を使わない！　役立たずだ！」

　さすがにそのことに気づいていたらしい。隊商が会話を聞き、ざわめきだすと、マアファズは静かに駱駝を止めた。

　先せん導どうに止まられ、皆も歩みを止める。マアファズは大面衣を上げ一同を見渡した。

　ザインはこの熱砂の中、大気の温度が下がったのを感じた。剣の柄つかを握り、力を込める。

「皆様お気になさらずに」

　マアファズは華やかに微笑んだ。

「どのみちあのオアシスが大体の方のお墓ですもの。私もこれ以上進む気はございません」

　駱駝を止めた全員の前で、マアファズの口が耳まで裂さけた。

「生いかしたまま砂漠の妖霊ジヤンの餌にしてやろうと思ったが、気が変わったわ！」

　マアファズだった者から紅あかの長衣が飛び去る。現れたのは、ただ腰から薄うす絹ぎぬを垂らしただけの、豊かな胸も露わにした妖よう艶えんな魔女神だった。

　燃えるような赤い髪の魔女神は、カッと黄色く濁にごった両目を見開いた。

「熱砂の砂漠に朽くち果はてるがよい！」

「馬鹿者！　シャールカーンめ！」

　腰につけたルーダイナが叫ぶ。

（全くもって同じ気持ちだ！）

　ザインは半月刀を抜き放ち、アリに目で合図した。アリは即座に応こたえ、大声をあげる。

「逃げるぞ！　ついて来い！」

　予定とは全く違うが状況は同じだ。次に何かに襲われたら、逃げるふりをして隊商を村に導く。確実に生いき延のびられるよう、もう少し協力者を集め作戦を練りたかったが致いたし方かたない。すでに商人の何人かは別方向に走り、アリの統とう制せいから外れている。だが、ザインもアリも完全に作戦を遂すい行こうする余よ裕ゆうはなかった。

　突風のような風が吹き、駱駝から落ちたシャールカーンはわけも分からず剣を抜く。

「なんだ!?　どういうことだ！」

　昨日のうちに話しておくべきだった。対応の遅れを感じ、シャールカーンを追って駱駝を飛び降りたザインは臍ほぞをかんだ。シャールカーンに黙っていたことが裏目に出た。

「魔女神ジンニーアです！」

　大量に吐はき出された液えき体たいが商人達の大きな荷を溶とかす。あっという間に腐くさり果てた荷に、ザインの背を冷や汗が流れた。

（毒か！）

　悲鳴を上げ、アリについていけなかった商人が逃にげ惑まどう。一人残されたそれに向け、マアファズが砂地を滑るように走った。

　とっさにザインは散らばった弓を番つがえ、魔女神の背に向けて引き絞った。矢は見事マアファズの背中に突つき刺ささり、一命を取とり留とめた商人はよろめきながら砂漠を越えていく。

「来るぞ！」

　ルーダイナが叫ぶ。背中を貫つらぬいた矢がまるで年月を越えたようにボロボロと崩くずれ落おち、振り返ったマアファズの形ぎよう相そうにザインは覚悟を決めた。

　魔女神の頰が何かを含み、膨ふくれあがる。

「シャールカーン！」

　その視線がシャールカーンを捕とらえたのに気づき、ザインはとっさに彼を蹴り飛ばした。

　まさに、寸すん前ぜんまでシャールカーンがいたその場所目掛け、血のような赤い液体が吐き出される。砂が赤黒く染まり、溶け出したのを見てシャールカーンがヒッと悲鳴をあげた。

「おのれ！」

　とにかく攻撃を自分に向けさせないといけない。ザインはすぐさま斬りかかったが、軽かろやかに躱かわされてしまった。

「ザイン、退ひけ！　敵う相手ではない！」

　ルーダイナはマアファズの力量を理解し叫ぶが、退くわけにはいかない。

（逃げても同じこと……！）

　この広大な砂漠で、どこへ逃げろというのか。先ほどの商人と同じく狙い撃ちされ死ぬか、熱砂を彷徨さまよい体力を消しよう耗もうするだけだ。

　マアファズの伸ばした腕を横に飛んで躱したとき、ザインとルーダイナを繫いでいた紐ひもが切れた。しまったと思う間もなく、ルーダイナは宙ちゆうを舞うと、たまった毒の中に音を立てて落ちる。

「ルーダイナ！」

　シャールカーンが駆け寄るより早く、魔女神の腕が毒の中に向け伸びた。躊躇ためらうことなくランプを拾い上げる。

「返せ！」

　勇ましく斬りかかったシャールカーンを払いのけ、魔女神はランプを掲げしげしげと見つめた。

「そうか。何か妙な気配がすると思っていたが、魔神がいたのか」

　毒に埋うもれたが、ランプは溶けることなく存在している。無事な様子にザインとシャールカーンはひとまず安堵したが、魔女神はその裂けた唇を耳の側まで吊つり上あげ笑った。

「我わが主あるじ、ラーフ様がルーダイナという魔神を捜さがしておる。お前がそれとはなんたる幸運！　人間共は食って、お前だけラーフ様に差し出してやろう！」

（計画通りになったじゃないか……！）

　ただし自分達に生きる道はない。

　ザインは、流れる汗で濡ぬれた柄を握りしめた。




　果ての砂漠上空を飛びながら、ヤンシャーは何度もエル・ダワヒの魔術について講こう義ぎしてくれた。

「あの魔女神の攻撃は毒を持ちます。絶対に生なま身みで受け止めたりしないでください」

「分かったわ。とにかくひたすら逃げるか魔術で防ぐかしながら、隙すきを見て封ふうじる」

「鳥達にあなたを守らせます。エル・ダワヒは空を飛ぶことはできない。敵わないと感じたら、迷わず飛んで逃げてください」

「大丈夫。できることはするわ」

　使う呪文は何度も繰り返し、暗あん誦しようできるようにした。ヤンシャーの助じよ言げんも聞き、対応を何種類も考えた。魔女神の使う魔術も確認済みだ。

（やってみよう）

　必ず助ける。できるかどうかはその場に立てば分かるはずだ。胸の前で拳を握りしめたライラは眼がん下かに目をやった。

　そして、身を乗り出した。

　砂漠の丘を、一人の商人らしい男がよろめきながら登っていたのだ。

（こんなところに、人……？）

　とにかく助けたほうがいいだろう。

「ヤンシャー王、あそこに人が……」

「おや、砂漠を迷っているようですね。入り口の村まで運ばせましょう」

　ヤンシャーが笛を吹くと、三羽の大おお鷲わしが現れ男に向かって飛び立った。さぞかし驚くだろうと見守っていたライラは、男がやってきた遙はるか前方に戦う一団を見つけ声をあげた。

「ザイン!?」

　間違いない。ザインとシャールカーン、そして見たこともない真っ赤な髪の女だった。女というより、その異い様ような風ふう体ていを見ればおそらく悪霊だろう。二人は剣を持ち、女と対たい峙じしている。

　ライラは指で一団を指し示した。

「お願いっ、あそこに降りて！」

　ロク鳥が急に速度を上げ、ヤンシャーも緋色の上衣を脱ぎ捨てる。

「当然です！　憎にっくき仇かたき、あれこそが災いの魔女神エル・ダワヒです！」

「なんですって!?」

　ロク鳥はザイン達に向かい急きゆう降こう下かする。軽けい装そうになったヤンシャーはライラを胸に抱くと、ロク鳥の背を蹴った。地に降りると同時に、ヤンシャーは黄金の鞘から大剣を抜き放ち、ライラはザインとシャールカーンを背後に庇い立つ。

「ライラ！」

　シャールカーンがみるみる顔を輝かせた。

「ライラ！　なぜここに！」

　ザインの問いに答える間もなく、ライラは両手を掲げた。

（まずは防ぐ！）

　魔女神が突然現れた新あら手てに衝しよう撃げき波はと共に毒を吐き出すより一呼吸早く、ライラは叫んだ。

「唯一神カドルの名において！　災いよ、去れ！」

　毒の塊かたまりは結界にぶつかり消しよう滅めつする。目を見開いた魔女神に、ライラは確信を持って自身を奮ふるい立たせた。

（いける！　私の術は通用する！）

　翳かざした手に力を込めたライラの前に、ヤンシャーが砂漠を蹴り跳躍した。

「災いの魔女神よ！　私の民達を返してもらうぞ！」

　気合と共に、魔女神の腕を一いつ刀とう両りよう断だんする。真っ黒な血飛沫と共に悲鳴をあげ飛とび退すさったそれに向け、砂地を一蹴りで飛び体勢を整えると、再び大剣を振り下ろした。まさに豹のごときしなやかさだ。

「お前は……！」

　身を翻ひるがえした災いの魔女神、エル・ダワヒは愕がく然ぜんとその黒光りする肌を震ふるわせた。

「ヤンシャーではないか！　まさか妾わらわの呪いを解いたのか!?」

　大剣に斬りつけられ、魔女神は大きく顔を歪ゆがめ距離を空あける。その着地点目め掛がけ、左右からシャールカーンとザインが斬りかかり、動きを止めた魔女神に向けライラは叫んだ。

「全能のカドルは唯一の偉い大だい者しやなり！　其そは信仰に背くものを打ち、制せいし、封じ賜たまう！」

　しかし魔女神はその全てをなぎ払い嫣えん然ぜんと笑った。

「ヤンシャーよ！　お前の妻なら石にしてラーフにくれてやったぞ！　今頃はもうこの世にはおらんだろうよ！」

「なっ……！」

　今度はヤンシャーの動きが凍こおりつく番だった。魔女神の口から吐き出されたものが、風ふう圧あつを持って襲い掛かる。

「危ない！」

　間かん一いつ髪ぱつ、ライラの防ぼう御ぎよが間に合い直ちよく撃げきは防げたが、衝撃波と共にヤンシャーは紙のように軽く吹き飛ばされた。ロク鳥が主を救うため、旋せん回かいしヤンシャーを中空で受け止める。

　魔女神エル・ダワヒは唇から細い悲鳴のような耳みみ障ざわりな音を出した。見る間に砂漠の地から複数の黒い狼が現れ、それぞれ咆ほう哮こうをあげると大地を蹴りライラ達に襲い掛かる。

「お前の仕し業わざだったのか！」

　シャールカーンは飛び掛かってきた狼を払いのけると、眦まなじりを上げ叫んだ。エル・ダワヒは声をあげ笑った。

「ほほほ。商人共を砂漠に散らす予定をよくも邪魔してくれたな。妖霊ジヤン共よ、あの子供から食い散らかしておしまい！」

「シャールカーン！」

　ザインが砂漠を走る。だがすぐに狼達に行く手を塞ふさがれた。

（早くしないと！）

　焦り、ライラは必死で叫んだ。

「全能のカドルは唯一の偉大者なり！　其は信仰に背くものを打ち、制し、封じ賜う！」

　しかし魔女神は魔術を弾き飛ばすと、怯ひるむことなく風を呼び砂を巻き上げる。砂すな嵐あらしに巻かれ悲鳴をあげたライラに、魔女神はカッと呪いの目を向け、毒を吐き出した。

　一番の邪魔者が誰か気づいたのだ。

　ライラは声も上げられず身を庇ったが、毒風の衝撃は訪れなかった。驚いて見ると、ヤンシャーの操るロク鳥が前に立ち塞がり、毒の風と砂嵐を押し返していたのだ。更に左右から襲い掛かる狼を、駆けつけたザインとシャールカーンが斬り伏せる。

「援えん護ごします！　落ち着いて！」

「とりあえずお前は集中しろ！」

　気力を取り戻したヤンシャーは、天空に向け手を挙げた。

「雑ざ魚こは任せなさい！」

　勢いきおいよく笛を吹くと、空から鳥達の群れが狼目掛け襲いかかる。激しい獣達の攻こう防ぼう戦せんに劣れつ勢せいを感じたのか、エル・ダワヒが後退する。

「ヤンシャーよ！　妾を倒しても妻は戻らんぞ！」

「私がお前と戦う理由は妻だけではない！　国の民を救うことを優先したまでだ！」

（ヤンシャー王……！）

　力強い声に、ライラは気持ちを取り戻した。

（そうだ、落ち着いて──！）

　ヤンシャーを元に戻した、あのときの感覚を思い出せ。

　焦ってはいけない。それは魔術の基本だ。急がなければならないときほど、全てを忘れ時間の概がい念ねんから外れるのだ。

　攻撃を心の中から遮しや断だんし、ライラは目を閉じた。恐れることはない。周りを守ってくれる皆がいるのだから。

　周囲を流れる風が止まった。

　一切の皮ひ膚ふの感覚が消える。幾いく度どか感じたあの静けさが身体を包み、ライラは無心になった。

　大きく開いた目で、砂漠に立つ魔女神に狙いをつける。

「全ぜん能のうのカドルは唯一の偉大者なり！　其は信仰に背くものを打ち、制し、封じ賜う!!」

　パンッと、大気が音を立てて爆はぜた。

　驚きよう愕がくの表情の魔女神が、動きを止める。

　連動して止まった狼達が次々と溶け出し砂漠に吸い込まれていく中、魔女神の周りを光に透ける壁が取り囲んだ。

　透明なそれは回転しながら素早く収しゆう束そくし、エル・ダワヒを四方から閉じ込める。魔女神は周囲の壁を叩き破は壊かいしようとするが、力及ばす、やがてその身は透き通る四角い箱の中に封じ込められてしまった。

「……やった……っ！」

　ライラは信じられない思いで、掌に載のるほど小さくなった四角い結界を見つめた。縮ちぢまっていく結界に合わせ、魔女神が小さくなって封じられていく。結界壁を叩きながら何かを叫んでいるが、声は聞こえなかった。

「で、できた……！」

　砂漠に膝をついたライラを、ザインが慌てて支える。

「よくやった、ライラ！」

「素す晴ばらしい！　感謝しますライラよ！」

　シャールカーンとヤンシャーの歓声に、ふっと神しん経けいの糸を途と切ぎれさせたときだった。

　結界の中の魔女神が、カッと目を見開いた。鼓こ膜まくを破るようなすさまじい耳鳴りに襲われ、ライラは悲鳴を上げ耳を塞ぐ。激しい眩暈めまいが起こり、たまらずに意識を逸そらした。

　刹せつ那な、魔女神を包んだ結界の壁が弾け飛んだ。

（しまった！）

　ぐうぅっと魔女神の身体が盛り上がり、箱の中から飛び出す。その笑みを見たとき、ライラは身動きが取れなくなった。

「危ないっ！」

　だがシャールカーンが叫ぶより早く、三さん半はん規き管かんの揺れをものともしないザインの半月刀が一いつ閃せんしていた。躊躇いもなく首を一刀両断し、返す刃やいばで心臓を一突きにする。

「ギャアアアアアアッッ！」

　耳を覆うような悲鳴と共に、魔女神の身体が細かな欠片かけらとなって飛び散った。硝子ガラスのように、何種類もの色に分かれて飛ひ散さんしたその中の一つに向け、ルーダイナが叫ぶ。

「黒い欠片が心臓だ！　潰つぶせ！」

「待て！　呪いを！」

　ヤンシャーが飛び出すのが見えたが、間に合わなかった。

　ザインの剣が、寸すん分ぶん違たがわずまっしぐらに黒い欠片に振り下ろされたからだ。断だん末まつ魔まの悲鳴をあげた魔女神は元の一つの身体に戻り、砂漠に倒れ伏す。

「なんということを……！」

　血けつ相そうを変えたヤンシャーに、ザインは平へい然ぜんと剣についた砂を振り払った。

「機会があれば止とどめを刺さなければいけません。正攻法では力が及ばないことは、誰より私が知っているんです」

　ヤンシャーは顔色を変え怒りに震えていたが、言葉を返そうとはしなかった。ライラもシャールカーンも押し黙る。ザインの言ったことは真実だ。生け捕りにできるような相手ではない。

「おのれ……！　なぜ心臓を！」

　低く地の底から響くような声がして、それぞれ弾かれたように身み構がまえる。だがエル・ダワヒは起き上がることなく、手足の末まつ端たんから灰と化していた。

　震え上がるような恐ろしい顔でルーダイナを睨みつけている。

　砂漠に転がったままのルーダイナは、静かな声で言った。

「堕おちたものよ。かつては神の御み許もとにいたお前が、ラーフの手に掛かり毒の魔女神となるとは……。砂漠に旅人を迷わせ、仲間の餌としていたのか？」

　ザインとシャールカーンはハッと顔を見合わせた。ライラも砂さ丘きゆうを逃げていく商人を思い出す。

「さっき一人いたわ！」

「いや、十五人いる！」

　シャールカーンの声に、ヤンシャーは即座に笛を取った。

「捜させましょう！」

　たちまちのうちに、空を旋回していた鳥達が彼方に飛び去っていく。砂に埋もれたルーダイナは、同じく砂地に横たわるエル・ダワヒを見つめた。

「サビハよ。曙あけぼのの名を持つ、美しく天女のようであったお前はどこにいったのか」

「……！　なぜその名を……！」

　憐れみを込めた口調に、怪訝そうな顔をしていた魔女神は、やがて目を見開いた。

「……ジオロジロス……？」

　だが、そこまでだった。災いの魔女神は激しい炎を噴ふき上あげると、甲かん高だかい悲鳴を残し、ひとくれの灰となって消えてしまったのだ。

（ジオロジロス……？）

　しかし今の疑問を尋ねる前に、ヤンシャーが音を立てて砂地に崩れ落ちた。

「終わってしまった。私は……国の民達をどうやって救ってやればよいのだ……」

　あれだけ決意したのに、助けることができなかった。封印しきれなかったライラは、申し訳なさにひざまずき、声を震わせた。

「ごめんなさい、ヤンシャー王。私の力が足りなくて」

　もう少し、あと少しでも気力を保てれば完全に封印できたかもしれない。だがそれはもう考えても詮せん無ないことだった。打ちひしがれたヤンシャーは、潤うるんだ瞳でライラを見上げる。

「ライラ、こうなってはあなただけが頼たよりです。どうか私の民達を戻してやってください。私の妻としてお迎えします」

「ヤンシャー王、それは……」

　もちろん助けにはなるつもりだが、妻はお断りしたい。弱ってしまったライラに、ザインが笑顔を向けた。

「なんの話ですか？　聞き間違いでしょうか。妻、と聞こえましたが」

　それには答えず、ヤンシャーは砂を払って立ち上がった。

「そなたには関係のないこと。さあライラ、私の国に戻りましょう。もう用は済みました」

「待って、ヤンシャー王。私がカフ山に送ってほしいって言ったのはこの人達で……」

　手を引かれ、ライラは慌てて踏みとどまった。が、逆方向に引っ張られ、たたらを踏んだ。見ればザインが笑顔でライラの二にの腕うでを摑んでいる。
















「先に質問に答えて頂けますか？　ライラ、この方はどなたですか？　いつ、どこで知り合い、今まで何をして、なぜ一緒に来たのですか？」

　顔は笑っているのに、やけに迫はく力りよくが漲みなぎる口調だ。ライラは怯みつつ、湖の王国の話を三人に聞かせた。ザインは笑顔のままうなずく。

「お話は、よぉく分かりました。しかし、残念ですがヤンシャー王。ライラは私達の魔術師なのです。ここから先は私達と行動を共にしてもらわなければ」

「そなたらはライラを役に立たないと見て、置き去りにした。今更返せはないだろう」

「ライラの安全を第一に考え、連れてこなかっただけです。勝手に危険なことに巻き込んだのは、失礼ながらヤンシャー王、あなたの方です」

「何を！　先ほどの戦いも私とライラがいなければ死んでいただろうよ」

「それについてはお礼申し上げます。どうもご苦労様でした。ライラは返してもらいますので、さっさとお引き取りください。シャールカーンも異い存ぞんはありませんね？」

　笑顔を向けられ、シャールカーンは青ざめた顔でぎこちなくうなずいた。

「どうしたの、大丈夫？　顔色が悪いわ。魔女神が怖かった？」

　そっと覗のぞき込めば、シャールカーンはライラに縋すがりつく。

「こ、怖いから、頼むから、一緒に来てくれ」

　今にも震えだしそうだ。

（毒を使う相手だったものね。相当怖かったんだわ）

　シャールカーンが放すまいとライラの長衣を摑み、ザインは勝ち誇ったように笑った。

「我が主あるじもこう言っておりますので。さあ、ライラ行きましょう」

「なぜ貴様がライラの行く末を決める！」

「貴様、ときましたか。品のある王様かと思いましたが、本ほん性しよう出てきましたね。ライラは私がきっちり村に返します。あなたの王国を元に戻す魔術師ならエルサム王国から派は遣けんしましょう」

「お、おい、勝手に決めるなよ！」

　シャールカーンが口を挟はさむも無視し、ザインは顎あごを上げてヤンシャーを睨む。

「とにかくライラは駄目です」

「おのれ……！　我が国が呪いを解かれた折には、いの一番に貴様の国に攻せめ込こんでやろう！」

「いいでしょう、受けて立ちますよ」

「こらーっ！　勝手に戦いくさにするな！」

「ご心配なく、シャールカーン。私が唆そそのかせば、陛へい下かは他た愛あいなく軍を動かしてくださるでしょう」

「やめろ！　お前が言うと本当に動いてしまいそうだ！」

「待って待って、二人とも！　変な冗談はやめて！　ヤンシャー王、あんなに頑張って命いのち懸がけで守ってきた民なんだから、戦なんてしないで。みんな哀しむわ」

　ライラは二人の腕を静かに離させた。

「私、やっぱり湖の王国に残るわ。だって私の封じが甘かったからでしょう？」

「あなたがそんな責せき任にんを感じることはありません！」

　血相を変えて詰め寄られ、ライラは一歩下がった。こんなに動どう揺ようしたザインを見るのは初めてだ。気き迫はくに押されながらも、ヤンシャーに向き直る。

「私がみんなを戻すわ。長い時間が掛かるだろうしお城までは無理かもしれないけど、人が戻ればお城なんてまた建てられるでしょう？」

　ヤンシャーは黒い目を見開き、ライラを見つめた。やがて泣き出しそうな顔で微笑む。

「ありがとう、ライラ。とても希望が持てた。あなたが力を貸してくださるなら、皆を助けられるかもしれない」

「あー、盛り上がっているところを悪いが、私なら其そ処こもとの国の呪いを解くことができるぞ？」

　ルーダイナの声に、三人は一斉に振り返った。ヤンシャーだけは目をぱちくりさせ、埋うもれないよう、必死に砂漠でうごめくランプルーダイナを見つめている。

「ライラがそなたの呪いを解いてみせたように、力が下、もしくは同等の呪いなら解けるのだ。私はジャスミンの命令でしか動けんが、事情を話せば協力してくれるはずだ。私に解けぬ呪いなど、おそらく存在しないだろう」

「本当ですか、ランプの魔神よ」

　ヤンシャーは人語を話すランプが仲間と知り、顔を輝かせた。ライラは慌てて埋まりかけたルーダイナを取り上げると、砂を払ってやる。ザインとヤンシャーの言い合いに気を取られ、すっかり存在を忘れてしまっていたのだ。

「そうよね。うん、そうだわ、ルーダイナの言う通りよ。まずは姫を助けるために、ラーフの城を目指しましょう」

　新たな提てい案あんをしてくれたルーダイナに感謝し、いつもの腰こし帯おびに取りつけた。定位置に戻ってきたルーダイナに、なんだか無む性しように嬉うれしくなる。ヤンシャーは瞳に力を込め、左胸に手を当てた。

「私も共に行きましょう。ラーフに真実を問うまで、私はシャムサーを諦めません」

「わあ！　ヤンシャー王が来てくれるなら心強いわ」

　名乗りを上げたヤンシャーに、ライラは喜んで手を合わせた。あれだけの剣けん技ぎに加え、鳥も操れるのだ。

「じゃあ、とにかく今日は野宿しましょうか。オアシスが近くにあったわよね」

「ええ。ではロク鳥を呼びましょう」

　ヤンシャーは笛を一吹きした。途端に、砂漠を旋回していた大きなロク鳥が舞い降りてくる。ヤンシャーとシャールカーンが先に背中に乗り、ライラとザインから渡される荷物を受け取りロク鳥に乗せていった。ザイン達の駱駝や商人の置いていった荷物等、全て積み込んでもロク鳥の背中はまだ余あまるほどだ。

　積み終わると、ヤンシャーはライラだけをロク鳥の背中に浮かび上がらせ、ザインを見下ろした。

「ご自分の力でお上がりなさいな。ライラは女性ですからね」

「上げてあげて！」

　ザインは怒りもせず無表情だったが、あまりな言い分にライラが叱ると、ヤンシャーは不ふ承しよう不ぶ承しよう笛を吹いた。すぐにザインの体が浮き上がり、乱暴にロク鳥の背中に落とされる。

「どういう原げん理りなんだ？」

　シャールカーンに不思議そうな顔をされ、ヤンシャーは笛を掲げてみせた。

「私達には見えませんが、背に翼が現れるようですね。持ち主である私の妻は、そう言っていました」

「すごいな、空を飛べるなんて」

　感心したシャールカーンにヤンシャーは微笑むと、ロク鳥を飛ばした。あっという間に下界が遠ざかり、陽の沈みかけた紅の空に舞い上がっていく。大面衣イザールが飛ばされそうになり、よろめきながら摑み取ると、ヤンシャーがすかさず後ろからライラを抱きしめた。

「風が強いですからね。私がこうして抱いていてあげましょう」

「結構です！」

　慌てて離れると、ヤンシャーは残念そうに吐と息いきをつく。

「つれないですね。抱き合って眠った仲なのに」

「あれは獣だったからでしょう！」

　真っ赤になったライラが叫ぶと、急にヤンシャーの体勢が崩れ、ロク鳥の背からずり落ちそうになった。前まえ触ぶれもなく隣から来た鋭い蹴りに、ヤンシャーが悲鳴を上げる。

「何をするのだ！　危ないではないか！」

　ザインは爽さわやかに笑顔を見せた。

「ハハハ。申し訳ありません、足が当たりました。落ちないかなと思いまして」

「何を考えているっ、貴様は！」

　ぎゃあぎゃあ喚わめく背後の二人に、ライラはやはり駱駝で行けばよかったと後こう悔かいした。

「ちょっと、二人とも。気が合わないのは分かるけどもう少し考えて」

「全くだ。いい大人が何を子供みたいなことを」

「ザイン、俺の命令だぞ。気持ちは分かるけどあんまりなことするな」

　ルーダイナは別として年下二人から諫められ、ヤンシャーとザインは、しぶしぶ互いの襟えり元もとを摑んでいた手を下ろした。

「その通りですね。ライラ、あなたのためにもこの男の無礼には目を瞑つむるとしましょう」

「申し訳ありません。以後気をつけます」

　言ったものの、途端にそっぽを向く。

　全く気をつける気がなさそうな棒ぼう読よみに、シャールカーンとライラは揃ってため息をついた。
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　とりあえず全員疲れきっている。特にシャールカーン達は、十日間も砂漠を彷徨ったあげく魔女神ジンニーアと戦ったのだ。ラーフの城でも何が起こるか分からないため、旅の用意も兼かねて、明日の朝一度シルワンの町に戻ることになった。

　最後にザイン達が逗とう留りゆうしたオアシスにロク鳥を下ろしてもらって、ライラは愛用の鍋なべを摑む。

「じゃあここで野宿しましょうか」

　男達が簡かん易いの天幕を立てる間、ライラは料理の支し度たくにかかった。

「ルーダイナ、火を頂ちよう戴だい」

　灯火口に、ボッと小さな炎が上がる。闇やみの中に浮かぶ橙色の優しい光に、ライラは目を細めた。

「ごめんね、戻ってきちゃって。せっかく私のことを考えてくれたのに」

　ルーダイナの気持ちを無む碍げにしてしまった感はある。無表情に見えるランプだが、困り顔をしている気がして、そっと蓋ふたを撫でた。

（今度こそ、ちゃんと言わないと）

　ライラはルーダイナを見つめ、微笑んだ。

「お願い。もう置いていかないで。ここで置いていかれるほうがよっぽど哀しいわ。怖いけど、役に立つように頑張るから、だから一緒に連れて行って」

　魔女神エル・ダワヒとの戦いで、自分の魔術が通用することが分かった。ラーフに対して戦力になるかどうかは分からないが、きっと魔術師がいないよりはましなはずだ。

「……そなたは本当にお人よしだ」

　火を薪まきに落としたルーダイナは、ぽつりと言った。

「もし先に出逢っていたら、私はそなたを選んでいたかもしれんな」

「なにが？」

「だああっ！　お前らいい加か減げんにしろっ！」

　少し離れた背後から叫び声がこだまし、ライラは振り返った。また例の二人がいがみ合っているのだろう、シャールカーンが屋根に当たる羊よう毛もうの布を振り回して喚いている。

「もう、また何かあったのね」

　これから一緒に鬼神の城に乗り込むというのに、困ったものだ。ライラがため息をつくと、ルーダイナは呆れたような声を上げた。

「そなたのせいだぞ。少しは気づいてやれ」

「気づくって……何に？」

　目を瞬またたくと、ルーダイナはやれやれと灯火口から小さな煙けむりを吐き出した。




　料理が完成すると、ライラは綺麗に茣ご蓙ざを敷しいて座を作った。

「よし。じゃあ、ご飯にしましょうか」

　天幕も何とか立てられたようだ。ライラはぐったりしている三人を呼んだ。

　今夜の献こん立だては、商人達が置いていった荷物から肉や香こう辛しん料りようなどを拝はい借しやくして豪ごう勢せいにした。明日はシルワンに戻るし、皆が無事だったお祝いだ。

　塩しお胡こ椒しようと薬やく味みで味付けした鳥の炙あぶり肉にく、干し肉と米を葡ぶ萄どうの葉で包みスープに入れた煮に込こみ料理。そら豆と肉を潰つぶしてオリーブ油で揚あげ、南瓜かぼちやの種の塩しお炒いり、温めなおしたパンを添そえる。香辛料を利きかせた干し肉とオアシスで取れた杏あんずと橙を皿に盛もり、綺麗に切り分けた砂さ糖とう漬づけの檸れ檬もんを飾れば完成だ。広げられた卓たく布ふの上で芳かぐわしい香りと湯気を上げる料理に、ヤンシャーは感かん嘆たんの声を上げた。

「やあ、ライラ！　あなたはとても料理がお上手ですね！」

「ありがとう、ヤンシャー王。まあ、ほとんど商人の持ち物なんだけどね」

　ごめんなさい、頂きますと心の中で詫わびると、ザインはいそいそと座に着いた。

「かまいませんよ。どうせあっても腐るだけ。こっちは命を助けてるんですから、感謝してもらいたいぐらいですよ」

「早く早く、食うぞ！」

　シャールカーンが一生懸命催さい促そくするので、食前の祈禱を唱え、ライラはにっこり笑った。

「はい、どうぞ召めし上あがれ」

　言うや否いなや、全員の右手がわっと伸びた。その勢いや、量が多かったかという心配を吹き飛ばし、逆に足りるだろうかと思わせるほどだ。

　無心で炙り肉を口に詰め込んでいたシャールカーンがむせ、その背を叩いて水を飲ませてやると、煮込み料理を味わっていたザインがしみじみとつぶやいた。

「ああ、本当に久しぶりですよ。あなたの手料理は」

「大げさね。たったの十日ほどじゃない」

　心を込めて言われ、ライラは苦笑する。

「十日！　十年ぐらい食べてない気がしますよ。あなたの料理はおいしいし心温まります」

「ありがとう」

　ライラは微笑んだ。お世せ辞じかもしれないが、素直に嬉しかった。この旅をするまで料理は自分一人が食べるためのものだったのだ。やはり食べてくれる人がいるのは嬉しい。

　だが嬉しい反面、勢いよく食べてくれる三人を見つめ旅の終わりを思った。

（無事にお姫様を助けられれば、みんなともお別れなんだわ……）

　ヤンシャーは湖の王国へ。そしてルーダイナとジャスミンもバスラムか、はたまた遠い国のどこかへ。シャールカーンとマルジャーナとザインもエルサムへ帰るか、ルーダイナ達と一緒に行くのかもしれない。

（そして私はアムルの村に戻る）

　いつも平和だった、あの生活に戻るのだ。朝陽が昇のぼる前に起き、薬草を探しに行き、店を開け村のみんなと話をし、夜が来れば眠る。ずっと続いてきた、あの平へい穏おんな生活に。

「ライラ、どうかしましたか？」

　ザインの声に我に返ると、三人とルーダイナが心配そうに見つめていた。隣にいたヤンシャーの手が伸び、ライラの顎あごに触れる。あっと思ったときにはもう唇が迫せまっていた。

「そんな悲しそうな顔をしないで、ライラ…………って、なんだ貴き様さまは!?」

　ヤンシャーの額を掌で無理やり押し返したザインは、底冷えのする顔で微笑む。

「ライラの唇に汚けがらわしい物体が触ふれそうでしたので……！　ああ、ヤンシャー王でしたか。これは失礼致しました、はっきり汚らわしいなどと言ってしまい！」

「貴様あああっっ！」

「お、落ち着いて二人とも！　ラーフと戦えるか不安だっただけなの、大丈夫よ！」

　うっかり感かん傷しように浸ることもできない。またしても諍いさかいが始まりそうになり、ライラは場を落ち着かせるために急いで茶を用意した。

　一同が手をすすぎ食事を終えると、ライラに茶を配られ機き嫌げんを戻したヤンシャーが口を開く。

「ところでライラも不安だと言っていましたが、ラーフに勝つ算さん段だんはあるのですか？」

　黙ってしまった皆に向け、ルーダイナは静かに言葉を紡つむいだ。

「ひとまずラーフの居きよ城じように忍しのび込こみ、ジャスミンを捜すしかあるまい。そなた達の命のためにも、私が力を使えない状態での勝負は避さけたいのだ。ジャスミンに私を本来の姿に戻してもらえれば、ラーフなどに負けはしない」

　ヤンシャーはふむ、と顎に手を当てた。

「酷こくなことを言うようですが、そもそも姫君はご無事なのでしょうか」

「あの魔女神はルーダイナを捜していたぞ。ジャスミンがもう死んでいるのなら、捜す必要はないだろう」

　確かにそうだ。シャールカーンのもっともな言葉に、最悪の事態を想像したライラは胸を撫で下ろす。

「私を殺し、ジャスミンとの契約を失くすために捜しているのだろう。ジャスミンは私との契約により、わずかではあるが悪霊を祓はらう力を得たのだ。いかに強力な鬼神といえども、神に信仰せぬ限りは彼女を自由にはできん。それにジャスミンは絶対に死んではおらぬ。私が今も生きているからな」

「なるほど。契約者である姫が死ねば、あなたも死ぬということなのですね」

　ヤンシャーは納得したが、ライラは首をひねった。

「魔神が人の契約に縛しばられるの？　逆なら分かるけど、ジャスミン姫は生まれつき何か特別な力をお持ちだったのかしら」

「ジャスミンは普通の人間だ。私の契約者だから、特別になったのだ」

　ルーダイナは言葉を切った。

「私の本当の名はジオロジロスという」

　一同は一斉に押し黙る。魔女神エル・ダワヒが呼んだ名は、聞き間違いではなかったのだ。ライラは遠慮がちに口を開いた。

「ジオロジロス……って、お伽とぎ噺ばなしに出てくる有名な悪霊でしょう？」

「民話では世界を焼き尽くしたことになっていますね」

「神に命じられてその世界を復ふつ興こうさせたのが、今の教主カリーフアの家系なんだろう？」

「人語を解かいするランプよ、あなたがそのおぞましい悪霊だと言うのですか？」

　静まった夜の中で、ルーダイナは一つ息を吸う。

「その通り。ルーダイナとは、ジャスミンが契約の折に与えてくれた名だ。まずは私がランプに姿を変えた話からしよう。

　──皆も知るように、私は過去に悪あく事じの限りを尽くし、ついには世界を焼き払った。

　見かねたカドル神は強大な力によって私の姿をランプに変え、犯おかした罪つみの数だけ人の望みを叶かなえよと言ったのだ。願いを叶えた人の数が罪の数を上回ったとき、私は封じの魔術から解放されるだろう、と」

「……ルーダイナ。じゃあ、あなたをランプの姿に変えたのはカドル神なのね……？」

　ライラは大きな畏おそれに打たれ、声を震わせた。

　この世界に生きる者は皆、カドル神に帰き依えし、日々感謝の祈禱を捧ささげる。しかし神の姿が目に見えることはなく、人々は日常に起こる様々な出来事からその存在を感じるのだ。

　生死や避けられない不幸、起こるはずのない幸運、不思議な巡めぐりあわせ──。それらでしか感じられなかった遠い神の姿が、ルーダイナを通して近くに感じられた気がした。

「そうだ。私がランプの姿から解き放たれ、本来の魔神としての姿を顕あらわせるのは持ち主となった人物の命令があるときのみ。私はこの不自由な封印から逃のがれるため、人の願いを叶え続けた。しかし悪人の手に渡れば、それは私の悪事も同じこと。中にはお前達のように善良な者もいたが、多くは欲よく望ぼうや恨うらみ妬ねたみにまみれ、数えることもできない永ながい年月の中で私は疲れ果てていた。

　そんなある日、私は一人の導師イマームと出逢った。導師は私の持ち主になろうとはせず、話を聞いてくれた。そして非常な憐れみの心に打たれ、言ったのだ。

『神の意思を解くなど、大それたことはできん。だが、死の自由ぐらいは与えてやろう。お前が〝これこそは〟と思う高こう潔けつな人物が現れれば、その者と正式な契約を交わし共に生きるがいい。ならばその人物の徳に免めんじて、お前は神から死を賜り、天使リズワーンの守る天国の門をくぐることができるだろう』

　私はその場で神の啓けい示じを受け、カドル神に信仰することとなった。こうして生き永らえていることを見れば、神は導師の申し出をお許しくださったのだろう。

　私に死の自由を与えてくれた男は大導師バシュラとして、今日まで名を残すほどの導師となった。その彼も亡なくなり、私は求める人物を見つけられないまま数百年を過ごした」

　そこまで話すと、ルーダイナは一いつ旦たん言葉を切った。

「だが今から五年前。私はついに、永い時を掛けて探していたものを見つけたのだ」

　ライラは手にしていた木の杯はいを両手で包み込んだ。

「それがジャスミン姫なのね」

　ルーダイナはうなずく。

「私達が初めて出逢ったのは、彼女がまだ十歳のとき。砂漠のオアシスの木の下だった。

　私は前の主の死と共に砂漠に埋もれ、五十年ほど身動きが取れずにいた。求める人物に出逢えないまま、このまま砂の中で永遠の時を過ごすのかもしれない。そう思っていた。

　それを見つけてくれたのが、父を見舞うジャスミンの一行だったのだ。当時アクバル王は大たい病びようを患わずらい、エルサムに近いコニヤの町で療りよう養ようしていた。

　物珍しさから私を拾った彼女の最初の願いは、父の病やまいを治すことだった。

　そして二つ目は、なんと、私を魔神から人間に変えてほしいというものだったのだ。

　どうやら一目で気に入ってくれたらしい。私がランプに姿を変えられていると知って、不ふ憫びんに思ってくれたのだろう。私も一目で彼女が清すが々すがしい心根の持ち主だと分かったが、それはできないと答えた。その願いは神から許されていない。また、契約を結ぼうにも彼女は幼すぎ、私は彼女を知らなすぎた。私は言った。

「今から五年後、十五歳になってもまだ気持ちが変わらないなら、そのときは身の上をお話ししよう」と。

　それから五年間、姫は私を片かた時ときも側から離さなかった。姫は毎夜私を魔神の姿に戻し、神への感謝と共に一日の出来事を語りかけてくれた。そしてその五年間のうちに、私は待ち望み、渇かつ望ぼうしていたものを彼女の中に見み出いだしたのだ。

　美しさ、優しさ、明るさ、清らかさ、信仰篤あつく、慎み深く、慈じ悲ひ深ぶかく、また心強い姿を。

　私は年若いながらも、この姫こそが私を神の門に導みちびいてくれる者だと確かく信しんした。いいや、それ以前に私は深く姫を愛した。

　選んだ人物が天国の門をくぐるに相応ふさわしいかどうかは、最後の審しん判ぱんのときに決まる。相応しくなければ、それこそ未来永えい劫ごうの地じ獄ごくに落ちるだけだ。だが、たとえ姫を選んだことが間違いであり地獄へ落ちようとも、私は後悔しないだろう。姫もまた同じく、五年間私を想い過ごしてくれた。

　そして姫は交まじわりを持って、私の正式な契約者となったのだ」

「交わり？」

　ライラがきょとんとすると、男三人が肩を竦めた。

「要するに、夜よ伽とぎだ」

「男女の営いとなみですよ、ライラ」

「一夜を共にした、ということですね」

　口々に答えられ、一気に頰に血が上のぼった。

（だ、黙っておけばよかった……！）

　焚き火のせいではなく真っ赤になって、不自然に黙り込んだライラに、堪こらえきれずにヤンシャーが吹き出す。

「ああ、本当に可か愛わいい方ですね！　やはり私の妻になりなさい。正妃シャムサーに劣おとらぬ待たい遇ぐうをお約束しますよ」

「ヤンシャー王、面おも白しろくもない冗談はおやめください。ライラが困ってしまいますから」

　鼻で笑ったザインと睨みつけたヤンシャーの視し線せんを断ち切るように、シャールカーンは咳せき払ばらいした。

「しかし、相手が男の場合はどうなるんだ？」

「簡単なことだ。私が女の姿になればいい」

　ライラはまたしても声が出そうになったが、もう黙っておいた。

「だが、後宮ハリムの宦かん官がんの密みつ告こくにより、教主がそれを知ってしまった。激げき怒どしたアクバル王は姫のいない隙を狙い、魔術師に私を封じる魔術を掛けさせると、宦官に託たくし言った。

『これを二度と世に現れぬ場所に封じてしまえ！　もしも我が前に見まみえた場合はそちの首を搔かっ切きってやろうぞ！』

　怯えた宦官は私を川に投げ捨て、そのまま宮きゆう殿でんに戻らず行方をくらましたのだ」

　その後を継つぎ、シャールカーンが口を開いた。

「ジャスミンからルーダイナがいなくなったと聞き、後宮内を探ってくれたのはマルジャーナだ。あいつは宦官が一人姿を消していることに気づき、教主がジャスミンの婚こん礼れいを急ぎだしたことから、ルーダイナの失しつ踪そうが教主の命令だと知ったんだ」

「その知らせを受けた私とシャールカーンは、使えるだけの兵を使って宦官を捜しました。やっと見つけ、捕とらえた宦官からランプを川に投げ捨てたことを聞いたんです。残された婚礼までの三み月つきをかけ、私達は川を浚さらい、岸辺の村々を巡りました」

　ザインの言葉に、シャールカーンがうなずく。

　広く、流れのある川から、たった一つの小さなランプを見つけるために。

「流されたのなら、もう見つけることはできないかもしれない──。もう駄目なんじゃないかと何度も思った。だが、婚礼まであと数日というときになって、俺達はやっとルーダイナが岸辺の村の漁りよう師しに引き上げられたことを突き止めたんだ……！」

　シャールカーンの力強い言葉に応え、ルーダイナが蓋を鳴らす。

「そう、川に捨てられた私はカドル神の意思により、漁師が引いた網あみに掛かったのだ。引き上げた物がランプだと知った漁師は、それを三ドラクムで一人の商人に売った。商人は祝祭の行われるバスラムへ商あきないに出かけ、私を一人の村人に売った。──その後はライラ、そなたの知るところだ」

　ルーダイナに見上げられ、ライラはゆっくりとうなずいた。

「それがアムルの村の長ちよう老ろう、ハサンおじさんだったのね……！」

　ハサンは買ったランプをライラのところへ持ち込み、そして、行方を追ってきたシャールカーン達が到とう着ちやくした。

　ルーダイナは封印を解かれ、シャールカーン達はライラという魔術師と出逢い、ライラは不思議な偶ぐう然ぜんからロク鳥を操るヤンシャーを仲間に迎えた。

　そして今、共に姫を救うために鬼神の城へ向かおうとしている。

　ルーダイナは一同を見上げ、心の感かん激げきを抑おさえられないように言った。

「私はきっとジャスミンを救うことができるだろう。なぜなら、カドル神は私の道の上にこの上ない協力者を置いてくださったからだ」

　この面々でなければ成なし遂とげられないことを、成し遂げるため────。

「至し高こう全能のカドル神に称たたえあれ！　素晴らしき巡り合いの奇き跡せきに感謝を──！」







　砂の流れ落ちる音に、ふと目が覚めた。

　天幕を開けて見れば、遠くで大きな砂の丘が崩れ、さらさらと形を変えている。

　細い三み日か月づきはまだ空に輝き、星達も賑にぎやかにさざめいていた。眠りはじめてからそれほど時間は経たっていないようだ。

　ライラは大面衣イザールを肩に羽は織おって外に出たが、焚き火の側にいつも見張りをしてくれているザインの姿がない。火の側には、一人ルーダイナが置かれている。

「ザインなら水辺だぞ。見張りの代わりを頼まれた」

「水辺？」

　目を瞬くライラに、ルーダイナは穏おだやかに言った。

「行ってやったらどうだ。ザインはそなたと話がしたいだろうから」

「どうして？」

　話なら起きているうちにすればよかったのに。首を傾かしげたが、ルーダイナは苦笑した……ように見えた。

「もう見張りは終わりだ。呼んできてくれ」

　まあ、そういう理由なら分かる。ライラはうなずいて椰子の木の森に入った。

　椰子の木々の間を抜け少し奥へ入ると、ザインは大きな泉の岸辺に片膝を立てて座り込んでいる。ライラは足音を立てて近づくと、背中に声を掛けた。

「どうしたの、こんなところで。ルーダイナが呼んでるわよ？」

　ライラが来たことは分かるだろうに、振り返る気配はない。

　ライラは隣に並ぶと、柔やわらかい砂の上に腰を下ろした。今日は砂漠の夜にしては、比ひ較かく的てき暖かい。木々と水の匂いが気持ちよく、満天の星を見上げた。

　あまりの星の多さに、見ていると吸い込まれそうになる。村にいればこんな景色も知らなかっただろうと、ライラは立てた膝の上で頰ほお杖づえをついた。

「ルーダイナにあんな過去があったなんて、びっくりね。でも話を聞いて、早くお姫様を助けてあげたくなったわ」

「……あなた、私達と別れてからどこに行っていたんですか」

　突然話題を変えられ面めん食くらった。夜空から現実に目を戻すと、ザインが真しん剣けんこの上ない顔でライラを見つめている。

「どこって……。今日、砂漠で説明した通りよ？」

「ではここ数日は、昼ちゆう夜やヤンシャー王と一緒だったわけですね？」

「もちろん」

　うなずくと、ザインの目が細まった。笑顔で細くなったのではない。剣けん吞のんな感じに、だ。わけも分からず、震えが走った。ザインは低い声で繰り返す。

「……もちろん、ときましたか」

「な、なにか悪かった？」

「先ほど、抱き合って眠った、と聞こえましたが」

「うん、ヤンシャー王が獣だったときね。寒かったし」

「寒かった！」

　大おお仰ぎように返され、ライラはうろたえた。何がそんなに引っかかるのか。ザインはライラの動揺を無視して更に尋ねてくる。

「人間だと分かっていたわけですよね？」

「うん、まあ。でもあんな人だとは知らなかったわよ？」

「あんな人とは？」

「えーと、あんなに若い男の人だとは」

「ではどんな人だと思っていたんですか」

「何も考えてなかったわ。とりあえず元は人間なんだとしか思っていなかったから」

「妻とか、いつ言われたんですか？」

「元に戻したその夜に。でもきっと本気じゃないわよ。王おう妃ひ様がいらっしゃるんだから」

「王妃がいても、あなたを娶れないわけじゃないでしょう」

「いや、うん、そうなんだけど……」

「で、あなたはなんと返事をしたんですか？」

「もちろんお断りしたわよ」

「どんな言葉で？」

　次々と繰り出される質問に、ライラは窮きゆうした。ザインは無表情で答えを待っている。

「妻になるのはお断りします、って断ったわ。一体どうしたの？　何か気になるの？」

　しかしこっちから質問すると、ふいと前を向いてしまって何も答えてくれない。

　その様子に、なんだか村の子供達を思い出した。

「なに拗すねてるの」

「拗ねてませんよ」

　思いきり不ふ貞て腐くされたような回答に、ライラは苦笑した。笑われ、ザインはばつが悪そうに顔を上げる。

「後悔してたところですよ」

「なにを？」

　首を傾げると、ザインはため息をついた。

「反応を楽しんでないで、さっさと捕まえておくべきでしたね」

「なに？　魔女神？」

「あんまり素直で、思い通り動いてくれるから油断していました。思わぬ邪魔者が割り込んできた」

「はあ……」

　曖あい昧まいに相槌を打つと、ザインはライラに向き直った。

「もう少し堪たん能のうしたかったんですが、仕方ありません。私の妻になりませんか？」

「はあ」

　ぽかんとした。

　しばらく二人で見合ってしまった。

「……え？」

　何と言ったか把は握あくしきれず目を瞬いたライラに、ザインは静かに顔を近づける。

　軽く顎を持ち上げられ、唇と唇が触ふれ合あう柔らかな感かん触しよくに思考が停止した。

「結婚を申し込んでいるのですが」

　ゆっくりと時間を掛けて唇が離れ、至近距離にあるザインの瞳が月明かりに煌めく。

「この私、ザイン・エル・カマラルザマンが魔術師の乙女、ライラに結婚を申し込んでいるんです」

「……ザイン……がライラに……」

　結婚。

　うわごとのように繰り返し、はたと動きを止めた。

（ザインがライラに結婚!?）

　やっと意味を理解した瞬間、ライラは飛び退った。

「な、な、な！　なんでこんな急に!?」

　混乱して頭も舌も回らない。慌てふためく様に、ザインは一転してにっこり笑った。

「急でもなんでもないつもりですが」

　とっさに立ち上がろうとすると、腕を摑まれ、ひんやりした砂の上に引き倒される。覆いかぶさられ、もがいたが全くどいてくれる気配がない。
















「不安でしたよ。私のことを好きになっているはずなのに、あなたの反応が薄かったから。ひょっとして男として見られていないんじゃないかと思って」

「なっ！」

　なんという自信か。ライラが思わず振ふり仰あおぐと、不ふ敵てきな笑みを湛えた顔とまともに目が合う。ザインは静かに顔を落とすと、顔を背けたライラの耳に口づけた。

「今すぐ妻になって頂ければ、私は一番安心なんですが」

　耳に熱い息が掛かる。思わず身を竦めると軽く耳たぶを嚙かまれ、ライラは盛せい大だいな悲鳴をあげた。

「どうしたライラ！」

　シャールカーンとヤンシャーが草をかき分け走り寄ってくる。飛び起き、耳を押さえたライラは急いでザインから離れた。まさかこんなこと言えるわけがない。

　駆け寄ってきた二人に、ザインは満天の星明かりの中で生き生きと微笑んだ。

「獣が飛び掛かってきたのですよ。私が一緒でよかった。ね、ライラ」

「獣ぉ？　そんなものいたのか？」

「ええ。もう砂漠に消えました」

　まだバクバクと鳴る心臓を押さえ、ライラは息を飲み込んだ。

（あ、あぶ、危な！　この人すごい怖い！）

　今まで優しく穏やかだと思っていた印象が、見事に覆くつがえされる。シャールカーンは肩の力を抜くと、あっさり背中を向けた。

「ったく、人ひと騒さわがせだな。もう寝るぞ？」

「可か哀わい想そうに。怖かったでしょう、ライラ。立てますか？」

　ヤンシャーに手を取られかけ、思わず振り払ってしまった。びっくりされ、ライラは慌てて謝る。

「ご、ごめんなさい、大丈夫よ！　一人で立てるから！」

　手など取ってしまっては、後でどうなるか分からない。ヤンシャーの申し出を断ったとき、ふと顔を上げるとザインと目が合った。

（ひっ……！）

　声が出そうになった。

　ザインはニッと笑ってみせたのだ。

　胸の谷間を汗が流れ、その夜、ライラは生まれて初めて身の危険を感じた。







　翌日の夕方、砂漠を飛んだライラ達は無事シルワンに戻った。

（うう……！　どうしたらいいのかしら）

　ライラの目もつ下かの悩みはラーフではなく、ザインの扱あつかいだった。今日はなるべくヤンシャーから離れるようにしていたが、何かと寄ってくるのでザインの視線が怖くて仕方ない。

　何がどう彼の怒りに触れるのか。問題はそこだ。

　シルワンに戻ると、まずは商人組合に出向いてトゥーマに事情を話した。砂漠を逃げていった商人の荷物を預かってもらうためだ。

「あとは買い物と宿取りですね」

　無事引き取ってもらうと、ザインは三人を振り返った。視線から逃げるように、ライラは更に後ろのシャールカーンを振り返る。

「シャールカーン！　私と一緒に買い出しに行きましょう！」

「気持ち悪いな、お前どうしたんだ？」

　まあいいけど、とシャールカーンはおとなしく了りよう解かいしてくれた。さっさと二人組になってしまったライラに、ザインはしばらく黙って視線をくれる。

「……では私は宿を取りに行ってきますね」

　やっと視線が外され、ライラは冷や汗をかいた。耐えきれず、シャールカーンの背中に隠れようかと思ったぐらいだ。

「では私は着替えてきましょう」

　緋色の衣のヤンシャーは、自みずからの装いを見下ろした。さすがに宝飾品は外しているが、整った顔立ちと堂々とした雰囲気が町人達の目を惹ひいている。ザインはにっこりと笑った。

「ああ、それはいいですね。派は手ですぎるし連れて歩くのも迷めい惑わくしていたところです」

「これは失礼。私にはどうも魅み力りよくがありすぎるようだ。あなたのように地味にしてこよう」

「だぁっ！　うるさい！　とにかく日ア傾ス時ルの鐘かねで集合な。帝てい王おう館かん前でいいか？」

　またしても言い合いになりそうな気配を強引に断ち切り、シャールカーンは一同を解かい散さんさせる。

「あの二人、本当に気が合わないわね」

　市場スークを歩きながらため息をつけば、隣にいたシャールカーンとルーダイナにため息をつき返された。

「お前がそれを言うか……」

「心しん中ちゆう察さつするぞ、シャールカーンよ。私は眠るので後は頼む」

「こら、逃げるなよルーダイナ」

　怒ってみたが、起こす気はないらしい。

　シャールカーンはぼやきながらも、ライラを促うながし露ろ店てん街がいに入っていった。

「買う物ってなんだ？　食料でいいのか？」

　果くだ物ものを手に取ると次から次へ笊ざるに乗せていく。さりげなく自分の好きな物ばかり入れるので、手渡される側から元の場所に戻してやった。

「あっ。何するんだ、それは俺が食べるんだぞ！」

「あなた以外食べないでしょ。保存も利かないんだから、一つにしなさい！」

　叱りつけてやると、シャールカーンは悔しそうにライラを見た。

「お前、ザインと何かあっただろう」

「べべべべべ別に何も！」

　動揺のあまり、戻そうとしていた無花果いちじくを取り落としてしまった。

　やはりザインへの態度が露ろ骨こつすぎたのかと窺うかがうと、シャールカーンは鼻で笑う。

「噓つけ。どうせ昨日の夜だろう。ザインのやつ、俺が寝るときまで死ぬほど機嫌が悪かったのに、お前の悲鳴の後からは最高に機嫌が良くなってた」

　内心恐れ入った。さすがに生まれたときから一緒に過ごしているだけある。一定して穏やかにしか見えない感情の起き伏ふくを、シャールカーンは見抜いているのだ。

「その……。変に思わないでね」

　ライラは心を決めて、ザインに対する印象を打ち明けた。求きゆう婚こんされたことは省はぶいて、思っていた人と違う、ということだけだ。話を聞いてくれたシャールカーンは、素すっ頓とん狂きような声をあげた。

「ザインが怖いぃ？　何言ってんだお前」

「そ、そうよね。そんなことないわよね」

　えへへ、と笑うと、シャールカーンは可哀想なものを見るような目をライラに向ける。

「今更だろ。あれを優しく穏やかだと思っていたお前に驚くぞ。確かに、この旅始まってからは近年稀まれに見る機嫌の良さだったけど」

「な、なんですってぇ！」

「あんまり大声あげるな。まあその機嫌もヤンシャー王が来てからは氷ひよう点てん下かだが」

　まったく、あいつの機嫌が悪いとひやひやする……と肩を落としたシャールカーンに、ライラは愕然とした。

　青ざめたライラを見て、さすがに真実を言いすぎたかとシャールカーンは取とり繕つくろう。

「安心しろよ。怖おそろしい奴だが、お前を傷つけるようなことはないと思うぞ。最初は遊びかと思ったけど、どうやら本気みたいだしな」

「……あ、遊びだって言われた方がまだ納得できるわ……」

　ザインがライラに好こう意いを抱いだいていることも、シャールカーンはしっかり気づいていたらしい。やや声を潜ひそめる。

「お前、あいつから首飾り預かっただろ」

「シルワンの町で滞たい在ざい費ひにしろって言ってた物？」

「そう。あれ、ザインの母親の形かた見みだ」

「なんですってぇっ！」

「叫ぶなっつってんだろ！　馬鹿者！」

（う、売らなくてよかった……っ！　感謝いたします、偉大なる神カドルよ！）

　夢中で祈りを捧げてしまった。今となっては湖の王国での出来事に感謝だ。あのまま町に着いていたら、逗留するうちに宝石の一つぐらい売ってしまっていただろう。

「ああでも、そんな大切な物を渡してくれたなんて。本当に何もなくてよかった！」

　安堵に涙が出そうだ。そんなライラを、シャールカーンは力ない目で見つめた。

「お前……。こんなこと言いたくないが、尊そん敬けいするよ。なりたくないけど憧あこがれる」

「え？　どうして？」

「……なんでもない。別の意い図とがあると思わないんだったら、それが一番だ」

　ライラは首を傾げたが、シャールカーンは急に疲れたように先を進みだした。

　保存食を買い込み、一番重要な水と日持ちする酒の壺つぼを、それぞれ三十ずつ帝王館まで運んでもらうよう注文する。

　ロク鳥でどのくらい掛かるかは分からないが、駱駝で行く並の量を買っておいた。

「みんな無事だといいわね」

　もうすぐ鐘が鳴る頃だろう。少し遅くなってしまったが、二人は首しゆ尾びよく買い物を済ませ宿に向かった。

「ねえ、マルジャーナさんってどんな人？」

「なんだ？　いきなり」

　前を歩いていたシャールカーンは首だけで振り返る。ライラは足を速め隣に並んだ。

「なんとなく」

「お前、やっぱり変な奴だよな」

　シャールカーンは、はにかむように笑った。

「強いぞ。ジャスミンとマルジャーナは俺とザインみたいな関係。普通に買われてきた女おんな奴ど隷れいだけど、ジャスミンの姉みたいなものだ。ジャスミンが五歳のときに、話し相手として買われたから、マルジャーナもまだ十歳だった」

　少し黙った後、シャールカーンはポツリと言った。

「俺、あいつの顔に傷をつけたんだ。危ないって言われてたのに剣で遊んで、止めにきたあいつの額に当たった。すごい血が出てみんな大騒ぎして、俺も申し訳なくて大泣きした」

　そのときのことを思い出したのだろうか。自じ嘲ちよう気ぎ味みに目を伏せた。

「だからかな。あいつ、俺がどれだけ好きだって言っても信じてくれない。傷つけた負おい目めだとか、そんなんじゃないんだ。だから分かってもらいたい」

　大寺院マスジツトから告こく時じ僧そうの打つ鐘が響き、見れば太陽は西の砂漠の彼方に沈もうとしている。シャールカーンは尖せん塔とうを見上げた。

「遅くなったな。帰るぞ。あいつら二人にしてたら心配だ」

　にわかに急ぎだしたシャールカーンに、ライラは大きくうなずいた。

「うん！」

「なんでそんな笑うんだっ！」

「いや、なんとなく」

　頰が緩んだままのライラに、シャールカーンは赤くなって「言うんじゃなかった……」とつぶやいた。




　ザインは帝王館の前で待っていてくれた。ライラ達が戻るのを見て、近くの屋台から装いを変えたヤンシャーも寄ってくる。ザインと並んで待つのはよほど嫌いやだったらしい。

「どうですか。町人らしいですか？」

「うーん……。そうね」

　両手を広げたヤンシャーに、ライラは曖あい昧まいにうなずいた。

　頭にはザイン達と同じような簡かん易いの頭巾を巻いている。何の変へん哲てつもない黒の下した穿ばきに紫し紺こんの長衣を重ね、装飾品も一切ない。それなのに道行く人が振り返っていく。

（何かしら。雰囲気かな）

　持って生まれたものだろう。ただ立っているだけで目が吸い寄せられるような、そんな不思議な魅力があった。

　ヤンシャーは金貨の入った腰帯の袋を掲げ、ライラに笑顔を向ける。

「お金ができたので、夕食は私が奢おごりましょう。お礼を兼ねて」

「はいありがとうございます。今日は遠慮なく食べ放題ですね。喜びなさいシャールカーン、帰りの路ろ銀ぎんが浮きましたよ」

「なぜ貴様が返事をする！」

　また騒ぎだした二人にうんざりして、シャールカーンは無視して切り出した。

「で、部屋は取れたのか？」

「ええ、もちろん。今日は二部屋取りましたので、シャールカーンとヤンシャー王、私とライラで」

「何言ってるのよ！」

　さも当然というような部屋割りに、ライラは悲鳴をあげた。ザインは不思議そうに眉を上げる。

「どうしたんです、ライラ。ついこの間まで一緒の部屋でも何も言わなかったのに。困ることでもあるんですか？」

「か、考えるようにしたの！　とにかく嫌！」

「本当に何を考えているのですか。あなたはシャールカーン殿どのの従じゆう者しやなのでしょう？　ここは私とライラで」

「それも嫌っ！」

　どっちに転んでも怖い。一番安全なのはやはりシャールカーンだが、口を開くより早く落ち着いた声が制した。

「ちょっと待てよ。ライラはこれでも女だ。俺達三人とライラで分けよう」

「シャールカーン……！」

　これでも、という単語が気になったが、ライラは両手を組んで感謝した。この二人と同じ部屋など、今からシャールカーンの苦労が偲しのばれる。

「……分かりました。では、そのようにしましょう」

　曲まがりなりにも主人の命令に、ザインはしぶしぶ同意した。




　ご飯を食べに行く約束をして、先に浴場ハンマームを使うことにした。熱い蒸じよう気きで蒸された浴室に長々と入り、身体の汚れを落とすと生き返った心地ここちがする。

「ああ、気持ちよかった！」

　部屋に戻ると、ライラは寝しん台だいの上に転がった。砂漠は汗と砂だらけになるし、こんなにさっぱりしたのは久しぶりだ。

　食事の時間まで風ふ呂ろ上あがりの清涼水ジユラーブを貰もらい飲んでいると、不思議な心地がした。外から響く町の音が、急に遠く感じられたのだ。

（一人になるなんて、アムルの村を出てから初めてだわ……）

　ルーダイナも三人と同じ部屋だし、全くの一人だった。村にいたときはライラが一人なのは当たり前のことだったし、静かなことにも慣れていたのに──。

　ライラは自身の袋から魔術書を取り出した。

　もうすっかり読どく破はし、使いそうな呪文は暗誦できるようになっている。一枚一枚頁ページを捲めくりながら、くすりと笑った。

（こんな風に使うなんて、思ってもみなかったわ）

　姿を変える呪文、消す呪文、戻す呪文。死者を光に還す呪文、攻撃を跳ね返す呪文、敵を封じ込める呪文。

　後半は、どれも読んだことすらなかったものだ。

　ライラは静かに本を閉じた。

　そっと清涼水の杯を遠ざけると、部屋の中央で胡坐をかく。両手を組んで目を閉じた。

　何度か深呼吸を繰り返し、ライラは瞑めい想そうの海に沈む。ヤンシャーと出会ってからは毎夜繰り返してきたことだ。

（この先、魔術の失敗は許されない）

　自分はきっと時間を無駄にしてしまった。

　もっと最初からその覚悟があれば、墓はか場ばでザインが傷を受けることも、災いの魔女神ジンニーアを封じ損そこなうこともなかっただろう。

（もっと力を出すことはできるはず）

　次こそ鬼神ラーフと戦うのだ。

（今度こそ皆の助けになります。唯一神カドルよ。どうか信徒の姫を護り賜らんことを）

　いつまでそうしていただろう。

　ふと心を戻し、目を開いたとき、ライラはぎょっとして姿し勢せいを崩した。

「ザイン！　いつからいたの？」

　同じように胡坐をかき、笑顔のザインがライラと向かい合って座っていたのだ。

「素晴らしい集中力ですね。盗人ぬすつとが乗り込んできても気づかなそうだ」

「びっくりしたぁ。どうしたの、もう浴場には入ってきたの？」

「ええ。私は早くに上がって、ずっとあなたを見ていましたが」

「声を掛けてちょうだい！」

「恐ろしいほど周りを閉ざしていたので、邪魔しては悪いかと思って」

　もっともらしい理由をつけて、ザインはにこにことライラを見つめる。ずっと見つめられると落ち着かず、ライラはさりげなく後ずさりして距離を空けた。

「何か用があったの？」

「ええ、話をしたくて。最近はずっと勉強ばっかりですね」

「う、うん。だってちゃんと覚えておかないと、いざという時使えないし……」

　しばし沈黙が降りて、ライラは話題を探した。

「いよいよラーフと戦うのね。怖いけど、足を引っ張らないようにするから」

「守りますよ、あなただけは。他がどうなっても」

　近づかれ、びくっと身を引いてしまった。

　ザインは目を丸くしたが、ライラが赤せき面めんするのを見ると吹き出した。近寄り、手を取る。

「そんなに怖がらなくても、何もしませんよ」

　しっかり見み透すかされ、ますます赤くなったライラにザインは笑った。

「まあ、そういうところが好きなんですが。でも意識してもらえて嬉しいですよ。これまで全く無反応でしたから」

「あら、そんなことないわ」

「相手が私じゃなくても同じ反応だったでしょう。今は私だから反応している。違いますか？」

　最初から好意は持っていたつもりだが、言われてみればそうかもしれない。考え込むとザインは声をあげて笑った。

「ああ！　なんて素直なんでしょうね、あなたは！　今、そうかもしれないと思ったんでしょう？」

「お、思ってない！」

　悔しくて手を放させると、預かっていた首飾りを外した。

「これ返すわ。シャールカーンから聞いたの、あなたのお母様の形見だって。傷とかついてしまったら大変だもの」

「持っていてください。かまいませんよ、傷ぐらい。なんなら壊こわしてもらっても結構です」

「そんなことになったら罪ざい悪あく感かんでどうにかなりそうだわ」

「そもそも罪悪感を持ってもらおうと思って渡した物なので、使っていいですよ」

「そんなこと聞かされたらもう通用しません！」

　睨んだが、ザインはニッと笑った。

「そうでしょうか」

「ぐ……っ」

　ライラは言い返せずに唸った。ザインの言う通り、ここまで聞かされてもやっぱり罪悪感を覚えるかもしれない。

「とにかく、お返しするわ」

　無理やり持たせると、ザインはその手を包み込んだ。

「考えてくれましたか？　私の妻になる話を」

　微笑んで指先に口づける。

　唇の感触に慌てて手を引っ込めようとしたが、今度は握り込んだまま放してくれない。懸けん命めいに外そうと奮ふん闘とうしていると、笑顔のまま見つめられていることに気づき、恥ずかしいやら悔しいやらで涙目になってしまった。

「あの、噓よね？　からかって遊んでるのよね？」

　噓だと言ってくれれば楽なのだが、ザインはあっさりと首を横に振る。

「いたって本気ですが。私のことは嫌いですか？」

「まさか！　そんなことはないわ。結婚もとてもありがたいし、嬉しいけど、でも考えたことがなくて……」

「ではあなたの考えがまとまるまで待ちます。──あなたの側で」

　急に真剣な顔をされ、ライラは吸い込んだ息が吐けなくなった。

　時間をくれるということは分かったが、なぜそこまでされるのかが分からない。

「……どうして私なの？」

「なぜそう思うんですか。私があなたを好きになったら変ですか？」

「変だと思う」

　ライラはきっぱりと言った。

　はっきりと聞いていないが、ザインは確実に貴族だろう。充分に見目も良く、剣技は素人しろうとのライラでも分かるほど素晴らしい。

　十五歳にもなれば大体の女性が嫁よめに行ってしまうが、ライラはもう十七歳。結婚は本当にありがたい申し出だが、とても本気にはできなかった。

「エルサムには、あなたの奥さんになりたい人がきっとたくさんいるわ」

「いませんよ、そんな奇き特とくな女性は」

　全く奇特だと思えないのは、ライラが故国でのザインを知らないからなのだろうか。

　確かに、ザインはライラが思っていたような性格ではないのかもしれない。それでも全部が全部、欺ぎ瞞まんに満ちているようには見えなかった。

　旅の間に受けた優しさや、頼りになると感じた部分は本物だ。絶対に演技などではない。

　だからこそ、ザインに選ばれることがライラには信じられなかった。

「私は美人でもないし、ただの村娘だわ。あなたとは釣つり合あわないと思うの」

「あなたはとても可愛らしい人ですよ。それに顔の美び醜しゆうで決まるんですか？　それならライラ、あなた私よりヤンシャー王の方が好きでしょう」

「えっ!?」

　ズバリと言われ、うろたえた。無意識に目が泳いだようで、ザインの声が一段低くなる。

「図ず星ぼしですか。本当に分かりやすいですね。私、あなたと他の男の間に何かあったら、一発で見抜く自信がありますよ」

　なんとなく血の気が引いたが、怯えを感じ取ったザインはすぐに表情を和やわらげる。

「まあ、だからこそ、あなたとあの人の間に何事もなかったと信じられるんですけどね。全くあの人の女性の扱いには恐れ入ります。ことあなたに関しては、常つねに先手を取られてしまっている」

「あら、ヤンシャー王は本気じゃないわよ。一番愛しているのは王妃様だもの。だって私に側室なんて似合わないでしょう？　そりゃあもちろん、あなたの妻でも充分似合わないけど……」

　語ご尾びが消えてしまい、うつむくと頭の天てつ辺ぺんに口づけられた。

「確かに。あなたのような清きよらかな人に、私みたいな濁った男は釣り合わないでしょうね」

「え？」

　聞き返した途端音を立てて勢いよく扉が開き、ライラは思わず飛び上がってしまった。乗り込んできたヤンシャーは、大おお股またで近づく。

「さあさあさあ！　早く食べに行きますよ！」

「ちょ、ちょっと、ヤンシャー王！」

　抱いて立ち上がらせられ、ライラは悲鳴をあげた。あっという間に連れ去られる。

　呆ぼう然ぜんと見送ったザインは状況を把握すると、扉の外にいたシャールカーンを睨んだ。

「止めておいてくださいと言ったでしょう」

「……無理」

　シャールカーンとルーダイナは、互いに疲れた声でつぶやいた。
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　翌朝ロク鳥に乗り込んだ一同は、ラーフの城を目指して飛び立った。

　駱駝はシルワンに預け、移動手段はロク鳥のみだ。最初に砂漠の村を発たったとき以上の食料と水を積み込み、果ての砂漠を飛び続けた。

「俺達、こんなところを渡ろうとしてたんだな……」

　ひたすらに続く砂漠を見下ろし、シャールカーンは身震いした。

　ロク鳥の背中から見渡しても、一面黄色い砂の丘だ。熱風に巻き上げられたのか、遠くで何本かの竜たつ巻まきがゆっくりと砂漠を移動している。

　遙はるか彼方に蜃しん気き楼ろうのようなオアシスを見つけ、何とかそこで野宿しつつ進んだ。

（もしロク鳥がいなかったら……きっと辿り着けないわ）

　人の足で行けるものではない。オアシスもロク鳥に乗ってやっと見つけられたのだ。駱駝でなど確実に無理だろう。

　七日が過ぎた。

　砂漠は相変わらず丘きゆう陵りようを見せ、カフ山の姿など欠片も見えない。

（あら……？）

　照りつける灼しやく熱ねつの太陽と、揺らぐ砂の彼方を見ていたライラは、ふいに長衣の前をかき合わせた。

　大面衣イザールを上げ、辺りを見回す。景色に変化はない。どこまでも続く黄おう金ごんの大だい砂さ海かいだ。

「どうしたんです、ライラ。具合でも？」

　気遣わしげなザインや、自分を見つめる皆の表情に変化はない。

（私だけ……？）

　急に。本当に何の前触れもなく。

　まるで、一瞬で夜になったかのような冷れい気きを感じたのだ。ひんやりと肌を撫で、通り過ぎていく微かすかな空気を。

　長衣の腰元でルーダイナが声を上げた。

「ヤンシャーよ。ロク鳥を止めてくれ」

　ロク鳥は何もない砂漠の上空で、羽ばたいたまま進みを止める。

「商人達から聞いただろう。魔術師の力なくして城は見えん」

「どういうこと？」

　ライラは首をひねったが、シャールカーンとザインはうなずいた。腰元を見下ろせば、ルーダイナもライラを見上げている。

「隠された鬼神ラーフの城を炙り出す。ライラ、私の言う呪文を復ふく唱しようしてくれ。エル・ダワヒと同等の力を持つお前ならできるはずだ」

「……分かったわ」

　ライラはロク鳥の背に立ち上がった。揺れる背によろめくと、手を貸そうとしたヤンシャーを遮さえぎり、ザインが立ち上がってライラを抱いた。ライラは感謝の視線を送り、しっかり両足を開いて揺れる背中に立つ。

「唯一神カドルの名において」

　ルーダイナが声をあげる。呼吸を整え、ライラは後に続いた。

「唯一神カドルの名において」

「過ぎし時の魔力により、信仰と祈りの絆きずなを持ち、いと寛かん仁じんなる者の上に平安と祝福のあるように！」

「過ぎし時の魔力により、信仰と祈りの絆を持ち、いと寛仁なる者の上に平安と祝福のあるように！」

　ルーダイナは声を張り上げた。

「我が魔術の功く徳どくにより、出いでよ！　其は神のものなり！」

「我が魔術の功徳により、出でよ！　其は神のものなり！」

　空間に音もなく、白く光る平行線が走る。それはまさに一瞬、瞬きをするような時間だった。

　シャールカーンが大きく息を吞む。

　ライラの詠えい唱しようが終わるや否や、周りの景色は一変していた。

　何もない、ただの砂漠だった空間に、恐ろしく壮そう麗れいな宮殿が現れたのだ。赤い光に浮かび上がるそれは、シルワンの町が丸ごと入るほどの広さを持ち、全ての壁は流りゆう麗れいなモザイクで飾られている。

　四人はその目の前を飛んでいたのだ。宮殿だけではない。先ほどまでは果てしなく続く砂漠だったのに、今眼がん前ぜんに広がるのは、黒く切り立つ山々だった。

「分かったか。ここはすでにカフ山であり、力ない者は永久の砂漠に惑わされる。これが果ての砂漠といわれる所以ゆえんだ」

　ロク鳥は翼をはためかせると、円まる天てん井じようを持つ頂上の広間へ降こう下かしていく。そこはバスラムの大広間のように、天井だけを持つ、壁のない空間だった。

　ヤンシャーはロク鳥を急降下させると、すかさず笛を吹いた。背から飛び降りた四人は、見事宮殿の回かい廊ろうに降り立つ。

　しかしその先に待っていたのは、侵しん入にゆう者しやの気配を察知した妖霊ジヤンの群れだった。

　十と重え二は十た重えにも異い形ぎようのものに取り囲まれ、ライラは悲鳴をあげた。シャールカーン、ザイン、ヤンシャーがそれぞれ剣を抜き放つ。

「おやおや、さっそく計画倒れですね！」

　妖霊の波を切り崩し、ヤンシャーは笑みを見せた。妖霊を一匹捕まえ姫の居所を聞くはずが、総崩れだ。果か敢かんに立ち向かう三人に、ライラは我が身を叱しつ咤たし立ち上がった。

（しっかりしないと！）

　悲鳴をあげ、うずくまるために来たわけではない──！

　妖霊の波を剣士に任せ、背後に下がったライラはしっかりと両足を踏ん張る。怒ど濤とうのように迫る妖霊達に両手を翳すと、息を吸い込み、叫んだ。

「唯一神カドルの名において！　真理まことを持って我は来たれり！　光よ、汝の敵を打ち破れ！」

　ライラの手から溢れ出た神の光に焼かれ、妖霊達が悲鳴を上げて後ずさる。

　もう隠れようのない騒ぎに、ルーダイナは全身から叫んだ。

「ジャスミン！　私はここにいるぞ！」




　庭園の中、ジャスミンはハッと顔を上げた。

「お兄様……？」

　金きん糸しの面紗ヴエールを揺らし、立ち上がる。

「姫様？」

　急に立ち上がったジャスミンに、マルジャーナは怪訝な顔をした。ジャスミンは駆け出し、格こう子し窓まどから身を乗り出す。

「姫様、どうかなさったのですか？」

「今、お兄様の声が……」

　マルジャーナは耳を澄すました。だが、ルーダイナのものではなく聞こえてくる喧けん騒そうに、二人は目を見開いた。

「……！　誰かが！」

　明らかに常では起こらないような声がいくつも聞こえる。叫び声や吼ほえる声以外は聞こえないが、妖霊達が何かと戦っていることは確かだ。

　マルジャーナは庭園の扉に走り寄り、押してみた。

（見張りがいない……！）

　いつもならすぐ外にいるはずの妖霊がいない。

「姫様、出ましょう」

　マルジャーナは剣を手に取り、腰帯の間に挟んだ。二人は手に手を取って庭園を出ると、声の方へ走り出す。

　ジャスミン達は見張り付きでなら、宮殿内を歩くことを許されていた。攫さらわれた後、とにかく逃げ道を探そうと内部を歩き回ったのだ。もちろんそんなものは見つからなかったが、宮殿の地理を知ることはできた。

　マルジャーナは走りながら南の空を見上げた。鮮あざやかな翼を持つ一羽の巨大な鳥が旋回している。この宮殿に地上から入ることはできないが、空からなら可か能のうだ。

（声の方角は南方。空から入れるとすれば天てん頂ちよう広間だけ！　もしも来たのが本当にルーダイナ様なら……！）

　今ラーフは宮殿にいない。

（帰ってくるまでに、姫様の手に渡すことができれば……！）

　ジャスミンも同じ気持ちなのだろう。南に向かう足取りに迷いはない。

　二人はいくつもの部屋を走り抜け、ひたすらに天頂広間を目指した。ジャスミン達の暮らす宮殿をやっと飛び出し、急な石の階段を上る。普段ここまで激しい動きをしないジャスミンは全身で息をしていたが、懸命に力を振り絞った。

　南の宮殿へは、中ちゆう空くう回かい廊ろうで繫がっている。空に浮かぶ石の回廊に飛び出したとき、マルジャーナは「あっ！」と大きく声を上げた。

　遠く、天頂広間の中には四人の人物がいた。

　魔術師と思おぼしき紺こん青じようの長衣を纏った女と、恐ろしいまでの力強さで妖霊を斬り払っているのは、高こう雅がな雰囲気の見知らぬ男。

　そして。その二人と共にいるのは、見間違えようもない。

「シャールカーン！　ザイン！」

　ジャスミンは回廊から声の限りに叫んだ。

　幼おさな馴染なじみでもある、エルサムの王子シャールカーンと、従者ザインだった。

　まだ距離のある二人がこちらに気づく様子はない。心だけが前へ前へと逸はやり、足がついていかない。何度も転びそうになりながら、ジャスミンは走った。

　きっといる。

　この心の騒がしさは、あの人が近くまで来ているからだ。

（お兄様はきっといらっしゃる！）

　だが、天頂広間に駆け込んだ瞬間、剣を持つ翼ある妖霊達に阻はばまれた。とっさにマルジャーナが剣で払いのけたが、妖霊達は次々と現れる。

　広場奥に囲い込まれ、ジャスミンは絶叫した。

「お兄様──────────！」




「ジャスミンだ！」

　ルーダイナは必死に叫ぶが、妖霊達に阻まれ、ライラには姿さえ見えない。

「焦あせらないで、ルーダイナ！」

　今妖霊の群れの中に突っ込んでいくわけにはいかない。ルーダイナの視線は広間の対たい角かく線せん上じよう、遠く離れた所に向いている。見えるのは翼ある妖霊ばかりだ。

（本当にお姫様がいるとしたら、絶好の機会だわ！）

　ラーフは未いまだ現れない。ジャスミン達は自力でここまで来てくれたのだ。

　ライラは姫がいると思しき場所に向け、両手を翳した。

　──その瞬間だった。

　どんっと、心臓を掌で押しつぶされたかのような圧あつ力りよくを感じた。

　みるみるうちに血のような、鉄の錆さびた臭においが充じゆう満まんし、広間内に黒い雲が凝り固まっていく。

　波が引くように妖霊達が後退していき、ライラは息を吞んで広間の上空を見上げた。

　仰いだその、視線の先。

　黒と紅ぐ蓮れんの炎を撒まき散らし、現れたのは宮殿の主あるじ。




　鬼神ラーフだった。
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「唯ゆい一いつ神しんカドルよ、我われは汝なんじに乞こう！　光満てる手を持ち、汝の信しん徒とを護まもり賜たまえ！」

　強きよう烈れつな悪お寒かんを感じたライラは、ラーフの姿が完全に具ぐ現げん化かされる前に叫さけんでいた。

　刹せつ那な──！

　大地を轟とどろかす轟ごう音おんと共に、見渡すほどの広間が隙すき間まもなく燃もえ盛さかる業ごう火かに吞のみ込まれる。

（────！）

　必死に意識を保たもち、ライラは身を焦こがす熱に耐たえた。護まもりの結界を張っていても、防ぎきれない熱ねつ気きと爆ばく風ふうに呼吸が止まる。うねりを上げる波のような炎ほのおは、遙はるかな天てん井じようまで高々と迫り押し寄せた。

　やがて炎が引いていき、広間に佇たたずむ四人を見て、ラーフは驚おどろいたように額ひたいの第三の目をぎょろりとさせた。大きく裂さけた口が、耳の端はしまで持ち上がる。

「……なんと。生きていたか！」

　わんわんと天井まで反はん響きようする、体中がビリビリと震ふるえる声だ。

　第だい一いち撃げきを防ふせいだライラは、ザインに支えられたまま全身で激はげしく息をしていた。緊きん張ちようか恐きよう怖ふか、安あん堵どか。それら全てが混ざり合い呼吸が定まらない。

「……ありがとうございました、ライラ」

　安心させるように、ザインは支える腕に力を込める。だがその声は震え、血の気の引いた腕うでは凍こおるように冷たかった。

　炎に押され、膝ひざをついていたシャールカーンがゆっくりと立ち上がる。

「よくやった、ライラ。……危うく即そく死しだ」

　汗で滑すべる手を拭ぬぐい、長剣を握にぎりなおす。同じく身を屈かがめていたヤンシャーも、青い顔で微笑ほほえんでみせた。

「やはりあなたは素す晴ばらしい魔ま術じゆつ師しですよ。さあ、行きましょう。カドル神よ、我らに加か護ごを」

　ヤンシャーの祈いのりに、三人はそれぞれ剣を構かまえた。目の前には聳そびえ立つ山のような鬼神イフリート、黒い炎と幾いく重えにも取り巻かれた妖霊ジヤン達の向こうには、ジャスミンがいる。

　ラーフを倒すか。

　ラーフを出し抜き、なおかつ炎と妖霊達の包ほう囲い網もうを搔かい潜くぐり、ジャスミンのもとへ行き着くか。

　果はたしてどちらに可か能のう性せいがあるのか、誰にも分からない。

　未いまだ言葉を発することのできないライラに、ルーダイナの落ち着いた声が響いた。

「ライラ。意識を集中させろ。常つねにラーフの先手を取れ」

　心を静めろ。

　自分に言い聞かせ、ライラは大きく深呼吸した。いつもの静けさ、集中力を思い出せ……！

　思うことは一つ。

（ジャスミン姫にルーダイナを渡す！）

「行くぞ！」

　シャールカーンの声を合図に、三人の剣士はそれぞれ別方向に飛び出した。繰くり出だされた柱のような腕をザインは横に飛んで躱かわすと、降りてきた三本指のうち一本を気合と共に一いつ刀とう両りよう断だんする。勢いきおいよく真っ黒な血ち飛沫しぶきが上がり、ラーフは火ひ柱ばしらを噴ふき上あげた。しかし炎は、動きを予よ期きしていたライラに阻はばまれ消きえ失うせる。

　足元に斬きりかかるシャールカーンとヤンシャーを振ふり払はらうと、ラーフは天を仰あおいだ。

「小こ賢ざかしい！　我わが僕しもべ共よ、悪霊シヤイターンの呼び声に応こたえよ！」

　見る間に広間の上空には漆しつ黒こくの雲が広がる。雲に見えたそれは、カフ山からこちらに向かってくる夥おびただしい妖霊の群むれだった。広間にいるものとは比べ物にならない数にライラが顔色を変えると、ヤンシャーが素早く天上に向け笛ふえを吹き鳴らす。

「ロク鳥よ！　来いっ！」

　現れたのは大王率ひきいるカフ山の鳥の群れだ。ロク鳥はその巨大な羽ばたきで妖霊を吹き飛ばし、ラーフの炎さえ巻き返していく。激しい空中戦を繰くり広ひろげる鳥達に、ライラは目の前の敵に意識を研とぎ澄すました。

（行ける！）

　張はり詰つめた糸のような神しん経けいが空気の振しん動どうを感じる。動きが。呪じゆ文もんの詠えい唱しようが。何よりも繰り出される炎を感じる力が。

　ライラの全てが、ラーフよりも一呼吸速かった。

「ライラ、ザインは躱せる！　シャールカーンを守れ！」

　ルーダイナの指示に、ライラは両手をシャールカーンに向けた。その一いつ拍ぱく後ごラーフの炎が襲おそい掛かかるが、光に守られたシャールカーンは怯ひるむことなく挑いどんでいく。ライラとルーダイナは心を合わせ、ラーフの攻こう撃げきを読んだ。炎の気配はライラが、攻撃対たい象しようがどれなのかは、なんとなく摑つかむライラよりルーダイナが的てき確かくだった。

　ことごとく反撃の邪じや魔まをされ、ラーフは咆ほう哮こうをあげると無差別に炎を吐はき散ちらす。

「ジャスミン！」

　怒いかり狂くるう炎の中で、ルーダイナの叫びがこだました。

　ライラの目に、広間の奥半分が崩れ落ちていくのが見える。妖霊達の包囲が割れ、床に倒れ込む黒髪の女の姿が映った。ラーフの吐いた炎に煽あおられ、ジャスミンとマルジャーナの手が離れたのだ。

　階かい下かへと落ちていくジャスミンを、ヤンシャーの操る鳥達と翼つばさある妖霊が我先にと飛び降り取り囲む。

　無事鳥達に助けられ、階下に舞い降りたジャスミンの姿に安あん堵どしたのも束つかの間ま、一人階上に取り残されたマルジャーナに妖霊達が襲い掛かった。地を駆かけ突とつ進しんしてくる敵を斬り伏せながら、シャールカーンが叫ぶ。

「マルジャーナ！」

　ジャスミンのいない今、敵の攻撃に容よう赦しやはない。ヤンシャーが鳥達を援えん護ごに向かわせ、ザインはシャールカーンの行く手を阻む妖霊をなぎ払う。

「行きなさい、シャールカーン！」

　シャールカーンは即座に走り出した。炎を吐こうとしたラーフに、ロク鳥が頭ず上じようから襲い掛かる。ラーフの気が逸それたのを見て、ライラはマルジャーナに向け手を翳かざした。

「唯一神カドルの名において！　真理まことを持って我は来たれり！　光よ、汝の敵を打ち破やぶれ！」

　神の光に射いられ、妖霊達が悲鳴をあげて弾はじき飛とばされる。囲みが斬り払われ、辿たどり着ついたシャールカーンはマルジャーナと背中を合わせた。

「殿でん下か、なぜ……！」

「聞く暇ひまはない！　後にしろ！」

　泣き出しそうな目を向けたマルジャーナに、シャールカーンは一いつ喝かつした。

　ロク鳥を払い飛ばしたラーフは、すさまじい音を立てて歯は軋ぎしりする。

「おのれええっっ！　忌いま々いましいアダムの子等よ！」

　叫ぶなり、ラーフは巨大な両腕を振り回した。その豪ごう腕わんでもって、広間に立ち並ぶ柱を次々となぎ倒したのだ。

　大地が割れるような揺れに、全員の体たい勢せいが崩れる。床に倒れ込んだライラは、ラーフの視線がシャールカーン達を捕とらえたのを感じた。

（しまった！）

　気づいたときには遅い。ラーフの吐き出した炎が真まっ直すぐマルジャーナとシャールカーンに奔はしる。

「殿下ッ！」

　突き飛ばし、炎を避よけさせようとするマルジャーナを、シャールカーンは迷わずきつく抱きしめた。抱き合った二人に向け、灼しやく熱ねつの業火が迫る。

「シャールカーン！」

「マルジャーナ！」

　ザインの、ジャスミンの悲鳴が燃え盛る炎に搔かき消けされる。だがライラは炎に巻かれるマルジャーナの胸元から、光が溢あふれるのをしかと見た。同じくルーダイナが叫ぶ。

「ライラ、二人を援護しろ！　マルジャーナは神の加護を受けているぞ！」

　燃え盛る瓦が礫れきごと落ちていく二人に向け、ライラは声を張り上げた。

「光よあれ！　唯一神カドルよ、汝の加護を受けし者を救い賜え！」

　白い光を受け、悪霊の炎は風に消される蠟ろう燭そくのごときか弱さで消える。全身を包む淡あわい光が胸元の護ご符ふに吸い込まれるのを、無傷のシャールカーンとマルジャーナは驚きよう愕がくの思いで見つめていた。

　光に包まれた二人は軽やかに瓦礫を飛び越え、ジャスミンのもとへ降り立つ。ジャスミンに群むらがる妖霊達が、二人の剣士の前に次々となぎ倒される。

「今だ、ライラ！　一瞬でも構かまわん、ラーフの動きを制せいせ！」

　ヤンシャーとザインに守られたライラは、鬼神ラーフに向け両手を翳かざした。強大な鬼神の動きを完全に止める力はない。──だが。

（一瞬なら……！）

「カドルは唯ゆい一いつの偉い大だい者しやなり！　慈じ悲ひ深ぶかく慈愛あまねき万ばん世せいの神よ！　汝に背そむく者に、信しん仰こうの光を降くだし賜たまえ！」

　激はげしい閃せん光こうが天てん頂ちよう広間を照らす。眩まぶしさと衝しよう撃げきに悲鳴をあげ、ラーフがその全ての目を閉じる。ライラの詠唱が終わらないうちに、ヤンシャーは笛を摑んでいた。

　ザインは大地を蹴って跳ちよう躍やくした。ヤンシャーに助けられ、瓦礫と傾かたむいた柱を蹴って、高く舞い上がる。

　光に眩くらんだラーフは、再び目を開け、ギョッとした。

　眼がん前ぜんに剣を構えたザインが迫せまっていたのだ。とっさに猛もう然ぜんと炎を吐き出す。

　燃えれば骨さえ残らない激しい炎を、だが、ザインは避よけもせず庇かばいもしなかった。

「唯一神カドルよ、我は汝に乞う！　光満てる手を持ち、汝の信徒を護り賜え！」

　ライラの作る光がザインの全身を包み、炎を防ぐ。

　見開かれたその巨大な濁にごる目の中心に、ザインは渾こん身しんの力を込めて半はん月げつ刀とうを突き立てた。

「ギャアアアアッッ──────────ッッ！」

　鍔つばまで深々と刺さったそれを手放し、ザインはライラの側そばへ降り立つ。

「道を開けて！」

　ヤンシャーが、階下のシャールカーンとマルジャーナが、一いつ斉せいに剣を振るう。

　もはや半分以上が欠かけ落ちたその階下に見えるのは、瓦礫に立つ、辺あたりを払うほど美しい天女フーリー。

　ライラに向け差し出される、長衣から伸びた白く優ゆう美びな両の腕。見上げる、夜空のように煌きらめく群ぐん青じようの瞳ひとみ。

　ライラとジャスミンの視線が、今、初めて交まじわった。

「唯一神カドルの名において！　我が魔術の功く徳どくにより、大気よ興おこれ！」

　音を立てて、背後から突とつ風ぷうが吹き荒れる。一直線に姫に続く道へ、ライラは腰こし帯おびから外はずしたルーダイナを振りかぶった。

「ジャスミン姫！」

　階下に待つジャスミンに向け、強い追い風を受けたランプは銀の軌き跡せきを描えがき落ちていく。

　意い図とに気づいた妖霊達がランプに群がり来るのを、空を舞う鳥達が追い落としていく。シャールカーンが襲い来る妖霊を猛然と斬り払い、姫を庇うマルジャーナがシャールカーンを援護し道を開ける。

　風に乗り、放ほう物ぶつ線せんを描き落ちていったランプを、か細く白い手がはっしと摑んだ。

　鬼神ラーフが吼ほえたその瞬間、高らかに澄すみ渡る声が天頂広間に響ひびき渡った。




「唯ゆい一いつ無む二にたるカドル神よ！　我は魔神ルーダイナの正当なる契けい約やく者しやなり！　魔ジ神ンの中の魔神、王の中の王よ！　我が呼びかけに応え姿を現せ！」




　妖霊が。シャールカーン達が。ライラが。全ての者がその光を見た。

　痛みに狂ったように吐き出される炎の中で、避よけることを忘れたライラを、ザインが抱きしめ庇う。

　しかし、炎が二人の身を焼くことはなかった。

　広間を満たした炎はザイン達を避けて通り、生き物のように、階下に立つ一人の男に吸い込まれていったのだ。

　床に伏せたまま、ライラはその姿に息を吞のんだ。

　ジャスミンを腕に抱き、炎の集まる中央に立っていたのは銀色の髪の魔神だった。

　白い装しよう束ぞくに腰まで届く長い髪を優ゆう雅がに垂たらし、額には真っ赤な、神を表す小さな六ろく芒ぼう星せいが印しるされてある。

　銀の髪の魔神は片手で炎を消し去ると、踊おどるように軽やかに、その手をラーフに向け差し出した。

　炎は怒ど濤とうのように逆流し、主あるじであるはずのラーフ目掛け、まっしぐらに奔る。

「ギャアアアアアアツッッッ──────────！」

　世界を飲み込むかのような灼熱の業火に襲われ、ラーフは断だん末まつ魔まの声を上げると、巨大な身体からだに幾いく筋すじもの細かなひびを走らせた。

　宮きゆう殿でんが激しく揺ゆれる。すさまじい光の中、ラーフの身体は粉こな々ごなに砕くだけ、飛び散り、やがて完全に消しよう滅めつした。
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　ラーフの消えた広間から、妖霊ジヤン達が先を争あらそうようにカフ山に向け逃にげ出していく。ザインに抱だかれ床ゆかに伏ふせていたライラは、おそるおそる顔を上げた。

「きゃっ！」

　途と端たんに、ぐんっと見えない何かに引っ張られ、ヤンシャー、ザイン、ライラは階かい下かに下ろされた。羽う毛もうが落ちるようにふわりと地に着き、美しい銀ぎん髪ぱつの魔ジ神ンと見まみえる。

「ルーダイナ……？」

　座り込んだまま半はん信しん半はん疑ぎで問いかけた声に、魔神は微笑ほほえみ、ライラの手を取った。紅こう玉ぎよくのような赤い目が優しく細められる。

「いかにも。礼を言うぞ、ライラよ」

　ヤンシャーと並んだザインは肩を竦すくめた。

「やれやれ。剣を失うしなってしまいましたね」

「もう必要はないでしょう」

「あんなに高く宙ちゆうを舞うなど、ヤンシャー王には不思議な体験をさせて頂きました。ありがとうございました、と言うべきでしょうか」

「どういたしまして、と言っておきましょう。鬼神イフリートに突っ込むなど見上げた勇気だ。初めてあなたを見直しましたよ」

　二人のやりとりに笑うと、ルーダイナは腕うでに抱いていた乙女おとめに呼びかけた。

「さあ、ジャスミン」

　泣きじゃくるジャスミンは、きつくルーダイナの胸に顔を寄せる。

「ああ、お兄様！　私の愛する夫よ！　このときをどれだけ夢見たことでしょう……！　私があなたをお守りできなかったばかりに！」

「私の愛するジャスミンよ。もう嘆なげくことはない。この先はこの姿のまま側そばにいよう」

　涙に濡ぬれるジャスミンを、ルーダイナは抱きしめた。マルジャーナはそっと目め尻じりを拭ぬぐう。

「よかった……！」

「おい、マルジャーナ」

　ふいに呼びかけられたマルジャーナは、傍はた目めにも分かるほど身体からだを震ふるわせた。ゆっくりと振り返った先にいるのは、不ふ機き嫌げんそうなシャールカーンだ。

「殿でん下か……」

「迎むかえに来たぞ」

「あなたという方は……。私のことはお忘れくださいと申したはずです」

「そんなことは俺が決める」

　マルジャーナの顔が、涙を堪こらえ歪ゆがんだ。

「こんなところまで来て……！」

　シャールカーンは腕を組んで胸を逸そらす。

「俺が来たかったから来たんだ！　ごちゃごちゃ言うな！」

「私はあなた様よりも年が上です」

「だから？」

「身分などないに等しい」

「俺もだ」

　シャールカーンはニッと笑った。

「全部捨ててきた。俺が必要だと思うのはお前だけだ」

　呆あつ気けに取られたマルジャーナの白い手を取り、額ひたいに押し当てる。

「俺は年も下だし、剣もまだまだだ。身長もお前と変わらない。それに、この旅をして気づいたが、……その、世間知らず、だ」

　この王子様も変わったものだ。感かん慨がい深ぶかく見守るライラの前で、シャールカーンは力強く顔を上げた。

「でも、お前に釣つり合あう男になるよう精しよう進じんするから。だから俺の妻になってくれ」

　まだ逡しゆん巡じゆんするマルジャーナの前髪をかきあげる。額の生はえ際ぎわには、斜ななめに走る引ひき攣つれた古い傷きず跡あとがあった。

「この傷の償つぐないじゃなくて、ただ単にお前のことが好きなんだ。いい加か減げん信じろ！　……それとも……俺のことが嫌きらいか？」

　消しよう沈ちんしたシャールカーンに、マルジャーナはゆっくり首を横に振った。琥こ珀はくの瞳ひとみから流れた涙が、褐かつ色しよくの頰ほおを伝う。
















「いいえ……。いいえ。殿下を愛していないなら、こんなに傷のせいではと悩なやむこともありません。私もお慕したいしておりますわ。もうずっと昔、分わけ隔へだてなく一緒に遊んだあの頃から……！」

　シャールカーンははにかむように、黒くろ真しん珠じゆのような目を細め笑った。

「俺もだ」

　固く抱き合った二人に、ヤンシャーは微笑んだ。

「皆様一いつ件けん落らく着ちやくのようですね。よかった。それでは私はここでお別れいたしましょう」

「ヤンシャー王、どこに……？」

　思わず袖そでを摑つかんで引き止めると、ヤンシャーは悲しそうに微笑んだ。

「私はシャムサーを捜さがしに行かなければ」

「私も捜すわ！　一緒に行きましょう！」

「まあ、借りをつくるのは嫌いなので、私もお手伝いいたしましょう」

「待った！　俺も行くぞ！」

　ライラとザインの言葉に、シャールカーンが慌あわててマルジャーナを腕の中から離す。

「ヤンシャー王には世話になったんだ。俺も捜そう」

　一人、マルジャーナは首を傾かしげた。

「シャムサー様……とはどなたでしょうか」

「私の妻です。美しき鳥達の女王。もう……命はないのかもしれませんが、捜したいのです」

　戦いの中では、ラーフに真実を聞く余よ裕ゆうもなかった。涙に濡れたヤンシャーの瞳に胸がしめつけられ、ライラは両手を組んだ。

「捜してみないと分からないわ！　私も捜すから、元気出して……」

「鳥の……。もしかしてあの石像かしら」

　マルジャーナが小さくつぶやいた。皆が一いつ斉せいに振り返り、ヤンシャーが縋すがりつくように詰つめ寄よる。

「ご存ぞん知じなのですか、生ける琥珀の花よ」

「ええ。こちらへ」

　まあ美人に対してはよく口が回るものだと感心したが、マルジャーナはさらりと受け流し天てん頂ちよう広ひろ間まを出た。

「二人を残していって大丈夫かしら」

　抱き合うルーダイナとジャスミンは置いたままだ。後につきながらこっそり聞くと、マルジャーナは華はなやかに微笑んだ。

「ルーダイナ様がご一緒ですもの。心配ありませんわ。参りましょう」

　回かい廊ろうを抜け庭園に戻った一行は、部屋の奥、深しん紅くの緞どん帳ちようを開いた。小部屋に安あん置ちされたその姿を認めた瞬しゆん間かん、ヤンシャーは悲鳴を上げ駆かけ出だしていた。

「おお、シャムサー！　なんと痛ましい！」

「よかったですわ。やはりこの方でしたのね」

「ライラ、戻せるか？」

　シャールカーンに道を空あけられ、ライラは進み出た。

「任まかせて」

　心を静め、両手を組む。

「唯ゆい一いつ神しんカドルの名において。今の形を出いでて、汝なんじの最初の姿に還かえれ！」

　組んだ手の中で空気が弾はじける。慣れ親しんだ感かん覚かくに、ライラは会かい心しんの笑みを漏もらした。

「おおっ！」

　一同のどよめきは元の姿に戻ったことだけではない。おそらくシャムサー姫の美しさにもあるだろう。

　大きな翼つばさは、姿が戻ると同時に華きや奢しやな背中に吸い込まれた。折れそうなほど細い腰と、豊かな胸を薄うす絹ぎぬ一枚で覆おおったシャムサーは、広げられたたくましい両腕の中に飛び込む。ヤンシャーに強く抱きしめられ、琴ことを震わせるようなか細い声で嗚お咽えつを漏らした。

「あなた！　どれだけ待ったことでしょう、この七年間を……！」

「待たせてすまなかった、シャムサー。美しき私の女王よ。忌いまわしい災わざわいの魔女神ジンニーアの手に掛かかり、無む駄だに時を過ごしてしまった」

　ザインは抱き合う二人に微笑んだ。

「姫君、元に戻られてよろしゅうございました。ヤンシャー王はこちらの女性に求きゆう婚こんしていましたから」

「ザイン、何を言うの！」

　両手で指さし示しめされ、慌てて止めるもすでに遅おそい。見る見るうちにシャムサーの形の良い眉まゆが吊つり上がった。

「殿との！　あなたという方は！」

　いきなりはっきりした声に変わり、ヤンシャーだけでなくライラも震え上がった。美人の怒いかりは迫はく力りよくがある。ヤンシャーは怯おびえたように跪ひざまずき、しきりに身を低くして両手を差し出す。

「おお、シャムサー！　私の頭ず上じようの冠かんむりよ！　誤ご解かいだ！　ライラは私を呪のろいから救い出してくれて……！」

「言い訳はもう結けつ構こうです！　本当にいつもいつも！」

「シャムサー、愛する人よ！　どうか機嫌を直しておくれ！」

　痴ち話わ喧げん嘩かを繰くり広ひろげる二人を横目に、ザインは爽さわやかにライラに笑いかけた。

「ハハハ、これで片づきましたね」

「そ、そうね……」

　この笑顔が怖こわい。

　そのとき、背はい後ごで衣きぬ擦ずれの音がした。振り返った全員の前に、緞帳をかき分けルーダイナとジャスミンが現れる。

　まるで光が差し込んだような二人の登場に、喧嘩をしていたヤンシャー達ですら感かん嘆たんのため息を漏らした。まさしくルーダイナとジャスミンは、一いつ対ついの、完成された神の被ひ造ぞう物ぶつだった。

　ライラは言葉を忘れて見み惚とれた。いつだったかルーダイナは言った。先に出で逢あっていたらライラを選んだかもしれない、と。だがそれは間違いだと心から思わずにはいられない。

（この二人は神に定められた二人なんだわ）

　ライラではない。ジャスミンこそがルーダイナと出逢うべく、神の道みち筋すじに置かれた女性なのだ。

「なんと。戻してやろうと思ったのに、もう解いてしまったのか」

　今や優ゆう美びな銀髪の美青年となったルーダイナが、柔やわらかく笑う。まったく、この男が世に恐おそれられた魔神とは信じられないぐらいだ。

　ルーダイナの姿を認めた魔女神シャムサーは、素早く床に平へい伏ふくし、両手の間の地に額を当てる。

「ジオロジロス様。栄光さかえを受けし方よ。よもやあなた様に命を助けて頂くとは……」

「立ちなさい、祝福されし鳥達の女王よ。今の私の名はルーダイナ。ここにいる、神に愛された乙女、ジャスミンのただの下僕しもべだ」

　ルーダイナがシャムサーの手を取り立ち上がらせると、ジャスミンはライラの前に進み出た。

「初めてお目に掛かります、ライラ様」

　ライラの日に焼けた右手を取り、白く滑なめらかな額に恭うやうやしく押し当てる。近くで見れば見るほど、その完全無む欠けつさに圧あつ倒とうされそうだ。

　ジャスミンは、涙に潤うるむ夜空の瞳でライラを見上げる。

「ライラ様。この度たびのこと、深くお礼申し上げます」

「ジャスミン姫！　恐おそれ多いことです！」

　手を外させようとしたが、ジャスミンはライラの首にたおやかな腕を回し、身をあずけてきた。温かく柔らかい身体と、うっとりするような香かおりに包まれ、危うく意識が飛びそうになる。

「あなた様がいらっしゃらなければ、私達は皆、幸福の道から外れたままでしたでしょう……！」

　聞いていると、魂たましいが身体から飛び立ってしまいそうな声だ。甘あまく、爽やかで、吐と息いきすら香りたつように心地ここちよい。

　ライラに寄より添そったままのジャスミンとルーダイナ、そしてヤンシャーとシャムサー、シャールカーンとマルジャーナ。

　一いち様ように感謝の視線を送られ、ライラは頰を染め、慌てて首を振った。

「そんな、私は何も！　みんなで頑がん張ばったから……！」

「まあ、私のライラの力あってこそですからね。皆さん感謝してください」

「えっ！」

　寄り添うジャスミンから引き離すように抱きしめられ、驚おどろいてザインを見上げると笑顔で返された。シャールカーンが吹き出す。

「偉えらそうに！」

　笑い出した一同に、シャムサーを抱きしめたヤンシャーは声を上げた。

「さあ皆さん！　故こ国こくへお送りいたしましょう！」




　ルーダイナの不思議の術で、果ての砂漠を一瞬で越えたロク鳥は、湖の王国の上空に姿を現した。

　金色に光る水辺では、五人の家け来らい衆しゆうが大きく手を振っている。ジャスミンは祈いのるように両手を組んだ。

「私の愛するお兄様。どうか湖の王国を元の姿に……！」

　ルーダイナは身を屈かがめ、恭しく額に掌てのひらを掲かかげる。

「我が頭上と眼まなこの上に。神にも等しき我が主あるじの願いならば、身しん命めい尽つくし叶かなえずにはおかない。直ただちに仰おおせに従したがおう」

　ロク鳥の背に立ち上がったルーダイナの両手から、光が落ちた。

　ヤンシャーとシャムサーの見守る中、落ちていく光は幾いく百ひやく、幾千にも細かく分かれ湖に降ふり注そそぐ。鏡が反はん射しやするように黄き金ん色いろに輝かがやいた湖こ面めんは、揺ゆらぎながらその姿を変えていった。

「わあ……！」

　ジャスミンとライラは互いに手を握にぎりあい、身を乗り出した。眼がん下かには次々と白い円まる天てん井じようを持つ美しい宮きゆう殿でんが現れ、青い山の裾すそ野の、森まで届く広大な町からは高らかに祝福の鐘かねが鳴なり響ひびく。町の市場スークには人々の歓かん呼この声と、打ち鳴らされる太たい鼓こと鈴すずの音ねがこだました。

　美しい瞳に涙を浮かべ地上を見つめていたヤンシャーは、感謝をもってルーダイナの前に深く身を屈かがめる。

「魔ジ神ンの中の王よ。今日が我が国にとって幸福の始まりの日、そして数多あまたの不幸の最後の日となりましょう……！　祝福をもたらしてくださったあなた方に感謝を！」

　そして、寄り添うシャムサーと手を取り合い、晴れやかに立ち上がった。

「それでは皆様、またいつかお会いしましょう！」

「ジオロジロス……、いいえ、ルーダイナ様！　私達眷けん属ぞくの大だい王おうよ！　いくら感謝を捧ささげても捧げ足たりません。どうかジャスミン姫とお幸せに！」

　青空の中、立ち上がった鳥達の女王、シャムサーの背に大きな翼が現れる。光り輝くその翼をはためかせ、固く抱き合ったヤンシャーとシャムサーはロク鳥の背を蹴けった。

「さようなら、皆さん！」

　中空に羽ばたき手を振ふる二人に、ライラも大きく手を振った。

「さようなら、ヤンシャー王！　シャムサー姫！」

　ヤンシャーとシャムサーは抱き合いながら、民達の歓かん声せいに迎えられ舞い降りていった。

　やがて二人の姿が地上に消えると、シャールカーンはパシンと掌に拳こぶしを打ちつけた。

「さあ、まずはバスラムに帰って教主カリーフアの誤ご解かいを解とかないとな！　その後ジャスミンとルーダイナはカフ山の城に帰るんだろ……って、どうしたジャスミン？」

　シャールカーンが驚いて見ると、ジャスミンは声もなく涙を流していた。

「マルジャーナはシャールカーンと結婚するのでしょう？　そうしたら私とマルジャーナは離れ離れになってしまうわ」

「姫様……」

　マルジャーナが胸を打たれてジャスミンの手を取ると、シャールカーンは笑った。

「ジャスミン。俺は全てを捨ててきたと言っただろう。もともとマルジャーナを妻にするなら出て行けと言われている。帝てい位いなど兄が継つぐだろうし未み練れんはない。それより魔神の城に興味があるな」

　にやっと笑う。そして振り返った。

「ライラ、お前も来い！」

「え!?」

　突然の誘さそいに、ライラは目を見開く。

「魔神の王と呼ばれたルーダイナの城だぞ？　見たくないか？　絶対、俺達が考えつかないような不思議なことが起こるぞ！」

　ルーダイナが微笑み、ジャスミンとマルジャーナが一心にライラを見上げる。

（私が、皆と一緒に──？）

　途と惑まどいは一瞬だった。

　ぎゅっと、ザインに力強く手を握られ、迷いを振り切ったライラは顔を上げた。

「村に返して」

　誰もが驚きに息を吞む。

　ちょっと泣きそうな顔をしたザインに、初めて勝った気がしてライラは笑った。

「村を出ていくんだから、みんなにお別れの挨あい拶さつぐらいさせて！」

「ライラ！」

　皆が一斉に上げた歓声の中、抱き寄せようとしたザインより一歩早くジャスミンがライラの胸に飛び込む。

　ザインの上げた「なんですって!?」という悲鳴に一同は声を上げて笑い、眩まぶしい陽の光の中、幸福な恋人達を乗せた鳥の王は平和の大都へ向け空高く飛んでいった。






















　斯かくして、物語は終わる。

　かつて地じ獄ごくの業ごう火かで世界を焼いた、魔ジ神ンの中の魔神、鬼神イフリートの長、悪霊シヤイターンの王、ジオロジロス。

　其そは新たな名を戴いただき、至し高こうの乙女を伴はん侶りよに迎えた。身を焼く永ながい年月を孤こ独どくに過ごし、辿たどり着ついた先にいたのは、変わりなき友情を誓ちかい、共に最後の門をくぐる者達。

　六人は互いに良き友、相談者となり、最後のラッパを吹く者、打ち勝ち得えざる者、永えい訣けつを告げる者の訪れる日まで、この上ない平安と祝福の日を送った。

　唯ゆい一いつ無む二になるカドル神の名において。願わくば安あん泰たいの日々が一日でも永ながからんことを！

　されば、平安御おん身みの上にあれ！





了
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　こんにちは、小お椋ぐら春はる歌かです。本作をお手に取って頂いただき、誠にありがとうございます！

　すでにお読み頂いた方にはお分かりかと思いますが、『千せん一いち夜や物もの語がたり』のオマージュです。『千一夜物語』は私の大好きな作品で、いつかはこの世界を基に自分なりの物語を書きたいと願っていました。その夢がこうして叶かない、本当に嬉うれしい限りです。機会を与えてくださった担当Ｉ様、編集部営業部の皆様、ありがとうございました！

　そしてイラストのまち先生、校正様、デザイナー様、印刷所様、書店の皆様。今回も多くの方々のお力添えにより、私一人では作れない、素晴らしい一冊を読者の皆様にお届けすることができたと思います。深く御礼申し上げます！

　全力で最高のハッピーエンドを目指しましたが、冒険はお楽しみ頂けましたか？　読んで下さった皆様、ありがとうございました！


小椋春歌
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